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用語集 


メモ、を意、警告 

^ メモ： コンピュータを使いやす<するための重要な情報を説明しています。 

A を意： ハードウエアの損傷やデータの損失の可能性を 示し、 その危険を回避するための方法を説明しています。 

^ 警告： ホ的損害、けが、または巧 t の巧因となる可化性があることを示しています。 

略語について 

略語の詳しい説則ま、 「 用語集 J を参障.してください。 

Deir " n シリーズコンピュータをご購入された場合、この义書の Microsoft ® Windows ® ホペレーティングシステムについての説明は適用されません。 
^ メモ： 一部の機能またはメディアは、国または使用されるコンピュータじよっては、ご利用になれない場合があります。 
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LegacySelect テクノロジコントロ ーJ レ 

LegacySelect テクノロジコントロールは、共通プラットフ ホー ム、ハードドライブイメージ、およびヘルプデスク手続きを基本としたレガシーフル、レガシー限定、またはレガシーフリーソリユーシヨンを提 
供します。管理者は、セットアップユーティリティ 、 Dell OpenManageTM IT Assistant 、 または〇61广"カスタムファクトリー統合を介してコントロールを利巧できます。 

LegacySelect をほうことによって、管理者はシリアル/ USB コネクタ、パラレルコネクタ、フロッピードライブ、 PCI スロット、 PS /2 マウスなどのコネクタおよびメディアデバイスを電子めにち巧または 
無細こすることができます。ホを動化されたコネクタおよびメディアデバイスによって、リソースが使用可能になります。変更をち効にするには、コンピュータを再起動する必要があります。 


管理機能 


ASF(Alert Standard Format) 


ASF は、 r プレオペレーティングシステム」または r オペレーティングシステム不在」晝告巧術を指定する DMTF 管理標準です。オペレーティングシステムがスリープ状態にあるとき、またはコンピュータの 
電源を切るときに、セキュリティの問題および障害力嘴生している可能性があるという蓄告ををずるように設定されてしなす。 ASF は、レ: I 前のホペレーティングシステムの不在誓告テクノロジに擾巧する 
よう設計されてしなす。 


お使いのコンピュータは、次の ASF 警告をサポートします。 


警告 

化 明 

BIOS: Corrupt BlOS/Corrupt BIOS Cleared 

BIOS が壌れました。または BIOS の破損が解みしました。 

Boot : No Boot Device 

起動時に起動可能なデバイスが見つかりませんでした。 

Boot: Failure to Boot to BIOS 

BIOS が開お晒こ口ードを完了できませんでした。 

Password: System Password Violation 

システムのパスワードが無効です(お巧なパスワードが3回入力されると警告が 
生成されます)。 

Chassis : Chassis Intrusion 

シャーシイントルージョンが検出されました。 

CPU: CPU DOA Alert/CPU DOA Alert Cleared 

マイクロブロセツサが機能していません。 

Heartbeats: Entity Presence 

システムが巧をしていることを確認するために、ハートビートカ{定期めに送信されて 
います。 

Temperature : Generic Critical Temperature Problem/Generic Critical Temperature 

コン ピュータの温度が限界を超えてしなす。または コン ピュータの温度の問題が解 

Problem Cleared 

ホしました。 

Cooling Device : Generic Critical Fan Failure/Generic Critical Fan Failure 

ファンの ま度 ( rpm ) が限界を超えています。または ファンの 速度 （ rpm ) の 問題が 

Cleared 

解決しました。 

Connectivity : Ethernet Connectivity Enabled/ 

Ethernet Connectivity Disabled 

Ethernet の接続がちな]でず。または、 Ethernet の巧統がお资)でず。 


Dell の ASF 導入の詳細については、デルサポートサイト support . jp . dell.com で入手できる 『 ASF ユーザーズガイト 1および 『 ASF 管理者ガイド』を参照して〈ださい。 


Dell OpenManageTM IT Assistant 


IT Assistant it . 企業のネットワーク上のコンピュータやその化のデバイスを設定、管理、監巧します 。 IT Assistant \ t . 業界標準の管理ソフトウェアを装備したコンピュータの資産、設定、イベント 
(臺告）、セキュリティを管理します。また、 SNMP および ClM の業界標華に準拠する計装をサポートします。 


CIM を基本にした Dell OpenManage Client Instrumen ね tion (クライアント用ソフトウェア）は、お使いのコンピュータで使用できます 。 IT Assistant の情報は、 Dell サポートサイト 
suppo け. jp . dell.com で入手できる 『Dell OpenManage IT Assistant ユーザーズガイド J を参照してください。 




























Dell OpenManage Client I nstrumentation ( クライアント用ソフトウェア） 

Dell OpenManage Client I nstrumentation (クライアント用ソフトウェア）は 、 IT Assistant などのリモート管理プログラムが、な下を実行することを可能じするソフトウェアです。 
I お巧いのコンピュータについての情報へのアクセス（搭載されてし、るプロセッサの数や実行されてし、るオペレーティングシステムの種類など） 

I コンピュータのステータスの監視(温度プローブからの熱警告やストレージデバイスからの M- ドドライブ障害警告を受信することなど） 

I お使いのコンピュータのステータスの変更 （ BIOS のアップデートまたはリモートでのシャットダウンなど） 


管理システムは 、 IT Assistant を使ったネットワーク上で Dell OpenManage Client Instrumentation (クライアント用ソフトウェア）がセットアップされているコンピュータです 。 Dell 
OpenManage Client I nstrumentation (クライアント用ソフトウェア）につ L 、 ては、デルサポートサイト support.jp.dell.com で入手できる 、 『Dell OpenManaae Client I nstrumentation 
(クライアント用ソフトウェア)ユーザーズガイド J ] を参照してください。 


セキュリティ 


シャーシイントルージョン検出 

。 メモ： 管理者パスワードが有効な場合、管理者パスワードがわからないと Chassis Intrusion (シャーンイントルージョソの設定をリセットできません。 

この裸能は、シャーンが開けられたことを検出し、ユーザーに警告します。 Chassis In か usion (シャーンイントルージョン)設定を変更するには、次の手順を実行します。 

1. セットアッブユーティリティを起動します。 「 セットアップユーティリティのお動I を参昭してください。 

2. 下矢印キーを巧して、 System Security (システムセキュリティ)オプションへ移動します。 

3. < Enter > を巧してメニューにアクセスします。 

4. ち右の矢印キーを押してオプション設定を選巧します。 

5. セットアップユーティリティを格了しまず。 

オプション設定 

I Enabled - コンピュータカバーが開けられると、設をが Detected (検出されました）に変わん次回のコンピュータ起動時の起動ルーチン中に次の警告メッセージが表示されます。 

Alert! Cover was previously removed. 

Detected (検出されました）の設定をリセットずる口ま、セットアッブユーティリティを起動します。 「 セットアップユーティリテ-' のお動 j を参照してください。 Chassis I ntrusion (シャーンイント 
ルージョソオプションで、左ち矢印キーを押して Reset (リセット)を選巧してから、 Enabled (ち効）、 Enabled-Silent (ち効-サイレント）、または Disabled (無効)を選びます。 

I Enabled-Silent (ち効-サイレント）（デフォルト）ーコンピュータカバーが開けられると、設定が Detected (お出されました）に変わります。次回のコンピュータ起動中に警告メッセージは 
表示されません。 

パドロックリングとセキュリティケーブルスロット 

巧のちまの1つをほって、コンピュータのセキュリティを強化します。 

I パドロックリングはパド□ックのみ、またはパドロックとループ型セキュリティケーブルをパド□ックリングと一緒に使巧します。 

パドロックだけでコンピュータが開けられることを防ぐことができます。 

固定されたものにセキュリティケーブルを通し、パドロックを取り付けることで、コンピュータが無断で移動されることを防止できます。 

I コンピュータ背面のセキュリティケーブルス□ットに市販の盗難お止デバイスを取 y かけます。 
b メモ： 盗難防止デバイスを購入する前に、お使いのコンピュータのセキュリティケーブルスロットに対応することを確認してくださし、。 


通常、盜難防止デバイスじ、金属ケーブルにロック装置とキーカ咐いてし、ます。デバイスに付属しているマこュアルに取り付け方法が記載されてしなす。 






パスワードによる保護 

〇 注意： パスワードはコンピュータ内のデータに対してセキュリティを提供しますが、絶対にを全であるとしづわけではありません。より強固なセキュリティが必要なデータについては、データ暗号 
化プログラムなどの保護谜能をご自身で用意して〈ださい。 

System Password ( システムパスワード） 

〇 ま意： システムパスワードを設定せずに操作中のコンピュータから難れたり、コンピュータをロックせずに放置した場合、第 S 者力{ジャンパ設定を変更して、パスワードを解除することができま 
す。その結果、誰でもハードドライブ内のデータにアクセスずることができるようになります。 

オプション設定 

巧の2つのオプションのいずれかが表示されている場合、システムパスワードの変更や新しいパスワードの入力はできません。 

I Disabled (無効）ーシステム基板のジャンパ設定によって、システムパスワードが無効になっています。 

巧のホブションが表示されてし、る場合にのみ、システムパスワードを設まできます。 

I Set (設定あみ)ーシステムパスワードが設定されています。 

I Not Enabled (おな) ー システムパスワードが設定されていない巧態で、システム基キ反のパスワードジャンパが有か設定（デフホルト）になつています。 


システムパスワードの設定 

システムパスワードの入力を途中で中止したい場合は、 < Tab > または < Shift >< Tab を同時に巧して別のフィールドに移動するか、手順5をお了する前に < Esc > を巧します。 

1. セットアップユーティリティを起動して ( セットアップユーティリティの起動 を 参照） Password Status (パスワードのステータス）が Unlocked (ロック解除)に設定されていることを確認します。 

2. System Password (システムパスワード)をハイライト表示して、 < Enter > を巧します。 

オプションちが Enter Password (パスワードの入力） I こ変わり、その後ろに32で字巧のをのフィールドが現れます。 

3. このフィールドに巧しいシステムパスワードを入力します。 

半角の英数字で15文字まで入力できます。入力したパスワードを訂正するには、 < Backspace > または左矢 E ロキーを押して义字を消去します。パスワードでは、大文字と小文字は区別さ 
れません。 

お効なキーの紐み合わせもあります。巧効な組み合わせを入力すると、カーソルが動きません。 

いずれかの义字キ ー( またはブランクスぺースとしてスぺースキー)を押すと、 フィー ルドには文字の巧わりにプレースホルダが表示されまず。 

4. < Enter > を巧します。 

新し L ぃンステムパスワードが15义字未満の場合、フィールド全部にい」が挿入されます。次に、ホブションちが Confirm Password (パスワードの確設）にをわり、その後に15文字分の 
別のをのフィールドが表示されます。 

5. パスワードを確認するために、もう一度同じパスワードを入力して、 < EntGr > を巧します。 

パスワード設定は、 Set (設定巧み）に変わります。 

6. セットアツブユーティリティを終了します。 













コンピュータを巧起動すると、パスワード保塞磯能がち効になりまず。 


システムパスワードの入力 

コンピュータを起動または再起動すると、な下のプロンプトの1っが画面に表示されまず。 

Password Status (パスワードのステータス)力< Unlocked (ロック解除）に設定されている場合 

Type in the password and 

- press <ENTER> to leave password security enabled. 

- press <CTRL><ENTER> to disable password security. 

Enter password: (パスワードセキュリティをち巧のままにしてお < には、パスワードを入力して <Enter> を巧します。パスワードセキュリティをおなじするには、 

<CTRL><ENTER> を巧します。 ） 

Password Status (パスワードのステータス)力《 Locked (ロック済み）に設定されている場合 

Type the system password and press <Enter>. (システムパスワードを入力し、 <Enter> を巧してください。） 

Enter password: (パスワードを入•力して < ださい。） 

セットアップパスワードが設定されてしぶ場合、コンピュータはセットアッブパスワードをシステムパスワードの巧用として受け付けます。 

入力したシステムパスワードが間違ってし、ると、次のメッセージが表示されます。 

** Incorrect password. ** (パスワードが正しくありません。） 

再び誤ったパスワードまたは不完全なパスワードを入力すると、同じメッセージが表示されます。システムパスワードを3回間違えると、それな降はレ a 下のメッセージが表示されます。 

** Incorrect password. ** 

System halted! 附 st power down. (パスワードが正し〈ありません。間違ったパスワード入力の回数： 3 システムが停止しました！電源が切れます。） 

コンピュータの電源を入れなおした後でも、再び誤ったシステムパスワード、または不完全なシステムパスワードを入力するたびに、上記のメッセージが表示されます。 

じ メモ： System Password (システムパスワード）と Admin Password (管理者■パスワード）のほかに Password Status (パスワードのステータス）も併用すると、 コン ピュータを無許可 
のを更からさらに保譲すること力《できます。 

既存のシステムパスワードの変更と削除 

システムパスワードを変更するには、 「 システムバスワードの詔を I の手順にがってください。 

システムパスワードを削除する口ま、巧の手順を実行します。 

1. セットアッブューティリティを起動し （「 セットアップューティリティの起動 」 を参照）、 System Password (システムパスワード)を"イライト表示し、 < Enter > を巧します。 

2. プロンプトが表示されたら、システムパスワードを入力します。 

3. < Enter > を2回押して既存のセットアップパスワードをクリアします。設定は Not Set (未設定）にをわります。 

4. 新しし、パスワードを設定するには、 「 システムパスワードの設ホ I の手順に化ってください。 

Admin Password (管理者パスワード） 

オプション設定 

I Set (設定巧み)ーセットアップパスワードの設定ができません。システムの設まを変更するには、セットアッブパスワードを入力する必要があります。 

I Not Set (未設定）ーセットアッブパスワードの設定ができます。パスワード機能は有効ですが、パスワードが設定されてし、ません。 

I Disabled (無効)ーシステム基板のジャンパ設定によって.管理をパスワードが無効になっています。 

セットアップパスワードの設を 

セットアップパスワードとシステムパスワードを同ににすることもできます。 

Fj メモ： これらのパスワードが異なる場合でも、セットアップパスワードをシステムパスワードの巧わりに入力することができます。ただし、システムパスワードをセットアップパスワードの代わりに 
W ほ巧することはできません。 

1. セットアップユーティリティをお動して （ セットアップユーティリティの拉動 を 急照） .Admin Password (管理者■パスワード)が Not Enabled (巧な])に設定されていることを確認します。 






2. Admin Password (管理者パスワード)をハイライト表示し、左またはちの矢印キーを押します。 

パスワードの入力と確認のプロンプトが表示されます。パスワードに巧用できなしぶ字を入力するとビープ音が鳴ります。 

3. パスワードを入力して、確認のためもう一度入力します。 

パスワードの確認が終わると、 Admin Password (管理者パスワード)の設定は Enabled (ち効）にをわります。これな降は、セットアップユーティリティを起動する際に、セットアップパスワ 
—ドの入力を求められま寸。 

4. セットアップユーティリティを格了しまず。 

Admin Password への変更は、ただちに有効になります(コンピュータを再起動する必要はありません）。 


管理者パスワードが有効な巧合のコンピュータのおか 

セットアップユーティリティを起動すると （ r セットアップユーティリティの起動 」 を参照）、 Admin Password (管理まパスワード)ホブシヨンが/\イライト表示され、パスワードの入力を求められます。 
正しいパスワードを入力しないと、セットアップユーティリティ画面は表示されます AS 、 セットアッブユーティリティのホブシヨンを変更することはできません。 

b メモ： Password Status (パスワードのステータス)と Admin Password (管理者パスワード)を併用すれば、システムパスワードを無許可のを更から巧證することができます。 

巧巧の管理をパスワードの削除またはを更 

既巧の管理者パスワードを変更するには、そのパスワードを知っている必要があります。 

1. セットアッブユーティリティを起動します （ r セットアッブユーティリティの起動 J を参-頃)。 

2. プロンブトで管理をパスワードを入力しまず。 

3. < Enter > を2回押して既存の管理者パスワードをクリアします。設定は Not Set (未設定）にをわります。 

巧ししホットアップパスワードの設定は. r システムパスワードの設ホ I の手順で巧うことも巧能です。 

忘れたパスワードの取 y 消しと新しいパスワードの設定 

システムパスワードや管理をパスワードをリセットする口ま、 「忘れたパスワードの取り消し」 を参照してください。 


セットアップユーテイリテイ 

概要 

セットアップユーティリティは次の場合に使用しまず。 

I M —ドウェアを追加、を要、取りがした後に、システム設を情報を変更する場合 
I ユーザーパスワードなどユーザー選巧巧能オプションを設をまたは変更する場合 
I 現巧のメモリの容量を調べたり、取り付けられた M —ドドライブの種類を設定する場合 
セットアップユーティリティを使巧する前に、システム設定画面の情報を控えても'<ことをお勤めします。 


セットアップユーティリティの起動 

1. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 

2. DELL ™ ロゴが表示されたら、すぐに<口>を押します。 

キーを押すタイミングが遅れて、ホペレーティングシステムのロゴが表示されてしまったら、 Microsoft ® Windows ⑥デスクトップが表示されるまでそのまま待磯します。その後コンピュータを 
シャットダウンして （「コンピュータの電源を切る」 を参照)もう一度やり直します。 


セットアップユーティリティ画面 

セットアッブユーティリティ画面じは、お使いのコンピュータの現在の（または変更可能な)設定情報がき示されます。画面の情報は、な下の3つの領域に分割されています。オプションのリスト、アク 
ティブなホプションのフィールド、キー操作。 








Options List (オプションリスト）一このフィールドは、セットアップユーティリティウィンドウの左側に表示され 
ます。このフィールドは、スクロール付きのボックスで、お使いのコンピュータの設定（搭載しているハードウエア、 
省電力、およびセキュリティ機能など)を示す機能を一を表示します。 

上下の矢印キーで、リストを上下にスクロールしてください。ホブションをハイライト 
表示すると、 Option Field (オプションフィールド)にオプションの詳細、現在の設 
定、および利用可能な設定が表示されます。 

Option Field (オプションフィールド）一このフィールドじは、をホプションの説明が表示されます。このフィー 
ルドでは、 現なの設定をき示したり設定を変更できます。 

左ちの矢印キーを使用して、オプションをハイライト表示します。選巧をアクティブ 
にするには、 < Enter > を}甲します。 

Key Functions (キー操イ乍）一このフイールドは Option Field (オプションフイ 
ールド)の下に表示され、キーに割り当てられた機能をアクティブなセットアップユー 
ティリティフィールド内に一黄表示しまず。 


セットアップユーティリティのオプション 

^ メモ： お巧いのコンピュータおよび取り付けられているデバイスに応じて、この項に一黄表示された項目とは異なる場合があります。 


Info ( 情報） 

System Info (システム情報） 

コンピュータを、 BIOS の/くージョン番号、 BIOS の日付 、 Asset Tag 、 サービスタグ、才ーナーシッブタグを一監表示します。 

Processor Info (ブ□セツサ情報） 

コンピュータのプロセッサがハイパースレッディング、 IA -32 e をサポートしているかどうかを示し、 CPU 速度、バス速度、クロック速度、 L2 キャッシュを示し 
ます。 

Memory Info (メモリ情報） 

取り付けられたメモリの容量、コンピュータメモリの速度、ビデホメモリの容量、ディスプレイキャッシュのサイズ、チャネルモード(デュアルまたはシングル） 

を示します。 

PCI Info (pci 情報） 

PCI 力ードスロットに取り付けられているをアイテムを一監表示します。 

Date/Time (日時） 

現巧の日付と時刻の設をを表示します。これらの設定は変更できます。 

Boot Sequence (起動順を） 

この一黄で指定されたデバイス順南こがって、コンピュータを起動します。 

Drives ( ドライブ） 

Diskette Drive (デイスケットドラ 

イブ） 

内蔵ディスケットドライブについて、ち効/無効の切り替えと、読み出し許可の設定を行います。 〇け (ホスに設定ずると、ディスケットドライブがすべてお 
効になります。 Internal (巧獻に設定すると、巧蔵ディスケットドライブが有効になります。 USB に設定すると、内蔵ディスケットドライブが無効になり、 
USB ドライブがち効になります （USB コントローラがち効で USB ドライブが巧統されている場合）。 Read Only (読み取りま巧）に設定すると、内蔵ドラ 
イブコントローラがち細こなり、内蔵ディスケットドライブの読み出しき用操作が許可されます。 

Drive 0 through Drive n ( h "7 

イブ 日〜 n) 

システム基巧のコネクタに接結されてしぶ!'‘ライブを識別してち効/無効の切り替えを巧い、/、ードドライブの容量を一誇表示します。 


メモ： 構巧に応じて、ドライブのラベルは SATA- 0 〜 SATA-3. PATA-0 〜 PATA-1 、 または SAS-0 〜 SAS-2 となります。 

SATA Operation (SATA 動作） 

SATA ドライブのドライブ動作モードを識別し、モードの選択を有効にします。モードのホブシヨンは、 AHCI 、 ATA 、 および RAI D です。 

Smart Reporting (スイー ト レポー 

h) 

システムの起動中に内蔵ドライブ(ドライブ 0-6) のハードドライブエラーを報告するかどうかを巧めます。 

Onboard Devices ( ホンポードデバイス） 

Integrated NIC (オンボード 

NIC) 

NIC は On (オン）（デフォルト）、 〇け (オフ）、または On W/ PXE に設をできます。 

Integrated Audio (オンボー K ホ 
ーディホ） 

ホンボードオーディオコントローラの有効/無効を切り替えます。 

USB Controller (USB コント □— 
ラ） 

内蔵 USB コントローラのち巧/無劲を切り替えます。 All On (すべてオソに設定すると、正面および背面のポートが有がじなります。 All 〇け (すべて 
ホフ）に設定すると、すべてのポートがお巧になります。 

Front USB Ports (正面 USB ポー 
卜） 

正面 USB ポートのち効/無巧を選巧的に切り替えます。 Front On (正面オン)じ設定すると正面ポートのみがち巧になり、 Front 〇け (正面ホフ）じ設 
定すると正面ポートのみが無巧になります。 

LPT Port Mode (LPT ポー h モー 
ド） 

システム内蔵のパラレルポートの動作モードをミ夫めます。 〇け (オフ）に設定すると、ポートが無細こなります。 AT に設定すると、ポートが IBM AT 互換モ 
-ドに設定されます。 PS/2 1こ設定すると、ポートが IBM PS/2 互換モードに設定されます。 EPP 1こ設定すると、ポートが EPP 巧方向プロトコルに設 
定されます。 ECP に設定すると、ポートが ECP 巧方向プロトコルに設定されます。 


メモ ： LPT Port ModeCLPT ポートモード)を ECP に設定すると、オプションメニューに LPT Port DMACLPT ポート DMA) がき示されます。 

LPT Port Address (LPT ポ —— h •了 
ドレス） 

内蔵パラレルポート用のアドレスを決めます。 

LPT Port DMA (LPT ポ ー h DMA) 

パラレルポートが ECP モードのときに使用するアドレスを決めます。 Off (ホフ）に設定すると DMA チヤネルが無効になります。 DMA 1に設定すると 
DMA 1チヤネルが選キ尺されます。 DMA 3に設定すると DMA 3チヤネルが選巧されます。 

Serial Port #1 (シリアルポート 
#1) 

シリアルポートカードが取りがけられてし、る場合は、シリアルポート1がオプションとして表示されます。 

デフホルト設定の Auto (自動）は、コネクタを自動的に恃をのポ ー KCOMl または COM 3) l こ設定します。 

PS/2 Mouse Port (PS/2 マウスポ 
-卜） 

ホンボード PS /2 互換マウスコントローラの有効/無効を切り替えます。 

ビデオ 

Primary Video (プライマリビデ 

才） 

システムで2つのビデオコントローラが使用可能な場合に、どちらのコントローラをプライマリビデオコントローラにするかを決めます。デフォルトは PEG 
(PCI Express Graphics ) ビデホコントローラです。 

Performance ( バフナーマンス） 

Multiple CPU Core (複数 CPU コ 

ァ） 

複数コアプロセッサを搭載したコンピユータで、利用巧能なすべてのコアブロセッサを使用するか、または1つのコアプロセッサを使巧するかをまめます。 
この設定は、このテクノロジをサポートするプロセッサでのみ利用できまず。 

SpeedStep 

1 ntel SpeedStep ® オプションでは、プロセッサの消費電力と動作周肢巧が変更できます。 








































メモ： このオプションは、おないのコンピュータでは利用できない場合があります。 

Virtualization (仮想化） 

Intel ® Virtualization じよって提供される付加めなハードウ エア 钱能を仮想マシンモニター ( VMM ) が利用できるようにするかどう力、をまめます。この設 
定は、このテクノロジをサポートするプロセッサでのみ利用できます。 On (オン）に設定すると、仮想.化が有効になります。 Off (オフ）に設定すると仮想化 
が巧効じなります。 

Limit CPUID Value ^CPUID イ巨の 

制限） 

ホペレーティングシステムに報告される CPUID 满能の数を制限するかどうかをミ夫めます。 On (オン）に設定すると CPUI D レポートが制限されます。 

〇け(オフ）に設定すると CPUID レポートの制限が無巧になります。この機能は古いオペレーティングシステムにのみ必要です。 

ハイパースレツディング 

を物理プロセッサを1つまたは2つの論理ブロセッサとして表示ずるかどうかを決めまず。アプリケーションによっては、論理プロセッサの数を増やすとな 
能が向上します。 On (オン）に設定すると、ハイパースレッディングが有効じなります。 Off (オフ）に設定すると、ハイパースレッディングが無細こなりま 
す。 

HDD Acoustic Mode (HDD アコー 

ステイ ツクモード） 

1 Q 山 et (詩肅 ）（ デフォルト）ーハードドライブは最も詩かな設定で動作します。 

1 Performance (パフォーマンス）ーハードドライブは最大速度で動けします。 

1 Bypass (バイパス)一お使いのコンピュータは、現在のアコースティックモードの設定をテストまたは変更しません。 

1 Suggested (推奨）ーハードドライブは、ドライブの製造元が推奨するま度レベルで動作します。 

メモ： パフォーマンスモードに切 y 替えると、ドライブのノイズが増す場合があります。 

メモ： アコースティック設定をををしても、/\-ド朽イブイメージはをわりません。 

Security (セキユリテイ） 


Admin Password (管理者パスワー 
ド） 

コンピュータのセットアップユーティリティへのアクセスを制限できます。これは 、 System Password (システムパスワード)オプションでシステムへのアク 
セスを制限ずるのと同巧のオプションです。 

System Password (システムパスワ 
-ド） 

システムのパスワードセキュリティ機能の現在のステータスを表示し丢斤しし、システムパスワードの設定と痛認ができます。 

Drive 0 Password through 

Drive n Password (ドライブ 0 の 
パスワード〜ドライブ n のバスつ一 
ド） 

/、ードドライブのパスワードセキュリティ樓能の現巧のステータスを表示し、新しいパスワードの設をと確認ができます。 

ホ竟： いずれかの RAID 樓巧ホち巧じする場合は.ドライブパスワードホ設をしないでくピタい。詳細じついては. 「 RAID 樓腑こついて1 ホ参剧，て<ピさ 
い。 

Password Chancres (パスワードを 
更） 

管理者パスワードを使用して、システムパスワードフィールドをロックしまず。フィールドをロックすると、コンピュータの起動時に < CTRL - ENTER > を巧して 
パスワードセキュリティを無なにするオプションが利用できなくなります。 

Chassis Intrusion (ンヤーン イン 

トルージョン） 

ち細こ設をしてしぶと、间者かがコンピュータのカバーを開しザこ場合に、次回のコンピュータ起動時にユーザーに警告されます。 

TPM Security (.TPM セキユリテ 
ィ） 

Trusted Platform Module (信頼巧みプラットフホームモジュール）セキュリティ用デバイスを制御します。 

Execute Disable (不正コード実行 
防止） 

ち細こ設定すると、プロセッサは Execute Disable によるメモリ保護磯能を使用します。このオプションは、プロセッサカにの磯能をサボートしている場 
合のみ利用できます。 

Power Management (■力の管理） 


AC Recovery (AC リカバリ） 

コンピュータに AC 電源が回復した場合にどうするかを設定します。 

Auto Power On (自動電源ホン） 

時間と曜日を設定しコンピュータに自動的に電源を入れることができます。選识できるのは、 r 毎日」または r ち週月曜から金曜まで J です。 

時刻は24時間お式（時:分)でき示されます。ちちの矢印キーを巧して数値を増減するか、日付と時刻のフィールドの両方に数植を入力して、起動する 
時刻を変更します。 

デフホルト設定は Disabled (無効）です。 

この機能は、電源タップやサージブロテクタでコンピュータをシャットダウンした場合は動巧しません。 

Auto Power Time (自動電源巧入時 
刻） 

システムの電源が自動的じ切れる特定の時刻を指をすることができます。デフォルトは〇け(オフ)です。 

Low Power Mode (節電モード） 

Low Power Mode (節電モード)を選がしている場合、ホンボードのネットワークコントローラを介して Hibernate (休止が態)または〇け(ホスからの 
リモート起動を試みても機能しません。 

Remote Wake-Up (リモート起動） 

このオプションを使巧すると、 NIC (ネットワークインタフエースコントローラ)またはリモート起動対応のモデムが起動信号を受信したときにシステムを起動 
することができます。 

On (オン)がデフホルトの設定です 。 On W/ Boot to NIC (オン、 N にから起動）に設定すると、起動順序を使用ずる前にネットワークからの起動を試 
みることができまず。 

メモ： 通常は、サスペンドモード、休止状態モード、または電源力{オフの状態からリモートでシステムを起動することができます 。 Low Power Mode (節 
電モード ） （Power Manaaement (電力の管理)メニュ ー) がち効じなっている場合は、 Suspend (サスペンド)が態からのみシステムをリモートで起動 
させることができます。 

Suspend Mode (サスペンドモード） 

選巧巧能なオプションは、 S 1 (コンピュータがほ電カモードで動作するサスペンド状態）と S 3( ほとんどのコンポーネントへの供給電力を抑制または停止す 
るスタンバイ状態)です。ただし、システムメモリはアクティブなままです。 

Maintenance (メンテナンス） 


Service Tag (サービスタグ） 

システムのサービスタグを表示します。サービスタグが壊れている場合、セットアップユーティリティを起動すると正しいサービスタグの入力が求められま 
す。 

ASF Mode (ASF モード） 

ASF (Alert Standards Format ) の機能を使巧するかどうかをみめます。詳細については 、 「Alert Standard Format i を参照してください。デフ十ル 
卜は On (オン)でず。 

SERR Message tSERR メ 'ソセー ジ） 

SERR ゾッセージメカニズムを制巧します。デフォルトでは、この樣能は On (ホン）になっています。 


メモ： グラフィックカードの中には 、 SERR メッセージメカニズムを巧かにしてお<化要がわるものもち y ます。 


































Load Defaults (デフオルト設定の 

口ード） 

コンピュータを工場出荷時のデフホルト設定に戻します。 

Event Log (イベントログ） 

システムのイベントロヴを表示します。 

POST Behavior (POST #) 作） 

Fastboot (高速起動） 

On (オン）（デフォルト）に設をすると、一部の設定とテストが省略されるため、コンピュータが高勘こ起動します。 

Nurtilock Key Wuralock — ) 

このオプションは、キーボードの一番右測にあるキーに関おします。 On (ホン）（デフオルト）に設定ずると、をキートップに表示されてし巧致字と演富記号 
が有効じなります。 Off (オフ）に設定すると、をキーの側面に表示されている力ーソル制御機能がち細こなります。 

Keyboard Errors (キーボードエラ 
-) 

Report (報告する）に設をずると、 POST 実行時にエラーが検出された場合、 BIOS によってエラーメッセージが表示され、続斤するには < F 1> を、セット 
アップユーティリティを起動するには < F 2> を巧すようじ求められます。 Do Not Report (報告しない）じ設定すると、 POST 実行時にエラーが検出され 
た場合、 BIOS はエラーメッセージを表示せず、そのままコンピュータの起動が続行されます。 

POST Hotkeys (POST ホットキー） 

サインオン国面で、セットアップユーティリティを起動したりクイックブート機能を使用したりするために必要なキー操作を示すメッセージを表示するかどうか 
をホめまず。 Setup and Boot Menu (セットアップ S (起動メニュー)を選キ氏すると、両方のメッセージ ( F 2= setup および Fi 2 =Boot Menu ) が表示 
されます。 Setup (セットアップ）を選巧すると、セットアップのメッセージ （ F 2 = Setup ) だけが表示されます。 Boot Menu (起動メニュ 
-) を選キ尺すると、クイックブートメッセージ （ Fl 2 =Boot Menu ) だけが表示されます 。 None (なし）を選キ尺すると、メッセージは何も表示 
されません。 


Boot Sequence (起動順序） 

この踏能を巧って、デバイスの起動順巧をを要します。 

オプション設定 

I Onboard or USB Floppy Drive (オンボードまたは USB フロッピードライブ)ーコンピュータはフロッピードライブからの起動を試みます。ドライブ巧のフロッピーディスクが起動用でない 
場合、またはフロッピーディスクがドライブにない場合、コンピュータはエラーメッセージをま成します。 

I Onboard Hard Drive (オンボードハードドライカーコンピュータはプライマリハードドライブからの起動を試みます。ホペレーティングシステムがドライブにない場合、コンピュータはエラー 
メッセージを生なします。 

I Onboard or USB CD Drive (ホンボードまたは USB CD ドライカーコンピュータは CD ドライブからの起動を試みます。ドライブに CD がない場合、あるいは CD にオペレーティング 
システムがない場合、コンピュータはエラーメッセージを生成します。 

I USB Device(USB デバイス) 一 USB ポートにメモリデバイスを挿入し、コンピュータを再起動します。画面の右上隅に F12 。 Boot Menu と表示されたら、 < F 12> を押します。 BIOS 
がデバイスを認識し、 USB flash オプションを起動メニューに追加します。 

b メモ： USB デバイスから起動するロホ、そのデバイスが起動可能である必要があります。デバイスのマニュアルを参照して、デバイスが起動可能であるか確認してください。 

一回のみの起動順序の変更 

たとえば、この機能を使って、 『Drivers and Utilities CDJ から Dell Diagnostics (訟齡プ□ヴラム （「 Dell Diaanostics 【該邮）ブ□ヴラム i を急照）ホ実行するためじ CD ドライブカ、らコンピュー 
夕を起動するように設定できます。 しかし、 診 巧 テストが完了したら、 コンピュ ータがハードドライブから起動するよう指定します。 この機能は、フロッピードライブやメモリキーなどの USB デバイスからコ 
ンピュータを再起動するときにもほ用します。 

^ メモ： USB フロッピードライブから起動する場合は、まずセットアップユーティリティでフ□ッピードライブを OFF に設定する必要があります。 

1. USB デバイスから起動する場合は、 USB デバイスを USB コネクタに接結します。 

2. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 

3. 画面のち上隅じ F2 。 Setup, FIS 。 Boot Menu とき示されたら、 < F 12> を巧します。 

キーを押すタイミングが合わず Windows のロゴが表示されてしまったら、 Windows のデスクトップがき示されるまで待ち、デスクトップが表示されたら、コンピュータをシャットダウンして 
( r コンビュータの雷源を切る I ホを照)、操作をやり直して〈ださし、。 

使用可能な起動デバイスをすべて一黄表示した Boot Device Menu (起動デバイスメニュー)が表示されます。をデバイスには、横に番号が付いています。 

4. メニューの一番下で、一回のみの起動に使用するデバイスの番号を入力します。 

たとえば 、 USB メモリキーから起動する場合は、 USB Flash Device(USB フラッシュデバイス)を/\イライト表示して < Enter > を押します。 

^ メモ： USB デバイスから起動する口 ±、そのデバイスカ S 起動可能である必妥があります。デバイスのマニュアルを参,昭して、デバイスが起動可能であるか確認してください。 


次回からの起巧順序のを更 

1. セットアップユーティリティを起動します （ r セットアップユーティリティの起動 J を参-頃)。 

2. 矢印キーを巧って Boot Sequence (起動順を)メニューオプションを/\イライト表示し < Enten > を押してポップアップメニューにアクセスします。 
^ イモ： 後で元に戻すこともできるよラ、現在の起動順巧を控えておきます。 














3. デバイスの一黄内を移動ずるには、上下矢印キーを押します。 


4. デバイスをち効または巧巧にするには、スぺースバーを押します(ち巧にしたデバイスにはチェックマークが付いています）。 


5. 選択したデバイスをリストの上または下に移動するには、プラス (+) またはマイナス (-) を巧しまず。 


忘れたパスワードの取 y 消し 

A 警告： ネ巧の手巧を H 巧する前に、『な品情報ガイド JI の r 巧全にお巧いいただ < ためのま意 J を参旧してください。 

を意： この手順を巧うと、システムパスワードとセットアップパスワードの両ちが消ちされます。 

1. 「作業を開姑する前に」 の手順に巧って操作してください。 



ジヤシパ 

投を 

化明 

PSWD 

团 

パスワード機能をちなにします。 


图 

パスワード機能が無効です。 

RTCRST 


通常の CMOS の機能です。 



CMOS 設定をクリアします。 

四 

ジャンパあリ &«：^ジャンパなし 


2. コンピュータカバーホ閱きます （「 コンピュータカ/く一の取りかし I ををお）。 

3. システム基板上じある2ピンパスワードジャンパ （ PSWD ) の位置をお認し、ジャンパプラグを取りかしてパスワードをクリアします。詳細については、 「システム さネ 居のコンポーネント.」 を参照し 
てください。 

^ ゾモ： 工場出荷時は、パスワードジャンパがピン1とピン2に取り付けられています。 

4. コンピュータカバーを取り付けます。 「 コンピュータカバーの取り付け 」 をを照してください。 


5. コンピユータおよびモニターをコンセントに接続して、電ミ原を入れます。 




















































6. コンピュータじ Microso れ⑥ Windows® のデスクトップが表示されたら.コンピュータをシャットダウンします （「 コンピュータの雷源を切る I をき踊） 。 

7. モニターの電源を切つて、コンセントから外します。 

8. コンピュータの電源ケーブルをコンセントから外し、電源ボタンを巧してシステム基巧の静電気を逃がします。 

9. コンピュータカバーホ開きます （「 コンピュータカバーの取り外し I をを熙）。 

10. システム基板上にある2ピンパスワードジャンパの位置を確認し、ジャンパを取りかけてパスワード锁能を有効にします。詳細については、 r システム基キ反のコンポーキント 」 を参照してください。 

11. コンピュータカバーを取り付けます。 「 コンピ ュータ カバーの取り付け I を参輯してください。 

Q ま 意： ネットワークケーブルを抵抗するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスにをし込み、奶こ、コンピュータに差し込みます。 

12. コンピュータとデバイスを電源コンセントに接結し、電源を入れます。 

じ メモ： この手順でパスワード機能はち効じなります。セットアップユーティリティを起動すると、システムパスワードと管理をパスワードのどちらのオプションも Not Set (未設定）と表示されま 
す。これは、パスワード磯能はち効なものの、パスワードが設定されていないことを意味します。 


13. 新しいシステムパスワードとセットアップパスワードの両方またはそのどちらか一方を設定します。 


CMOS 設定の取り消し 

A 警告： 本巧のキ巧を曲巧する前に、『が品情宙ガイド JI の r 安をにお巧いいただくためのま意 J を参おしてください。 

1. 「 作業を開始する前に J の手順にがって操作してください。 

2. コン ピュ ータ カバーを開きます （「 コンピュータカバーの取りかし 」 を参照）。 

3. 贾新の CMOS 設定にリセットします。 

a . システム基巧上にあるパスワードジャンパ ( PSWD ) と CMOS ジャンパ （ RTCRST ) の位置を確認します（1~ システム基板のコンポー本ント 」 を参照）。 

b . パスワードジャンパをピンから取り巧しまず。 

C . パスワードジャンパブラグを RTCRST ピンに取り付■けて、約5巧待ちます。 
d . ジャンパプラグを RTCRST ピンから取りがして、パスワードピンに取り巧けなおします。 

4. コンピュータカバーを取 y 付けます。 「 コンピュータカバーの取りがけ I を参輯してくピさい。 

Q ホ意： ネットワークケーブルを抵损するには.まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスにをし込み、奶こ、コンピュータに差し込みます。 

5. コンピュータとデバイスを電源コンセントに接続し、電源を入れます。 


電力の管 S 


お使いのコンピュータは、使用しない間は少ない電力で動作するように設定できます。コンピュータにインストールされたオペレーティングシステムおよび セットアップユーティリ ティの 特定のオプション設 
定を使って、電力使巧を制御します。節電されている期間を「スリープ状態」と呼びます。 


I スタンバイーこのスリープ巧態では、ほとんどのコンポーネント（冷却フアンを含む）は節電または電源が切られた状態じなります。しかし、システムメモリはミ舌動状態にあります。 


じ メモ： スタンバイ状劇こなるには、コンピュータじ取り付けられたすべてのコンポーネントがこの機能をサポートしまた適切なドライバが口ードされている必要があります。詳細については、各コ 
**■ ンポーネントのマニュアルを参照してください。 


I か止が巧一 このスリープ状態では、システムメモリのすべてのデータをハードドライブ(こ書き込み、次に、システム電源を切ることによって、電力消費を最小にします。このが態から復帰する 
とコンピュータカ{再起動し、メモリの内容が回復されます。そして、コンピュータは休止状態に入った時の状態から動作を開おします。 


じ メモ： 休止状態になるには、コンピュータに取り付けられたすべてのコンポーネントがこの機能をサポートしまた適切なドライバが口ードされている必要があります。詳細については、各コンポ 
**■ ーネントのマニュアルを参照してください。 


I シャットダウンーこのスリープが態では、補助用のわずかな 量を 除いてコンピュータからすべての電源を切ります。コンピュータがコンセントに接続されている限り、自動的にまたはリモートで 
起動することができます。もとえば. セットアップユー ティリ ティ の Auto Power On (自動電源ホン)オプションを使うと、コンピュータを特定の時間じ自動めに起動することができます。また、 
ネットワーク管理をは Remote Wake Up (リ モート起動）などの電力管理イベントを使って、コンピュータをリモートで起動することができます。 














巧の表に、スリープ状態とを状態から復帰させるために使巧する方まを一莫き示します。 


スリープの巧な 

な巧方法 （Windows XP ) 

スタンバイ 

1電源ボタンを巧す 

1自動電源オン 

1 マウスを動かすかクリックする 

1 キーボードのキーを巧す 

1 USB デバイスの動作 

1 電力管理イベントをほう 

化止が態 

1電源ボタンを巧す 

1自動電源オン 

1 電力管理イベントをほう 

シャットダウン 

1電源ボタンを巧す 

1自動電源オン 

1 電力管理イベントをほう 


& メモ： 電力管理の詳細については、オペレーティングシステムのマニュアルを参照してくださし、。 


ハイパースレツ デ イング 


ハイパースレッディングは 、I ntel ® のテクノロジで、1つの物理プロセッサを2つの論理プロセッサとして機能させることで全体めなパフォーマンスの向上を図り、複数のタスクを同時に処理することを 
可能にします 。 Windows XP は、ハイパースレッディングテクノロジを利用するために最適化されているので、 Microsoft ® Windows ® XP Service Pack 1( SP 1) U 降のオペレーティングシステ 
ムを使用することをお勤めします。を<のプログラムは、ハイパースレツディングの恩恵を受けることになりまずが、ハイパースレッディング巧に最適化されていないプログラムもあります。それらのプログ 
ラムは、ソフトウェアの裝道元によるアップデートが必要な場合もあります。アップデートやハイパースレッデイングでソフトウェアを使用する方法については、ソフトウェアの製造元にお問い合わせくださ 
し、。 


お使いのコンピュータがハイパースレッデイングテクノロジを使用しているかどうかを確認するには、次の手順を実行します。 


1. スタート ボタンをクリックし、 マイコンピュータ をちクリックして 、プロパティ をクリックします。 


2. ハードウ エア をクリックして、 デバイスマネージヤ をクリックします。 


3. デバイスマネージヤ ウインドウで、プロセッサタイプの横の く +) サインをクリックします。ハイパース レツ デイングがち効な場合、プロセッサは2つ表示されていまず。 


セットアップユーティリテイを使巧して、ハイパースレツデイングのち効/無巧を切り替えることができます。 「セットアップユーティリテイのオプション.」 を参照してください。 


IEEE 1394 


IEEE 1394は、コンピユータと周辺谜器との間で大量のデータを乾送することができるデジタルインタフエースです。データや大きなファイルを高速におさできるため、 IEEE 1394はマルチメディア 
デバイスでの使用に適しています。 IEEE 1394により、デジタルビデホカメラなどのデバイスを直接コンピュータに接続できるようになります。 


。 メモ： コネクタには、アダプタを使巧して4ピンの IEEE 1394デバイスを接続できます。 


正面にオプションの IEEE 1394コネクタが装楠されている コン ピュータもあります （r コン ピュータについての情報」 を参照）。このコネクタは JEEE 1394をほ巧するアドインカードを購入した場合のみ 
使用できまず。カードを購入する場合は、デルにお問い合わせ〈ださい。 「デルへのお問い合わせ _] を参照してくだ'さい。 


RAID 構成に ついて 


本項では、 RAID 構なの概要を説明します。コンピュータのご購入時に RAID 構成を選キ尺している場合があります。コンピュータ業界では、用途のタイプに応じてい〈つかの RAID 清成が利用できます 
が、デルでは Dell Precision コンピュータで、 RAID レベル0、レベル1、レベル5、または、レベル10に対応しています。 RAID レベル0構成は高いパフォーマンスが要求されるプログラムに、 
RAID レベル1構成は高水準のデータ保全なを希望されるユーザー I こお割めします。 


すべて同じ種類のドライブを使用してください。 RAID アレイ巧に SAS ドライブと SATA ドライブを;’昆巧させることはできません。また、容量が大きいドライブに未割り当ての(使用できない)領域ができ 
ないようにするには、これらのドライブを同じ容量じする必要があります。 

このコンピュータの Intel RAID コントローラでは、2台または3台の物理ドライブを使用して、 RAID レベル0清なのみの設定が可能です。3台目のドライブが存在する場合、 Intel の RAID 構巧 
プログラムを使巧してそのドライブを RAID レベル0構成に追加するか、または RAID レベル1横成のモ搞のドライブとして使巧することができます （「スペアハードドライブの 巧成 I を参照）。容量が 
大きいドライブにホ割り当ての（使巧できない)領域ができないようにするには、これらのドライブを同じ容量じする必要があります。 


。 メモ： RAID レベルは階層を表すものではありません。 RAID レベル10構成は、 RAID レベル0構成より本質蜘こ優れてもちってもいません。 


RAI D とハードドライブパスワード 


セットアップユーティリティで利用巧能な ハ-ドド ライブのセキュリティオプションを使用している場合は、 RAID 構巧を使用しないでください。 RAID 構成を使巧すると、ハードドライブパスワードを消去し 
ないとデータじアクセスできません。 














RAID レベル 0 


RAID レベル 0 では、「データストライピング」と呼ばれるストレージ技術を使用して、データアクセス速度を高ま化します。データストライピングは、連統ずるデータセグメント(ストライカを複数の物理ド 
ライブに順次書き込むことで、大容量の仮想ドライブとして巧う方法です。データストライピングにより、1台のドライブでデータを読み込む間に、別のドライブで巧のブロックの検索と読み込みができま 
す。 


RAID レベル 0 で 
ホ成したシリア 
ル ATARAID 



セグメント 1 


七グメント 2 

セグメント 3 


七グメント 4 

セグメント日 


セグメント 6 


ハードドライブ 1 ハードドライプ 2 


RAID レベル0清成のもう1つのが点は、をドライブの全容量を使用できることです。120 GB のドライブを2台取り付けている場合、データの保存に240 GB をほ用できます。 

〇 注意： RAID レベル0ではデータの冗長性がないため、いずれかのドライブに障害が発生した場合じは、その他のドライブ上のデータにもアクセスできな〈なります。したがって、 RAID レべ 
ル0構成を使巧ずる場合は、定期めにバックアップを巧ってください。 


RAID レベル 1 

RAID レベル1では、「ミラーリング」と呼ばれる、データの冗長性を持たせたストレージ巧術をほ用します。ブライマリドライブにデータカ{書き込まれると、そのデータは他のドライブ上に複製(ミラーリン 
グ)されます。 RAID レベル1では、データアクセス速度を犧牲にして、データの冗長性が重視されます。 


RAID レベル t で 
«成したシリア 
ル ATA RAID 




七グメント 1 


巧がされた七グメント I 

七グメント 2 


巧がされた七グメント 2 

ヤグメント 3 


巧蚁されたセグメント 3 

七グメント 4 


巧巧されたセグメント 4 

七グメント 5 


巧投されたセグメント 5 

七グメント 6 


祐おされた七グメント 6 


ハードドライブ 1 ハ -" ドドライブ 2 


いずれかのドライブに障害が発生した場合、それレ: I 降の読み書き操作は、正常に動イ乍しているドライブに巧して行われまず。その正常なドライブのデータを使用して、交換巧ドライブを再構柔できます。 
また、データが両方のドライブに複製されるため、2台の120 GB RAID レベル1ドライブでデータの保存に使用できる合計容量は、最大120 GB となります。 


RAID レペル 5 

RAID レベル5では、「データパリティ J と呼ばれるデータステージングストレージ巧術をほ用します。プライマリドライブにデータが書き込まれると、そのデータは化のルな<とも3台のドライブ上に複製 
されます。 RAID レベル1の構なではデータミラーとして機能するもう一方のボリュームにデータが書き込まれるのに対して、 RAID レベル5の構成ではデータがをドライブに少しずつ書き込まれるた 
め、をセグメントからのデータが複数のドライブにまたがって保存されます。 RAID レベル5の構成では RAID レベル0やレベル1の構成と比較してデータアクセスが速<なりますが、ストレージ容 
量が余分に必要となります。 


























七グメント 1 


かなくとも 3 をのドライブにまたがつ 
てストライブされたセグメント 1 

セグメント 2 


ホなくとも 3 さのドライプにまたがつ 
てストライブされた七グメント 2 

セグメント 3 


かなくとも 3 台のドライブにまたがつ 
てストライブされた七グメント 3 

セグメント 4 


' 少なくとも 3 をのドライブじまたがつ 
てストライブされたセグメント 4 

七グメント 5 


ホなくとも 3 をのドライブにまたがつ 
てストライブされたセグメント日 

セグメント 6 


少なくとも 3 おのドライブにまたがつ 
てストライブされた七グメント 6 


ハードドライブ 2、 3 (オプションとしてが 


いずれかのドライブに障害が発生した場合、それな降の読み書き操作は、正常に動作している他方のドライブに対して行われます。その正常なドライブのデータを使用して、交換用ドライブを再清窠で 
きます。また、データがプライマリドライブと追加ドライブに複製されるため、 4 台の 120 GB RAID レベル 1 ドライブでデータの保存じほ用できる合計容量は、最大 360 GB となります。 


RAID レベル 10 

RAID レベル 10 では、「データパリティ」と呼ばれるデータステージングストレージ巧術を使用します。プライマリドライブにデータが書き込まれると、そのデータは他の 4 台のドライブ上に複製されま 
す。 RAID レベル 1 の構成ではデータミラーとして機能するもう一方のボリュームにデータが書き込まれるのに巧して、 RAID レベル 10 の構成ではデータがるドライブにかしずつ書き込まれるため、 
をセグメントからのデータが複数のドライブにまたがって保存されます。 RAID レベル 10 の構成では RAID レベル 0 やレベル 1 の構成と比骇してデータアクセスが速〈なりますが、ストレージ容量 
が余分に必要となります。 



七グメント I 


4 台のドライブにまたがってス 
トライブされたセグメント 1 

七グメント 2 


4 をのドライプにまたがってス 
トライブされた七グメント 2 

七グメント 3 


4 をのドライブにまたがってス 
トライプされたセグメント 3 

七グメント 4 


4 をのドライブにまたがってス 
トライプされた七グメント 4 

セグメント 5 


4 台のドライブにまたがってス 
トライブされた七グメント 5 

セグメント 6 


4 をのドライブにまたがクてス 
トライブされたヤグメント 6 


ハードドライブ 1 ハードドライプ 2, 3 、および 4 


いずれかのドライブに障害が発生した場合、それな降の読み書き操作は、正常に動作している他方のドライブに対して巧われます。その正常なドライブのデータを使用して、交換用ドライブを再清窠で 
きます。また、データがプライマリドライブと追加ドライブじ複製されるため、 4 台の 120 GB RAID レベル 1 ドライブでデータのな存に使巧できる合計容量は、最大 240 GB となります。 


RAID 構成の構築方法 


コンピュータの購入時に RAID 構成を選巧しなかった場合でも、後でお使いのコンピュータに RAID 清巧を巧うことができます。 RAID 構成を巧うじは、お使いのコンピュータじ少な<とも 2 台のハード 
ドライブが取り付けられている必票があります。ハードドライブの取り付け手順については、 「 ドライブ I を寒暖してください。 

RAID ハードドライブボリュームを構成するには 2 つのちまがあります。 1 つは Intel RAID Option ROM ユーティリティを使用する方まで、ハードドライブにオペレーティングシステムをインストー 
ルする前に実行します。 もう 1 つの方■まは、 I ntel Matrix Storage Manager または I ntel Matrix Storage Console を巧用する方法で、オペレーティングシステムと I ntel Matrix Storage 
Console をインストールしたをで実行します。どちらの方までも、本書に記載されている RAID 構成手順を開始する前に、お使いのコンピュータを RAID 使巧可能モードに設定する必裏がありまず。 


コンピュータを RAI D ち巧!モードに設定する方ま 


1. セットアップユーティリティを起動します （ r セットアップユーティリティの起動 J を参.喝)。 





























2. 上下ち印キーを}甲して Drives (ドライブ)をハイライト表示し、 < Enter > を巧します。 

3. 上下矢印キーを巧して SATA Operation ( SATA 操昨)を/バライト表示し < Enter > を押します。 

4. ち右矢印キーを押して RAID On ( RAID オン)を/、イライト表示し < Enten > を押してから < Esc > を巧します。 

^ メモ： RAID ホブシヨンの詳細じついては. 「 セットアッブユーティリティのオプション I を参睛して〈ださい。 

5. ち右矢印キーを}甲して Save / Ex 化(保存/終了）をハイライト表示し、 < Enter > を巧してセットアップユーティリティを終了し、起動プロセスじ戻ります。 


Intel® RAID Option ROM ューティリティを巧巧して コン ピュータを RAID 用に梢成する方法 

& メモ ： Intel RAID Option ROM ューティリティを使用して RAID 清巧を巧成する場合は、巧意の容量のドライブを使用できますが、すべてのドライブを同じ容量にするのが理想的です。 

RAID レベル0設定では、最も小さいドライブの容量こ、その構脱こ含まれるドライブの台数口）を乗 I ：た値が、その構成全体の容量になります。 RAID レベル1設定では、巧巧ずる2台のド 
ライブのラち小さい方の容量が、その構成全巧の容量になります。 

RAID レベル 0 梢ホの作巧 

〇 注意： 下の手順で RAID 構成を作なすると、お巧いの/\-ドドライブ上のデータはすべて消ちされまず。続行する前に、必要なデータのバックアップを巧ってください。 

^ メモ： 次の手順は、オペレーティングシステムを再インストールする場合にのみ実行します。既存のストレージ構成を RAID レベル 0 構成に移巧する場合は、巧の手順は巧用しません。 

1. お使いのコンピュータを RAID 有効モードに設定します。 「 コンピュータを RAID ち効モードに設定する方法 J を参照して〈ださい。 

2. プロンプトが表示されたら < Ct : rl >< i > を}甲して 、 IntelRAID Option ROM ューティリティを起動します。 

3. 上下矢印キーを}甲して Create RAI D Volume(RAI D ボリュームの作成)をハイライト表示し、 < Enter > を押します。 

4. RAID ボリュームをを入力するかデフォルトのままにし、 < Enter > を巧します。 

5. 上下矢印キーを押して RAIDO ( Sthpe )( RAIDO (ストライプ)）を選巧し、 < Enter > を巧します。 

t 3台な上のハードドライブが利用可能な場合は、上下矢印キーとスぺースバーを押して、構なにほ用する2台または3台のドライブを選巧し、 < Enter > を巧します。 

じ メモ： RAID ボリュームに保存する平均的なファイルのサイズに最も巧いストリップサイズを選巧します。平均めなファイルサイズがわからない場合は、ストリッブサイズとして128 KB を選キ尺 
します。 

7. 上下矢印キーを押してストリップサイズを変更し < Enter :> を押します。 

8. ボリュームの容量を選巧して、 < Enter > を押します。デフォルト値は、利巧可能な最大サイズです。 

9. < Enter > を巧してボリュームを作ぶします。 

10. 確認のため < y > を巧します。 

11 .Intel RAID Option ROM ューティリティのメイン画面じ正しいボリューム構成が表示されていることを確認します。 

12. 上下矢印キーを巧して Exit (お了）を選巧し、 < Enter > を巧しまず。 

13. オペレーティングシステムをインストールします。 「 Microso か.み Windows ; 巧 XP の巧インストール I ホを照して〈ださい。 

RAID レベル 1 梢巧の作が 

1. お使いのコンピュータを RAID ち効モードに設定します。 「 コンピュータを RAID 有方]モートに語定する方ま I を参おして〈ださい。 

2. プロンプトが表示されたら < Ctrl >< i > を}甲して 、 IntelRAID Option ROM ューティリティを起動します。 

3. 上下ち印キーを}甲して Create RAI D Volume(RAI D ボリュームのが成)をハイライト表示し、 < Enter > を押します。 

4. RAID ボリュームをを入力ずるかデフォルトのままにし、 < Enter > を巧します。 






5. 上下ち印キーを使用して RAID 1( Mirror ) ( RAID 1 (ミラー))を選択し、 < Enter > を巧します。 

6. ほ用可能な/\-ドドライブが3台な上ある場合は、上下矢印キーとスぺースバーを巧用して、ボリュームじ含める2台のドライブを選巧してから、 < Enter > を巧しまず。 

7. ボリュームの容量を選巧して、 < Enter > を押します。デフォルト値は、利巧可能な最大サイズです。 

8. < Enter > を巧してボリュームを作ぶします。 

9. 確認のため < y > を巧します。 

10. Intel RAID Option ROM ューティリティのメイン画面じ正しいボリューム構成が表示されていることを確認します。 

11. 上下矢印キーを巧して Exit (お了）を選巧し、 < Enter > を巧しまず。 

12. オペレーティングシステムをインストールします 。 「 Microsoft 滴 Windows 巧） XP のちインストール I ホを照して〈ださい。 

RAID レベル5構巧の作巧 

1. おほいのコンピュータを RAID 有効モードに設まします。 「 コンピュータを RAID 有効モードに設定するち 法 」を参照してください。 

2. プロンプトが表示されたら < Ctrl >< i > を}甲して 、 IntelRAID Option ROM ューティリティを起動します。 

3. 上下ち印キーを}甲して Create RAI D Volume(RAI D ボリュームのが成)をハイライト表示し、 < Enter > を押します。 

4. RAID ボリュームをを入力するかデフォルトのままにし、 < Enter > を巧します。 

5. 上下矢印キーを巧用して RAID 5( Mirror ) ( RAID 5( ミラー)）を選巧し、 < Enter > を巧します。 

6. 上下矢印キーとスぺースバーを巧して、ボリュームの構咖こな用する3台または4台のドライブを選がし、 < Enter > を巧します。 

7. ボリュームの容量を選おして、 < Enter > を押します。デフォルト植は、利巧可能な景大サイズです。 

8. < Enter > を巧してボリュームを作巧します。 

9. 確認のため < y > を押します。 

10. Intel RAID Option ROM ューティリティのメイン画面に正しいボリューム清成が表示されていることを確認します。 

11. 上下矢印キーを押して Exit (松了）を選巧し、 < En 1; er > を巧します。 

12. ホペレーティングシステムをインストールします 。 「 Microsoft 疯 Windows ': XP のちインストール I ホを照して〈ださい。 

RAID レベル10構成の作成 

1. お使いのコンピュータを RAID ち効モードに設定します。 「 コンピュータを RAID ちなモー円こ設定する方ま I を参鹿してけこ’さい。 

2. プロンプトが表示されたら < Ct : rl >< i > を}甲して 、 IntelRAID Option ROM ューティリティを起動します。 

3. 上下矢印キーを}甲して Create RAI D Volume(RAI D ボリュームの作成)をハイライト表示し、 < Enter > を押します。 

4. RAID ボリュームをを入力するかデフォルトのままにし、 < Enter > を巧します。 

5. 上下矢印キーを使用して RAID 10( MirTor )( RAID 10 (ミラー))を選おし、 < Ente りを巧します。 

6. 上下矢印キーとスぺースバーを巧して、ボリュームの構肋こな用する4台のドライブを選択し < Enter :> を巧します。 

7. ボリュームの容量を選がして、 < Enter > を押します。デフォルト値は、利用可能な是大サイズです。 

8. < Enter > を巧してボリュームを作巧します。 

9. 確認のため < y > を押します。 

10. Intel RAID Option ROM ューティリティのメイン画面じ正しいボリューム構成が表示されていることを確認します。 






11. 上下矢印キーを}甲して Exit (終了）を選巧し、 < Enter > を巧します。 

12. オペレーティングシステムをインストールします。 「 Microsoft ^ Windows ^ XP の再インストール j を参照してください。 

RAID ポリュームの削お 

^ ゾモ： この操作を斤うと、その RAID ドライブ上のすべてのデータがまわれます。 

。 メモ： RAID ボリュームから起動するようにコンピュータを設定してし、る場合 、 Intel RAID Option ROM ユーティリティでその RAID ボリュームを削除すると、コンピュータが起動しなくなりま 


1. プロンプトが表示されたら < Ct : rl >< i > を}甲して 、 IntelRAID Option ROM ユーティリティを起動します。 

2. 上下矢印キーを}甲して Delete RAI D Volume ( RAID ボリュームの削除)をハイライトき示し、 < Enter > を押します。 

3. 上下矢印キーを巧して、削除する RAID ボリュームを/、イライト表示し、 < Delete > を巧します。 

4. 確認のため < y > を巧します。 

5. < Esc > を巧して 、 Intel RAID Option ROM ユーティリテイを終了します。 


I ntel Matrix Storage Manager を巧用して コン ピュータを RAID 用に構成する方ま 

オペレーティングシステムがインストールされたハードドライブがすでに1台あり、既存のオペレーティングシステムとデータを失うことな〈、2台目のハードドライブを追加して両方のドライブを RAID ボ 
リュームに再構成したい場合は、 RAID レベル0横な巧 （「 RAID レベル〇1 をを照）モナこは RAID レベル1境な田 （「 RAID レベル1 I ホを照）の藉巧オプションを巧巧する必要があります。次の場合 
にのみ、 RAID レベル0のボリュームまたは RAID レベル1のボリュームを巧成します。 

I 既存のシングルドライブコンピュータに2台の新しいドライブをち加する予定で(オペレーティングシステムはそのシングルドライブじインストールされている）、2台の新しいドライブを RAID ボ 
リュームとして構成する。 

I 2台の/\-ドドライブが1つのボリュームとして構巧されたコンピュータがすでじあり、そのボリューム上に残っているスぺースを2つ目の RAID ボリュームに指定する。 

RAID レベル 0 梢巧の作巧 

^ メモ： この操作を行うと、その RAID ドライブ上のすべてのデータが失われます。 

1. おほいのコンピュータを RAID 有効モードに設まします。 「 コンピュータを RAID 有効モードに詔をする方 ま I を参熙してください。 

2. スタート をクリックし、 プログラム- > I ntel(R) Matrix Storage Manager 一 I ntel Matrix Storage Console の順にポイントして 、 I ntel Storage Utility を起動します。 
b メモ： Actions (操作)メニューオプションが表示されない場合は、コンピュータがまだ RAID ちな]モードに設定されていませんけ コンピュータを RAID を劾モードに謂をする 方 ま I ホ参昭）。 

3. Actions (操作)メニューから Create RAI D Volume(RAI D ボリュームの作成)を選巧して Create RAID Volume Wizard を起動し、 Next (次へ)をクリックします。 

4. Select Volume Location (ボリュームの場所の選が）画面で、 RAID レベル0のボリュームに含める最巧の"ードドライブをクリックし、右矢印をクリックします。 

5. 2台目のハードドライブをクリックします。その RAID レベル0ボリュームに3台目のハードドライブを追加するには、右矢印をクリックし、3台目のドライブをクリックして Selected (選択を 
み)ウィンドウに3台のドライブをき示させてから、 Next (次へ)をクリックします。 

6. Specify Volume Size (ボリュームサイズの指定）ウィンドウで Volume She (ボリュームサイズ)をクリックし、 Next (次へ)をクリックします。 

7. ボリュームを巧巧するには Finish 視了）をクリックし、内容の修正を行うには Back (戻る)をクリックします。 

RAID レベル 1 横巧の作巧 

^ メモ： この操作を斤うと、その RAID ドライブ上のすべてのデータがまわれます。 

1. お使いのコンピュータを RAID ち効モードに設定します。 「コンピューをを RAID を効モー円こ訟定主る 方を」 を参照して〈ださい。 


2. スタート ボタンをクリックし、 プログラム- > I ntel(R) Matrix Storage Manager-^ I ntel Matrix Storage Console の顺にポイントして 、 I ntel ® Storage Utility を起動します。 
b ゾモ： Actions (操作)メニユーホブシヨンが表示されない場合は、コンピユータがまだ RAID 有効モードに設定されていません。 








3. Actions (操作)メニューから Create RAID Volume ( RAID ボリュームのイ乍巧)を選択して Create RAID Volume Wizard を起動します。 

4. 最ネ刀の画面で Next (次へ)をクリックします。 

5. ボリュームをを確認し、 RAID レベルとして RAID 1を選がし、 Next (巧へ)をクリックして結巧します。 

6. Select Volume Location (ボリュームの場所の選が）画面で、 RAID レベル1のボリュームの作成に使用する最初のハードドライブをクリックし、ち矢印をクリックします。 Selected (選択 
巧み)ウィンドウに2台のドライブが表示されるまで2台目のハードドライブをクリックし、 Next (巧へ)をクリックします。 

7. Specify Volume Size (ボリュームサイズの指定）ウィンドウで Volume Size (ボリュームサイズ)を選巧し、 Next (次へ)をクリックします。 

8. ボリュームを作成するには Finish 視了）をクリックし、内容の修正を行うには Back (房る)をクリックします。 

9. 新しい RAID ボリューム上にパーティションを作成するには 、 Microsoft Windows の手順に従ってください。 

RAID レベル 5 構巧の作巧 

b ゾモ： この操作を行うと、その RAID ドライブ上のすべてのデータが失われます。 

1. お使いのコンピュータを RAID ち効モードに設定します。 「 コンピュータを RAID ちなモードに設定する方ま I を巻鹿してけこ’さい。 

2. スタート ボタンをクリックし、 プログラム -> I ntel(R) Matrix Storage Manager^ I ntel Matrix Storage Console の顺にポイントして 、 I ntel Storage Utility を起動します。 

Ci メモ ： Actions (操作)メニューホブションが表示されない場合は、コンピュータがまだ RAID 有効モードに設定されていません。 

3. Actions (操巧)メニューから Create RAID Volume ( RAID ボリュームのイ乍巧)を選択して Create RAID Volume Wizard を起動します。 

4. 最巧の画面で Next (次へ)をクリックします。 

5. ボリュームをを確認し、 RAID レベルとして RAID 5を選巧し、 Next (巧へ)をクリックして続行します。 

6. Select Volume Location (ボリュームの場所の選巧）画面で、 RAID レベル5のボリュームの作成に使巧する最初のハードドライブをクリックし、ち矢印をクリックしまず。 Selected (選択 
済み)ウィンドウに3台または4台のドライブが表示されるまで2台または3台の追加ドライブをクリックし、 Next (巧へ)をクリックしまず。 

7. Specify Volume Size (ボリュームサイズの指定）ウィンドウで Volume Size (ボリュームサイズ)を選巧し、 Next (巧へ)をクリックします。 

8. ボリュームを作成するには Finish 視了）をクリックし、内容の修正を行うには Back (房る)をクリックします。 

9. 新しい RAID ボリューム上にパーティションを作なするじは 、 Microsoft Windows の手順にがってください。 

RAID レベル 10 #ホの作ぶ 

^ メモ： この操作を斤うと、その RAID ドライブ上のすべてのデータがまわれます。 

1. お使いのコンピュータを RAID 有効モードに設ちします。 「 コンピュータを RAID 有効モードに設定する方 ま 」 を参照してください。 

2. スタート ボタンをクリックし、 プログラムー I ntel(R) Matrix Storage Manager 一 I ntel Matrix Storage Console の順にポイントして 、 I ntel Storage Utility を起動します。 
b メモ ： Actions (操作)メニューホブションが表示されない場合は、コンピュータがまだ RAID 有効モードに設定されていません。 

3. Actions (操け)メニューから Create RAID Volume ( RAID ボリュームのイ乍成)を選択して Create RAID Volume Wizard を起動します。 

4. 最ネ刀の画面で Next (次へ)をクリックします。 

5. ボリュームをを確認し、 RAID レベルとして RAID 10を選おし Next (巧へ)をクリックして結行します。 

6. Select Volume Location (ボリュームの場所の選が）画面で、 RAID レベル10のボリュームの作成に使用する最巧のハードドライブをクリックし、も矢印をクリックします。 Selected (選 
キ尺巧み）ウィンドウに4台のドライブがき示されるまで3台の追加ドライブをクリックし、 Next (次へ)をクリックします。 

7. Specify Volume Size (ボリュームサイズの指定）ウィンドウで Volume She (ボリュームサイズ)を選巧し、 Next (次へ)をクリックしまず。 




8. ボリュームを作成するには 円 nish ( 完了）をクリックし、内容の修正を行うには Back ( 戻る ) をクリックします。 

9. 新しい RAID ボリューム上にパーテイシヨンを作成するには、 Microsoft Windows の手順に従ってくださし、。 


RAID ボリュームの削除 

b メモ： この手 I 頃を実行すると、 RAID 1ボリュームが削除されると同時に、その RAID 1ボリュームはパーティシヨンを持つ2つのが RAID ハードドライブに分割され、巧巧のデータファイルが 
ある場合はそれらのファイルは元の状態のまま保持されます。しかし RAID 0ボリュームを削除ずる場合は、そのボリューム上のすべてのデータが消去されます。 

1. スタート ボタンをクリックし、 プログラム - > I ntel(R) Matrix Storage Manager 一 I ntel Matrix Storage Console の順にポイントして 、 I ntel Storage Utility を起動します。 

2. 削除する RAID ボリュームの Volume (ボリューム)アイコンをちクリックし Delete Volume (ボリュームの削除)を選キ尺します。 

3. Delete RAID Volume Wizard(RAID ボリュームの削除ウィザード)画面で、 Next (次へ)をクリックします。 

4. Available (使用可能)ボックスで削除する RAID ボリュームをハイライト表示し、ち矢印ボタンをクリックして、ハイライト表示された RAID ボリュームを Selected (選巧巧み)ボックスに移動 
し、 Next (次へ)をクリックします。 

5. Finish (完了）をクリックしてボリュームを削除します。 

RAID レベル0巧成への移行 

1. お使いのコンピュータを RAID 有効モードに設ちします。 「 コンピュータを RAID 有効モードに設定する 方法 」 を参照してください。 

2. スタート ボタンをクリックし、 プログラムー I ntel(R) Matrix Storage Manager 一 I ntel Matrix Storage Console の順にポイントして 、 I ntel Storage Utility を起動します。 
b メモ： Actions (操作)メニューホブシヨンが表示されない場合は、コンピュータがまだ RAID 有効モードに設定されていません。 

3. Actions (操作メニュ ー) メニューで Create RAID Volume From Existina Hard Drive (既存のハードドライブからの RAID ボリュームの作成)を選巧して、移行ウィザードを起動しま 
す。 

4. Migration Wizard 画面で Next (次へ)をクリックします。 

5. RAID ボリュームをを入力する力、、デフホルト値をそのまま使用します。 

6. ド□ッブダウンボックスから、 RAID レベルとして RAIDO を選がします。 

。 メモ： RAID ボリュームにな存する平均的なファイルのサイズに最も巧いストリップサイズを選巧しまず。平均めなファイルサイズがわからない場合は、ストリップサイズとして128 KB を選キ尺 
します。 

7. ド□ッブダウンボックスから適切なストリッブサイズを選识して、 Next (次へ)をクリックします。 

。メモ： ソースハードドライブとしてほ用するハードドライブを選巧します （ RAID ボリューム上に取っておきたいデータファイルまたはホペレーティングシステムファイルが巧細されているハードドラ 
イブを選巧する必要があります)。 

8. Select Source Hard Drive (ソースハードドライブの選択)画面で移行元のハードドライブをダブルクリックし、 Next (次へ)をクリックします。 

9. Select Member Hard Drive (メンバーハードドライブの選巧)画面で、ハードドライブをダブルクリックして、ストライプアレイをスパンするメンバードライブを選巧し、 Next (巧へ)をクリックし 
ます。 

10. Specify Volume Size (ボリュームサイズの指定）画面で、希望する Volume Size (ボリュームサイズ)を選キ尺し、 Next (次へ)をクリックします。 

^ イモ： 丰 I 隔11 で' メンバードライブじ格細されているデータはすべて削除されます。 

11. 移斤を開始するには Finish (完了）をクリックし、内容の修正を行うには Back (房る)をクリックします。移斤プロセス中もコンピュータは通常どお川こ使用できます。 

RAID レベル1巧成へのお巧 

1. お使いのコンピュータを RAID ち効モードに設定します。 「コンピューをを RAID お巧]卜に設をする 方法」 を参照して〈ださい。 


2 . スタート ボタンをクリックし、 プログラム - > I ntel(R) Matrix Storage Manager 一 I ntel Matrix Storage Console の順にポイントして、 I ntel Storage Utility を起動します。 





。 メモ： Actions (操作)メニューホブシヨンがき示されない場合は、コンピュータカ{まだ RAID ち効モードに設定されていません。 

3. Actions (操け)メニューで Create RAID Volume From Existing Hard Drive (既存のハードドライブからの RAID ボリュームの作成)をクリックして、移行ウィザードを起動します。 

4. 贾 巧の移行ウィザード国面で Next (巧へ)をクリックします。 

5. RAID ボリュームをを入力する力、、デフホルト値をそのまま使用します。 

6. ド□ッブダウンボックスから、 RAID レベルとして RAID 1を選がします。 

。メモ： ソースハードドライブとしてほ用するハードドライブを選巧します （ RAID ボリューム上に取っておきたいデータファイルまたはホペレーティングシステムファイルが巧細されているハードドラ 
イブを選巧する必要があります)。 

7. Select Source Hard Drive (ソースハードドライブの選択)画面で移行元のハードドライブをダブルクリックし、 Next (次へ)をクリックします。 

8. Select Member Hard Drive (メンバーハードドライブの選が)画面で、ハードドライブをダブルクリックして、構成内でミラーとして使用するメンバードライブを選キ尺し、 Next (次へ)をクリック 
します。 

9. Specify Volume Size (ボリュームサイズの巧定）画面で、を望するボリュームサイズを選がし、 Next (巧へ)をクリックします。 

^ メモ： 手顚10 で、メンバードライブに格納されているデータはすべて削除されます。 

10. 移斤を開始するには Finish 梯了）をクリックし、内容の修正を行うには Back (房る)をクリックします。移斤プロセス中もコンピュータは通常どお川こ使用できます。 

RAID レベル5梢成へのお巧 

1. お使いのコンピュータを RAID 有効モードに設ちします。 「 コンピュータを RAID 有効モードに設定する 方法 」 を参照してください。 

2. スタート ボタンをクリックし、 プログラム- > I ntel(R) Matrix Storage Manager 一 I ntel Matrix Storage Console の順にポイントして 、 I ntel Storage Utility を起動します。 
^ メモ： Actions (操作)メニューホブシヨンが表示されない場合は、コンピュータがまだ RAID 有効モードに設定されていません。 

3. Actions (操作)メニューで Create RAID Volume From Existing Hard Drive (既存のハードドライブからの RAID ボリュームの作成)をクリックして、移行ウィザードを起動します。 

4. 畳巧の移行ウィザード国面で Next (巧へ)をクリックします。 

5. RAID ボリュームをを入力する力、、デフオルト値をそのまま使用します。 

6. ド□ッブダウンボックスから、 RAID レベルとして RAID 5を選がします。 

。メモ： ソースハードドライブとしてほ用するハードドライブを選巧します （ RAID ボリューム上に取っておきたいデータファイルまたはホペレーティングシステムファイルが巧細されているハードドラ 
イブを選巧する必きがあります)。 

7. Select Source Hard Drive (ソースハードドライブの選択)画面で移行元のハードドライブをダブルクリックし、 Next (次へ)をクリックします。 

8. Select Member Hard Drive (メンバーハードドライブの選が)画面で、2台または3台のドライブをダブルクリックして、構成巧で使用するメンバードライブを選巧し、 Next (次へ)をクリッ 
クします。 

9. Specify Volume Size (ボリュームサイズの指定）画面で、希望するボリュームサイズを選がし、 Next (次へ)をクリックします。 

^ メモ： 手順10 で、メンバードライブに格納されているデータはすべて削除されます。 

10. 移斤を開始するには Finish (完了）をクリックし、内容の修正を行うには Back (房る)をクリックします。移斤プロセス中もコンピュータは通常どお川こ使用できます。 

RAID レベル10巧成への移行 

1. お使いのコンピュータを RAID ち効モードに設定します。 「コンピュータを RAID 有効モードに設定する方 ま」 を参照してください。 


2 . スタート ボタンをクリックし、 プログラム - > I ntel(R) Matrix Storage Manager-^ I ntel Matrix Storage Console の順にポイントして、 I ntel Storage Utility を起動します。 
b メモ： Actions ( 操作 ) メニユーホブシヨンが表示されない場合は、コンピユータがまだ RAID 有効モードに設定されていません。 






3. Actions (操作)メニューで Create RAID Volume From Existing Hard Drive (既存のハードドライブからの RAID ボリュームの作成)をクリックして、移行ウイザードを起動します。 


4. 最ネ刀の移行ウィザード画面で Next (巧へ)をクリックします。 

5. RAID ボリュームをを入力する力、、デフホルト値をそのまま使用します。 

6. ドロップダウンボックスから、 RAID レベルとして RAID 10 を選がします。 

じ メモ： ソースハードドライブとしてほ用するハードドライブを選巧します （ RAID ボリューム上に取っておきたいデータファイルまたはホペレーティングシステムファイルが巧細されているハードドラ 
イブを選巧する必要があります)。 

7. Select Source Hard Drive (ソース /\- ドドライブの選巧)画面で移斤元のドドライブをダブルクリックし、 Next (次へ)をクリックします。 

8. Select Member Hard Drive (メンバー/ \- ドドライブの選巧)固面で、3台のドライブをダブルクリックして.構な内で使届するメンバードライブを選おし、 Next (巧へ)をクリックします。 

9. Specify Volume Size (ボリュームサイズの指定）画面で.希望するボリュームサイズを選巧し、 Next (巧へ)をクリックします。 

^ メモ： 手順10 で、メンバードライブに格納されているデータはずべて削除されます。 

10. 移斤を開始するには Finish 谅了）をクリックし、内容の修正を巧うには Back (戻る)をクリックします。移斤プロセス中もコンピュータは通常どおりに使用できます。 

スペアハードドライブの作成 

スペアハードドライブは、 RAID レベル1清巧で作成できます。スペアハードドライブはホペレーティングシステムからは認識できません力 <、 Disk Manaaer または Intel RAID Ootion ROM ユー 
ティリティを使うと表示されます。 RAID レベル1構成のメンバーが巧障すると、コンピュータは自動抑こ、巧障したメンバーの代替としてスペアハードドライブを使用し、ミラー構成を再構築します。 

ドライブをスペアドドライブに指定するには、次の手順を実斤します。 

1. スタートボタンをクリックし、プログラムー> I ntel(R) Matrix Storage Manager 一 I ntel Matrix Storage Console の順にポイントして 、 I ntel Storage Utility を起動します。 

2. スペア M - ドドライブに巧定する/ \- ドドライブを右クリックします。 

3. Mark as Spare (スペアに指ま)をクリックします。 

スペアハードドライブのスペア指定を锅除ずる口ま、次の手順を実行します。 

1. スペアハードドライブのアイコンを右クリックします。 

2. Reset Hard Drive to Non-RAID 

(ハードドライブをホ RAID にリセットする)をクリックします。 


劣化した RAID レベル1構成の巧獲築 

スペア M - ドドライブがないコンピユータで RAID レベル1ボリユームの劣化が報告された場合は、巧の手順でコンピユータの冗長性ミラーをま斤ししり、ードドライブに手動で再構棄できます。 

1. スタートボタンをクリックし、プログラム - > I ntel(R) Matrix Storage Manager-^ I ntel Matrix Storage Console の順にポイントして 、 I ntel Storage Utility を起動します。 

2. RAID レベル 1 ボリユームを再構藥する先として使用巧能な/、ードドライブをちクリックし Rebuild to this Disk (このディスクに再構藥)をクリックします。 

3. RAID レベル1ボリュームを再構棄する間も、コンピュータは使用できます。 
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FCC に関するを意事項（米国内のみ) 

Dell PrecisiorT" Workstation 390 ユーザーズガイド 

♦ FCC クラス B 


FCC クラス B 

本装置は、無線周波エネルギーをを生、巧用し、巧身すすることがあります。製造をの取扱記明書に従って設置および使用されない場合、無線通信の受信障害を引き起こすことがあります。この装置は 
テストの結ま、 FCC 規定の第15をに準拠したクラス B のデジタルデバイスに対する制限を満たずことが確設されています。 

このデバイスは FCC 規定の第15をに準拠しています。デバイスの操巧は、次の2つの条件の巧をになります。 

1. このデバイスが有害な電波摩害をちじさせないこと。 

2. 巧ましくない操作を引き起こす可能性のある電波障害を含め、このデバイスが受信した電波障害を受け入れること。 

〇 を意： FCC 規定ロホ、デルによる明示的な承認のない変更や修正を巧うと、この装置を操作する権限が取り消されることがあると定められています。 

これらの制限は、この装置が住を地域に設置された場合、有害な電巧障害から適切に保譲されるように設定されたものです。特定の設置方まで電巧障害が発ちしないとし巧保証はありません。この 
装置力巧ジオやテレビの受信に電波障害を引き起こすかどうかはその装置の電源をオンまたはオフにすることによって判定できますので、な下のち法を1つ、またはそれな上実行して問題を解ましてく 
ださい。 

I 受信アンテナのち向を変える。 

I 受信谜に対するシステムの位置を変える。 

I システムを受信機から離す。 

I システムを別のコンセントに巧続し、システムと受信機が別々の分岐回跡こ抵损されてし、るが態にする。 

必要に応にて、弊社のカスタマーケアまたはラジオ/テレビの経験を積んだ巧術者に連絡し、アドバイスをもらって〈ださし、。 


巧の情報は、本書で巧っているデバイスに対して、 FCC 規定に従って提供されるものです。 


製品名： 

Dell Precision ™ Workstation 390 

モデル番号： 

DCTA 

会社ち： 

Dell 1 nc . 

Worldwide Regulatory Compliance & Environmental Affairs 
One Dell Way 

Round Rock , TX 78682 USA 

512-338-4400 
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コンピュータについての情報 

Dell Precision™ Workstation 390 ューザーズガイド 


情裙の検索 

♦ 

システム寡おのコンポーネント 

コンピュータの. TFil (タワー巧） 

♦ 

吐様 

コンドュー々の皆巧（タワーを 1) 

♦ 

コンドュー々のメンモ十ンス 

コンドュー々の TFiSK 宁ス々トップを)） 

♦ 

コンドュー々ホ々 IJ - ニンヴするじは 

コンドュー々の昔而 f 干■ス々トップ型） 

♦ 

フロ’ソドードうイブ 

背面パネルコネクタ 

巧面図 

♦ 

CD y DVD 


情報の検索 

^ メモ： 一部の機能やメディアはオブシヨンなので、コンピュータに搭載されていない場合があります。特定の国では使用できない谜能やメディアもあります。 
& メモ： 追加の情報がコンピュータじ同祖されてしぶ場合があります。 


巧をお探しですか？ 


コンピュータの該断プログラム 
コンピュータのドライバ 


こちらをご 11 <ださい 

『Drivers and Utilities CDJI ( 『 ResourceCDJI とも巧ばれます ) 


コンピュータのマニュアル 

デバイスのマニュアル 

デスクトップシステムソフトウェア （ DSS ) 


マニュアル およびドライバは、 コン ピュータにプリインストールされていまず。この CD は、ド 
ライバをちインストールしたり （「 ドライバとユーティリティの巧インストール 」 をを照 ）、 Dell 
Diagnostics (彰断)プログラム （「Dell Diaanostics (該斬） フ□ヴラム i をき照）ホ実行し 
たりするときに使いまず。 



CD に収録されている Readme ファイルじは、マニュアルの作成後にシステムに追加され 
た変更や、技術者や専門知識をお持ちのユーザーを巧まとするテクニカルリファレンスなど 
力 《 記載されています。 


メモ ： 『Drivers and Utilities CDil はオプションなので、コンピュータに同 I 困されていない 
場合もあります。 


メモ： ドライバとマニュアルのアップデートに関しては、 support.jp.dell.com をご寞くだ 
さい。 


コンピュータのセットアップ方ま クイックリファレンスガイド 

コンピュータのメンテナンス方法 


基本めなトラブルシューティング情報 

Dell Diagnostics (彰断)ブログラムの実行ち法 

エラー コードと該がライト 

部品の取り外しおよび取リイ寸け方法 

コンピュータカバーの取り外しおよび取り付けの方ま 



メモ； このマニュアルは support.jp.dell.com から PDF お式で入手できます。 


I 保証に関する情報 Dell … 『製品 ! 情巧ガイド JI 

I 契が)を巧（米国巧のみ） 

































I ま全におほいいただ〈ためのを意 

I 認可磯関の情報 
I 快適な使い方 
I エンドユーザーライセンス契約 



部品の取り外しおよび取り付けの方法 ューザーズガイド 

仕樣 


I システムの設定方ま 

I トラブルシューティングおよび問題解まの方ま 


Microsoft ® Windows ® XP のへルブとサポートセンタ~ 


1. スタートボタンをクリックして、ヘルプとサボートをクリックします。 

2. ユーザーズガイドおよびシステムガイドをクリックし、ユーザーズガイドをクリ 
ックします。 


サービスタグとエクスプレスサービスコード サー ビスタグと Microsoft® Windows ® ライセンス 

Microsoft Windows ライセンスラベル 


ラベルはコンピュータじ貼付されています。 



I サービスタグは、 support.jp.dell.com を使巧の瞭、またはテクニカルサポート 

へのお問い合わせの際じ、コンピュータの識別じ使用します。 


I テクニカルサポートに連絡したときにエクスプレスサービスコードを入力すると、通 
話が直接接続されます。 


Q & A 検索、トラブルち I 消ナビ、 Diagnostics (該断)プログラム、インストールガイド、お問い合 デルサポートサイトー support.jp.dell.com 


わせのをい質問 

アップグレードーメモリ、ハードドライ义またはホペレーティングシステムなどのコンポーネント 
に関するアップグレード情報 

を種サービスのご案内ーサービスプラン、登録内容変更申込、リサイクル•貢取サービス、引 
き取り修理状況お認など 

サービスおよびサポートーサービスコールのが況とサービス履歴、サービス契約 
参照資料ーコンピュータのマニュアル、コンピュータの設定の詳細情報、製品の仕樣、および 
ホワイトぺーパー 

ダウンロードー認定されたドライバ、パッチ、およびソフトウェアのアップデート 
デスクトップシステムソフトウェア （ DSS )- コンピュータにオペレーティングシステムを再インス 
卜ールする場合、 DSS ユーティリティも再インストールする必要があります。 DSS は、ホペレー 
ティングシステムの重要なアップデート、 Deir " 3.5 インチ USB フロッピードライブ 、I ntel ® 


メモ： お住まいの地域を選択し、お近<のサポートサイトを表示します。 


メモ： 企業、ほ巧および教育関係のユーザーには、カスタマイズされた Dell Premier サ 

ポートウエブサイト premier.dell.co.jp/ premier もご利用いただけまず。 


Pentium ® M プロセッサ、オプティカルドライ义および USB デバイスに関するサポートを提 


供しまず。 DSS は、 Dell コンピュータが正し<動作するために必要です。このソフトウェアは、 
お使いのコンピュータとオペレーティングシステムを自動めにお巧して、設定に適した更新をイン 
ストールします。 


デスクトップシステムソフトウェアをダウンロードするには、次の手 I 頃を実行します。 


1. support.jp.dell.com にアクセスし、 Downloads (ダウンロード)をクリックします。 

2. 製品モデルを選巧しまず。 

3. Download Category (ダウンロードカテゴリ）ドロップダウンメニューで、 All (すべて）をクリ 
ックします。 

4. コンピュータのオペレーティングシステムおよびホペレーティングシステムの言語を選巧し、 
Submit (送信)をクリックします。 

5. Select a Device (デバイスの選巧)で、 System and Configuration Utilities (シス 
テムおよび設定ユーティリティ)までスクロールし、 Dell Desktop System Software 
( Dell デスクトップシステムソフトウェア)をクリックします。 


Windows XP の使い方 


Windows ヘルプとサボートセンター 


コンピュータのマニュアル 
モデムなどのデバイスの マニュアル 


1. スタートボタンをクリックして、ヘルプとサポートをクリックします。 

2. 題に関連する用語やフレーズを検索ボックスに入力して、矢印アイコンをクリック 


します。 


3. 問題に関連するトピックをクリックします。 

4. 画面に表示される指示に従ってください。 


オペレーティングシステムの再インストールちま 


再インストール用 CD 


ホペレーテイングシステムは、コンピュータにプリインストールされています。ホペレー子イン 
グシステムを再インストールするには、『再インストール用 CDj を使います。 r wicrosoft 货 
Windows ^ XP の再インストール.」 を参照してください。 


オペレーティングシステムを再インストールした後 、 『Drivers and Utilities CDJ を使用し 
て、コンピュータじ付属しているデバイス用のドライバを巧インストールしまず。 



















け" 


十ペレーティンヴシステムの Prodlirt Kpv (ブロダ々トキー)うべルは.コンドュー々じ目占か 
されています。 


メモ： 『再インストール用 CD 』 と 『Drivers and Utilities CDJI はオプションなので、同巧さ 
れていないコンピュータもあります。 


イモ： CD のをはごま文になったオペレーティングシステムによって異なります。 

1 Linux の使い方 

1 Dell Precision …製品および Linux オペレーティングシステムのユーザーとの E - メールデ 

デルがサポートする Linux サイト 

イスカツシヨン 

1 Dell Precision および Linux に関するその他の情報 

1 Linux . dell.com 

1 Lists . us . dell . com / mailman / listinfo / linux-predsion 


コンピュータの正面（タワー型） 



1 

5.25 インチド 
ライブベイ(上） 

CD / DVD ドライブを格納します。 

2 

5.25 インチド 
ライブベイ（下） 

このベイは、オプションの CD / DVD ドライブまたは4台目のハードドライブ用 （ SATA のみ）で 
す。 

3 

3.5 インチドラ 
イブベイ（上） 

このベイは、オプションの3台目のハードドライブ （ SATA または SAS )、 フロッピードライブ、 
またはメディアカードリーダー用です。 

4 

3.5 インチドラ 
イブベイ（下） 

このベイは、オプションのフロッピードライブまたはメディアカードリーダー用です。 

5 

ハードドライブ 
動かライト 

/\-ドドライブライトは.コンピュータが/\-ドドライブからデータを読み書きしてし、る際に点灯し 
ます。このライトは、 CD プレーヤーなどのデバイスが動作しているときにも点'打します。 

6 

IEEE 1394コ 
ネクタ(ホブシヨ 
ン） 

オプションの IEEE 1394コネクタは、デジタルビデオカメラやか部ストレージデバイスなどの 
高まデータデバイスに使用します。 

7 

USB 2.0 コネ 

クタ （2) 

フラッシュメモリキー、カメラ.起動可能な USB デバイスなど.時々接続するデバイスには.正 
面 i の USB コネクタホが用します （ USB デバイスのお動の詳細じついては. 「セットアップユー 
ティ U ティ1 ホを照して〈だみ、）。 

プリンタやキーボードなど通常接続したままのデバイスじは、背面の USB コネクタを使用ずる 
ことをお勤めします。 

8 

Del | TM 回おバ 
ッチ 

タワー型をデスクトッブ型に乾換するために Dell バッジを回おさせるには、前面パネル （「曲面 
パネルの巧りかし1 ホき照）を取りかしてま返し、バッジの窠柳にあるプラスチック製のハンドル 
を回します。 







































9 

電源ボタン 

このボタンを巧して、コンピュータに電源を入れます。 

を 意： データの損失を防ぐため、電源ボタンを巧巧してコンピュータの電源を切らなし巧くださ 
し、。電源ボタンを押さずじ、オペレーティングシステムのシャットダウンを実行してください。 

メモ： 電源ボタンを巧して、システムを省電力状態から復帰させたり、省電力状態じすることも 
できます。詳細については、 「雷力の宫 巧」 を参照.してください。 

10 

電源ライト 

電源ライトは、点滅と点灯とでちなるが態を示します。 

0点灯しないーコンピュータの電源が切れてしなす。 

0緑をの点'灯ーコンピュータは通常の動作が態です。 

0緑をの点滅ーコンピュータは省電力状態です。 

0点活またはをが.の点な 一 「雷源の問頭 1ホを照してください。 

省電力が態から復帰するには、電源ボタンを押すか、デバイスマネージャウィンドウで復帰デ 
バイスに設定されている場合は、キーボードかマウスを巧います。休止状態および省電力状 
態からの復掃の詳鋪じついては、 「電源、の管理1 ホをおしてください。 

コンピュータのトラブルシューティングじ役立つライトコードの説刺ま、 「誇断ライト1 を参照してく 
ださい。 

11 

マイクコネクタ 

マイクコネクタにパーソナルコンピュータ用マイクを接続し、音声や音楽をサウンドまたはテレフ 
ホニーブログラムに入力します。 

12 

ヘッドフホンつネ、 
クタ 

ヘッドフホンコネクタを巧巧してヘッドフォンを接続します。 

13 

該断ライト (4) 

該断ライトは、診断コードを基にコンピュータの問題を解まするのに役立ちます。詳細について 
は、 「誇 断ぅ イト」 を参照してください。 

14 

ネットワークリ 
ンクライト 

10 MbDS 、 100 Mbps 、 または1000 Mbosd Gbps ) のネットワークとコンピュータが正し 
<接統されていれば、ネットワークリンクライトが点灯します。 


コンピユータの背面（タワー型) 



1 

電源コネクタ 

電源ケーブルを差し込みます。 

2 

電圧選巧スイッ 
チでんあつせん 
た < すいつち 

詳細につしでは、『製品情報ガイド』に記載されている「ま全にお使いいただけこめのを意」を参 
照してください。 

3 

背面パネルコネ 
クタ 

シリアル、 USB , およびその化のデバイスのプラグを対応するコネクタに差し込みます。 

4 

力ードスロット 

装着する PCI または PCI Express 力ードのコネクタを差し込みます。 



メモ： 上がの5つのコネクタスロットはフルレングスカードをサポートし、下部のコネクタスロット 
はハーフレングスカードをサポートします。 



メモ： カードとスロットが使用する構成に対応しているかどうか、力ードのマニュアルで確認して 
<ださい 。 PCI Express グラフィックカードなど、電力と物理めなスぺースを余分に必要とする 
カードを使巧する場合は、他のカードの使用が制限されることがあります。 











































コンピュータの正面（デスクトップ型） 



1 

5.25 インチド 
ライブベイ（上） 

CD/DVD ドライプを格納します。 

2 

5.25 インチド 
ライブベイ（下） 

オプションの CD/DVD ドライブまたはオプションの3台目のハードドライブ （SATA のみ）を格 
納します。 

3 

3.5 インチドラ 
イブベイ 

このベイは、フロッピードライブまたはホプションのメディアカードリーダー巧です。 

4 

ハードドライブ 
動かライト 

ハードドライブ動作ライトは、コンピュータが/\-ドドライブからデータを読み取るか、または/、 

ードドライブにデータを書き込む瞭じ点巧します。このライトは、 CD プレーヤーなどのデバイ 
スが動作しているときにも点灯します。 

5 

IEEE 1394 
コネクタ(オブ 
シヨン） 

オプションの IEEE 1394コネクタは、デジタルビデオカメラやか部ストレージデバイスなどの 
高速データデバイスじ使用します。 

6 

USB 2.0 コネ 

クタ (2) 

フラッシュメモリキー、カメラ、起動可能な USB デバイスなど、時々接続するデバイスには、正 
吊 i の USB コネクタを巧吊します （USB デバイスのお動の詳細については. 「セットアップユー 
ティリティ 1ホを照してください）。 

ブリンタやキーボードなど通常接続したままのデバイスには、背面の USB コネクタを使巧する 
ことをお勃めします。 

7 

電源ボタン 

このボタンを巧して、コンピュータに電源を入れます。 

メモ： 電ミ原ボタンを押して、システムを省電力状態から復掃させたり、省電力状態にすることも 
できます。詳細については、 r 雷力の管理 1を参照してください。 

を意： データの損失を防ぐため、電源ボタンを使用してコンピュータの電源を切らなし巧<ださ 

L、。 電源ボタンを巧さずに、オペレーティングシステムのシャットダウンを実行してください。 

8 

電源ライトでん 
げんらいと 

電源ライトは、点滅と点灯とで異なるが態を示します。 

〇点巧しないーコンピュータの電源が切れています。 

0緑をの点なーコンピュータは通常の動作が態です。 

〇緑をの点滅ーコンピュータは省電力状態です。 

〇点巧またはま色,の点灯 一 「電源の問顆1 をを照してください。 

省電力が態から復帰するには、電源ボタンを押すか、デバイスマネージャウィンドウで復帰デバ 
イスに設定されている場合は、キーボードかマウスを使います。休止状態および省電力状態か 
らの復橘の詳細じついては. 「雷源の售理 1をきおして<だ別、 

コンピュータのトラブルシューティンヴじ巧サつライトコードの説明は. 「誇邸ぅイト1 奈を照して< 
ださい。 

9 

該断ライト (4) 

診がライトは、該巧コードを基にコンピュータの問題を解決するのに役立ちます。詳細について 
は、 「教 断ぅイト」 を参照してください。 

10 

マイクコネクタ 

マイクコネクタにパーソナルコンピュータ巧マイクを接続し、音声や音楽をサウンドまたはテレフ 
ォニープログラムに入力します。 

11 

ヘッドフオンコ 
ネクタ 

ヘッドフホンコネクタを巧用してヘッドフォンを接続します。 

12 

ネットワークリ 
ンクライト 

10 MbDS、 100 Mbps 、 または 1000 Mbos (または 1 Gbps) のネットワークとコンピュータ 
が正しく接続されていれば、ネットワークリンクライトが点'なします。 


コン ピュ ータの 背面（デスクトップ型) 








































1 

力ードスロット 

装着する PCI または PCI Express 力ードのコネクタを差し込みます。 



メモ： 力ードとスロットが使用する構肋こ対応しているかどうか.力ードのマニュアルで確認して 
<ださい。 PCI Express グラフィックカードなど、電力と物理めなスぺースを余分に必要とする 
カードを使巧する場合は、他のカードの使用が制限されることがあります。 

2 

電源コネクタ 

電源ケーブルををし込みます。 

3 

電圧選おスイッ 
チでんあつせん 
た < すいつち 

詳細につしでは、『製品情報ガイド JI こ記載されている「ま全にお使いいただ〈ためのま意」を参 
照してください。 

4 

背面パネルコネ 
クタ 

シリアル、 USB, およびその他のデバイスのプラグを対応するコネクタに差し込みます。 


背面パネルコネクタ 



1 

マウスコネ 
クタ 

標準マウスをお使いの場合は、緑をのマウスコネクタに差し込みます。コンピュータおよび取リイ寸け 
られているすべてのデバイスの電源を切ってから、マウスをコンピュータじ接統します。 USB マウ 
スをお使いの場合は、 USB コネクタに差し込みます。 

お使いのコンピュータで Microsoft ⑥ Windows XP オペレーティングシステムを実巧している場 
合、必要なマウスドライバはハードドライブにインストール済みです。 

2 

パラレルコ 

フリンタなどのパラレルデバイスをパラレルコネクタに巧続します。 USB プリンタをお使いの場合、 


ネクタ 

USB コネクタに差し込みます。 

メモ： 同じアドレスに設定されたパラレルコネクタを持つ力ードをコンピュータがお出した場合、内蔵 
パラレルコネクタは6動がにおなじなります。詳細(こついては. 「セットアップユーティリティの十プ 
ノヨン J を参照してください。 

3 

リンクな全 

1 緑を一10 Mbps のネットワークとコンピュータが正し<接続されていることを示します。 


フ 

1 梧を一100 Mbps のネットワークとコンピュータが正しく接続されていることを示します。 

1 き色一1000 Mbpsd Gbps) のネットワークとコンピュータが正し<接続されていること 
を示します。 

1 消灯ーネットワークとの物理的な接統が検巧されていません。 

4 

ネットワー 

コンピュータをネットワークやブロードバンドデバイスじ接続するには、ネットワークケーブルの一方 


クァダプタ 

の端をネットワークジャックやブロードバンドデバイスに接続します。ネットワークケーブルのもう一 


コネクタ 

方の端をコンピュータのネットワークアダプタコネクタに接続します。カチッとしづ音がすれば、ネット 
ワークケーブルはしっかり接続されています。 

メモ： ネットワークコネクタにモデムケーブルを接続しないでください。 

追加のネットワークコネクタカードが搭載されたコンピュータで、イントラネットとエクストラネットを 
別々にするなど、複数のネットワーク巧続を設定する場合は、力ードのコネクタとコンピュータ背面の 
コネクタを使用します。 




























































ネットワークには、カテゴリ5の配線とコネクタを使巧することをお勤めします。カテゴリ3の配線 
を使用する必要がある場合、信頼性のあるオペレーンョンを保証するために、ネットワーク速度を 

10 Mbps じ設定してください。 

5 

ネットワー 
ク動かライ 
卜 

黄をのライトは、コンピュータがネットワークデータを送信、または受信している瞭に点滅します。ネ 
ットワークトラフィックがをい場合、このライトが「点灯」の状態に見えることがあります。 

6 

ライン出力 
コネクタ 

碌色のライン出カコネクタにヘッドフォンやほとんどのアンプ内蔵型スピーカーを接続します。 

サウンドカードが搭載されたコンピュータの場合は、力ードのコネクタを巧用します。 

7 

ライン入力 
コネクタ 

青をのライン入カコネクタにカセットプレーヤー、 CD プレーヤー、または VCR (ビデオカセットレコ 
ーダー)などの録音/再生デバイスを接続します。 

8 

USB 2.0 
コネクタ 

(2) 

プリンタやキーボードなど、通常接続したままのデバイスには背面 USB コネクタを使用します。 

フラッシュメモリキー、カメラ、または起動可能な USB デバイスなど、時々接続するデバイスには、 
正面 USB コネクタを使用ずることをお勤めします。 

9 

USB 2.0 

コネクタ 

(3) 

プリンタやキーボードなど、通常ち続したままのデバイスには背面 USB コネクタをほ用します。 

フラッシュメモリキー、カメラ、または起動可能な USB デバイスなど、時々接続するデバイスには、 
正面 USB コネクタを使用することをお勤めします。 

10 

シリアルコ 
ネクタ 

ハンドへルドデバイスなどのシリアルデバイスをシリアルポートに接統します。デフォルト指定は、 
シリアルコネクタ1が COM1、 オプションのシリアルコネクタ2が COM2 です。 

詳細じついては、 「セットアッブユーティリティのオブション」 を参障.してくださし、。 

11 

キーボード 

コネクタ 

標準のキーボードをお使いの場合は、紫をのキーボードコネクタにキーボードケーブルを差し込み 
ます。 USB キーボードをお使いの場合は、 USB コネクタに差し込みます。 


内面図 

^ 警告： 本巧の手巧を開枯する前に、 『 K 品情報ガイド JI の r 安全にお使いいただくためのを意 J を参おしてください。 



1 

電源 ユニット 

2 

システム基板 

3 

セ カンダリ"ードドライブベイ 

4 

プロセッサエアフローカバー 

5 

プライマリ/\-ドドライブベイ 

6 

カードフアンろ、 

7 

プロセッサフアン 

8 

3.5 インチドライブベイ（下） 

9 

3.5 インチドライブベイ（上） 

10 

5.25 インチドライブベイ（下） 

11 

5.25 インチドライブベイ（上） 

12 

ドライブケージ 


システム基板のコンポーネント 




















































1 2 3 4 5 



1 

電源コネクタ （12 VP 0 WER ) 

2 

メモリモジュールコネクタ 

3 

! くッテリーソケット （ BATTERY ) 

4 

メモリフアンコネクタ （ FAN _ MEM ) 

5 

前面パネルコネクタ 

6 

主電源コネクタ （ POWER ) 

7 

IDE ドライブコネクタ （ IDE ) 

8 

SATA コネクタ ( SATA -1、 SATA -3、 
SATA -0. SATA -2) 

9 

RTC リセットジャンパ （ RTCRST ) 

10 

FlexBay コネクタ （ FLEXBA 丫） 

11 

シャーシイントルージョンヘッダー 

12 

PCI Express xl 力ードスロット 

13 

PCI-Express xl 6( 最大150 W ) 力一 

ドスロット 

14 

PCI-Express x 8 力ードスロット （ x 4 酉己 
線） 

15 

PCI 力ードスロット （1 〜 3) 

16 

か部 LED コネクタ (AUX LED ) 

17 

フロッピードライブ （ FLOPPY ) 

18 

シリアルコネクタ ( SERIAL 2) 

19 

カードケージファン 

( FAN _ CARD _ CAGE ) 

20 

内蔵スピーカーコネクタ （ INT _ SPKR 1) 

21 

プロセッサファンコネクタ （ FAN _ CPU ) 

22 

プロセッサフアン熱センサーコネクタ 

( THRM ) 

23 

パスワードジャンパ （ PSWD ) 

24 

プロセッサコネクタ ( CPU ) 


仕様 


マイクロプロセッサ 

マイクロプロセッサのタイプ 

Intel ® CoreTM くデュアルコア)プロセッサ(対応巧みプロセッサの 
み） 


1 ntel ® Pentium ⑥4(シングルコア）（ハイパースレッディングテ 
クノロジ搭載） 


Intel ® Pentium ⑥ D (デュアルコア）（ハイパースレッディングテ 
クノロジが搭載） 


Intel ® Pentium ⑥ Extreme Edition プロセッサ（シングルまた 
はデュアルコア）（ハイパースレッディングテクノロジ搭載）（対応巧 
みプロセッサのみ） 

キャッシュ 

2 MB または4 MB (構册こよる） 


メモリ 


タイブ 

533 MHz と667 MHz の ECC および非 ECC DDR 2 SDRAM 




































































メモ： ECC メモリとが ECC メモリを組み合わせないでください。 

メモ： お使いのコンピュータは、レジスタメモリもバッファメモリもサ 
ポートしていません。 

メモリコ木クタ 

4つ 

メモリ容量 

512 MB、 1 GB、 または2 GB 

愚小メモリ 

1 GB 

景大搭載メモリ 

8 GB 

BIOS アドレス 

FOOOOh 


コンビュータ情報 


チップセット 

Intel 975X 

データパス幅 

64ビット 

アドレスバス幅 

32ビット 

DMA チヤネル 

8 

割り込みレベル 

24 

BIOS チップ (NVRAM) 

8 Mb 

メモリ速度 

533/667MHZ 

NIC 

DMTF によって定義されている ASF 2.0 サポートを組み込んだネ 
ットワークインタフェース 

10/100/1000 Mbps の通信が可能 

1 緑を一10 Mbps のネットワークとコンピユータが正し〈接 
統されていることを示します。 

1 梧を一100 Mbps のネットワークとコンピユータが正し〈 
接続されていることを示します。 

1 黄を一1000 Mbpsd Gb) のネットワークとコンピユー 
夕が正し <巧統されていることを示します。 

1 消灯ーネットワークとの物理的な接続がおそ日されていま 
せん。 

SAS コントローラ 

アドイン SAS 5iR 力ード 

システムクロック 

800 MHz または1066 MHz のデータ転送速度(プロセッサによ 
り異なる） 


ビデオ 


タイブ 

PCI Express xl6( 最大150 W) 


ホーデイオ 

タイプ 

内蔵ステレオ：内蔵 HD オーディオまたは PCI ホブシヨンカード 

ステレオ変換 

24ビット AD 変換および24ビット DA を換 


コントローラ 


/\-ドドライブ 

内蔵シリアル ATA(4) (RAID 0/1/5/10およびコマンド待機あり） 

巧蔵 ATA-100(1 チヤネル） 


巧巧バス 


バスのタイプ 

PCI 2.2 が3っ 

PCI Express xl6( 最大150 W)1 つ 

PCI Express x8(x4 配線） 1 つ 



















































PCI Express xl 力《 1 つ 

USB 2.0 が8つ(正面2、背面5、内蔵 1) 

バス速度 

PCI ；33 MHz 

PCI Express 

xl スロット巧ち向速度- 500 MB /秒 

X 4スロット巧方向速度- 2 GB/ 砂 

X16 ス□ット巧ち向速度 - 8 MB /砂 

力ードスロット 

上がの 5 つのコネクタスロットはフルレングスカードをサポートし、 
下部のコネクタスロットはハーフレングスカードをサポートします。 

ゾモ： 力ードとスロットがほ用する構咖こ対応しているかどうか、力 
-ドのマニュアルで確認して<ださい。 PCI Express グラフィックカ 
ードなど、電力と物理的なスペースをを分に必要とするカードを使用 
する場合は、他の力ードの使用が制限されることがありまず。 

PCI 


つ木クタ < こ:くた 

3つ 

つ木クタザ■イズ 

120ピン 

コネクタデータ幅(最大） 

32ビット 

PCI Express 


つネ、クタこ; ta くた 

XI 、 1つ 

つ木クタザ■イズ 

36ピン 

コネクタデータ幅(最大） 

PCI Express レーン xl 

PCI Express 


つネ、クタこ; ta くた 

x 4 フルレングススロット 10( x 8、 x 4、 および xl をサポート） 

つ木クタザ■イズ 

98ピン 

コネクタデータ幅(最大） 

PCI Express レーン x4 

PCI Exoress 


つ本クタこ:くた 

xl6 スロット1つ (xl6 および xl のモード/力ード対応、 x8 およ 
び X4 モード/カード非対応） 

つ木クタザ■イズ 

164ピン 

コネクタデータ幅(最大） 

PCI Express レーン X 16 


ドライブ 

巧部アクセス可能 

デスクトップ型の場合は 3.5 インチドライブベイ （FlexBay)l つ、夕 
ワー型の場合は 3.5 インチドライブベイく FlexBay)2 つ 

5.25 イン于ベイ2つ 

利用可能なデバイス 

シリアル ATA ドライブ、 SAS ドライブ、フロッピードライブ、メディア 
力ードリーダー、 USB メモリデバイス、 CD ドライブ、 CD-RW ドライ 
ブ、 DVD ドライブ、 DVD+RW ドライブ、および DVD/CD-RW コン 
ボドラィブ 

内部アクセス可能 

3.5 インチハードドライブベイ2つ 


コネクタ 

かかけコネクタ 

シリアル 

9ピンコネクタ（オプションのセカンドコネクタ）、1655 0C 互換 

パラ L/ ル 

双方向25ピンコネクタ（メス）1つ 

IEEE 1394a 

6ピン正面シリアルコネクタ xl( オプションカードカ化要） 

ビデホ 

グラフィックカードの VGA または DVI コネクタ 

ネットワークアダブタ 

RJ45 コネクタ 

PS/2 ( キーボー ド/マウス） 

6ピンミニ DIN が2つ 

USB 

USB 2.0 準拠コネクタ(前面パネルに2つ、内蔵1つ、背面/け、 
ルに5つ） 

オーディオ 

ライン入力とライン出力用の背面コネクタが2つ、ヘッドフホンとマイ 
ク用の前面パネルコネクタが2つ 

システム基板コネクタ 

プライマリ IDE ドライブ 

PCI 口ーカルバスに40ピンコネクタ 

シリアル ATA(4) 

7ピンコネクタ 



















































キーの 巧み合わせ 

<Ctrl><Alt><Del> 

タスクマネージャを起動 

<F2> 

内蔵のセットアップユーティリティを起動(起動時のみ） 

<F12> または <Ct:rl><Alt><F8> 

ネットワークからの起動(起動時のみ） 

<Ctrl><Alt><F10> 

コンピュータ起動時に、ユーティリティパーティシヨンを姑動（インスト 
—ルされている場合） 

<Ctrl><Alt><d> 

コンピュータ起動時に、ハードドライブ彭断ユーティリティを起動 


ポタンとライト 

電源ボタン 

巧しボタン 

電源ライト 

緑をのライトースリープ状態のときじ緑色に点滅、電源がオンのと 
き緑をに点灯 


黄をのライトー黄をの点巧は取り付けられてしぶデバイスに問題 
がを生していることを示します。黄をの点滅は巧が電源の問題を示 
します （「雷 源の巧頭 J を参巧）。 

/\ードドライブライト 

掃色 

リンク保全ライト（内蔵ネットワークアダプタ上および前面パネル上） 

背面パネルの巧蔵ネットワークアダプタ上；10 Mb 伝送時は緑を 
のライト、100 Mb 伝送時は稳をのライト、1000 Mb(lGb) 伝を 
時は黄をのライト 


前面パネル上：ネットワーク接結中は綠をが点な 

アクティビティライト（内蔵ネットワークアダプタ上） 

ネットワーク動作中は黄色が点減 

診断ライト 

前面パネルにライトが4つ （「訟 断ろイト 1を参照） 

スタン/くイ電源ライト 

システム基板上の AUXPWR 


■巧 

DC 電源ユニット 

ワット数 

375 W 

熱消費 

1280 BTU / 時間 


メモ： 熱消費は電源ユニットのワット数定格に基づして算出したも 
のです。 

電圧 

手動選が電源ユニット ー 90〜135 V (50/60 Hz ); 180〜 
265 V (50/60 Hz) 

バックアップバッテリー 

3 V CR2032 コイン型リチウムバッテリー 


サイズと■量 

縦傾 

44.8 cm 

横傾 

17.1 cm 

長さ 

46.7 cm 

重量 

17.7 kg 

サポートされてし、るモこ夕一の重量(デスクトップ型） 

45.4 kg 


巧境 


温度 


動作時 

10。〜35。〔 

保管時 

-40 〜 65 ®C 

相対湿度 

20 ~ 80 % (結露しないこと） 

最大振動 


動作時 

0.25 G 口〜200 Hz、0.5 ホクターブ/分） 

保管時 

0.5 G (3 〜200 Hz、 1ホクターブ/分） 

扇大耐义衝撃 


動作時 

ボトム/\-フサインパルス （50.8 cm /砂の速度を化） 

お管時 

27 G フェアードスクェアウェーブ (508 cm /秒の速度を化） 

高度 






















































動作時 

-15.2 m 〜3,048 m 

保管時 

-15.2 m 〜10,668 m 


コンピュータの メンテナンス 

巧の指針じがってコンピュータのメンテナンスを斤ってください。 

I データ消失や破損を防止するため、ハードドライブのライトが点灯してし、るときは、コンピュータの電源を切らなし、で〈ださし、。 
I ウイルス対策ソフトウェアを巧用して定期的にウイルススキヤンを巧ってください。 

I 定期のに不要なファイルの削除やドライプのデフラグを巧って、/、ードドライブのをき容量を管理してください。 

I を巧的にファイルをバックアップして〈ださい。 

定期的にモニター画面、マウス、キーボードをクリーニングしてくださし、。 


コンピュータをクリーニングするには 
コンピュータをクリーニングする前に 

A 警告： 本巧の手巧を H 巧する前に、『な品情報ガイド JI の r 巧全にお巧いいただ<ためのま意 J を参旧してください。 

コンピュータ、キーボード、およびモニター 

A 警吿： コンピュータをクリーニングする前に、コンピュータの■巧ケーブルをコンセントから外します。コンピュータのクリーニングには、水で S らせた柔らかい布をお巧い<ださ 
^ し、巧体クリーナーやエアゾールクリーナーは使用しないでください。可燃せホ資を含んでいる場をがちります。 

Iブラシの忖し、た掃除磯を使って、コンピュータのスロット部かや開口部、およびキーとキーボードの間から慎重にほこりを取り除きます。 

〇 を意： モニター画面を石酸またはアルコール落;巧で巧かないでください。反が防止コーティングが損惕するおそれがあります。 

Iモニター画面をクリーニングするには、水で轻〈湿らした柔らか<て清潔なホを使います。可能であれば、画面クリーニング専用ティッシュまたはモニターの詩電気防止コーティング巧の溶巧を 
お使いください。 

I キーボード、コンピュータ、およびモニターのプラスチック部分は、水と中性;夜体洗剤を 3 巧 1 で;’居ぜ合わせた落；巧で湿らした柔らかくて清;萬なクリーニングホを巧ってなきます。 

この溶漸こホを浸さなし巧ください。また、コンピュータやキーボードの巧卽にを巧が入らなしなうにしてください。 

光学までないマウス 

画面の力ーソルが巧んだり、異常な動きをする場合は、マウスをクリーニンヴします。光芋までないマウスをクリーニンヴするには、巧の手順を実行します。 

1. マウスの底卽にある固をリングをちじ回して、ボールを取り出します。 

2. 清;萬な、糸くずの出ないホでボールを巧き取ります。 

3. ボールケージを趕く巧いて、ほこりや糸<ずを取り除きます。 

4. ボールが入っているケージの口ーラーが巧れている場合は、消毒用アルコール(イソプロピルアルコール)を乾く浸したを帛棒を巧って□-ラーの巧れをなき取ります。 

5. □-ラーが港からずれてしまった場合は、中央になおしまず。綿棒の綿毛が口ーラーに残ってしけよいか確認しまず。 

6. ボールと固定リングをマウスに取り优ナて、固定リングをちに回して元の位置にはめ込みます。 


フロッピードライブ 

Q を意： 綿棒でドライブヘッドをはかなし巧ください。ヘッドの位置がずれてドライブが動作しなくなることがあります。 


巿販のクリーニングキットをほってフロッピードライブをきれいじします。市販のキットにはる常の動作中じ付着した巧れを取り除<よう前の理されたフロッピーディスクが入っていまず。 







CD と DVD 


Q ま意： CD / DVD ドライブのレンズの手入れじは、必ず圧縮を気を使用して、圧縮を気に付属しているマニュアルの手順に従って〈ださい。ドライブのレンズには絶対に触れないでください。 

CD や DVD がスキップしたり、音質や画質があ下したりする場合は、ディスクを掃除します。 

1. ディスクの外側の縁を持ちます。中央の巧の縁にも地ることができます。 

〇 を意： 円を描くようにディスク封まくと、ディスク表面に傷をつけるおそれがあります。 

2. やわらかく、糸<ずの出ない布でディスクの裏面(ラベルのない側）を中央からか測の縁に向かって放身すがにそっと巧きます。 

巧固な巧れは、水、または水と刺激性のルない石酸のをお落巧で試してください。ディスクの巧れを落とし、ほこりや指紋、ひっかき協などからディスクを保護する市販のディスククリーナーもあります。 
CD 巧のクリーニング製品は、 DVD にも使用できます。 


目次ページに戻る 
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テクニカルサポートの利用ま 

Dell Precision ™ Workstation 390ューザーズガイド 

♦ オンラインサービス 

♦ FAX 情報サービス 

♦ 24時間納期情報案内サービス 
♦ サポートサービス 

♦ ごま文に閣ずる問聞 
♦ 製品情報 

♦ 保訊期間中の修理または返品じついて 

♦ お問い合わせになる前に 
♦ デルへのお問い合わせ 


^ 警吿： コンピュータカバーを巧りかす必要がある場合は、まずすベてのコンセントからコンビュータの■巧ケーブルとモデムケーブルを巧りかします。 

1. 「 問 頭を解みする I こは I の手順をち了します。 

2. Dell Diagnostics (訟断)プ□グラムを実巧します （「 Dell Dia 日 nostics (訟断)ブ□ヴラム I を参熙）。 

3. 訟断チェックリスト （ r 診断チェックリスト I を参輯）を扣刷し.それに記入します。 

4. インストールとトラブルシューティングの手順については、デルサポートサイト （ support.jp.dell.com) を参,昭してください。 

5. これまでの手順で問題が解みされない場合、デルテクこカルサポートにお問い合わせ<ださい （「 デルへのお問い合わせ } を参醉-)。 

^ ゾモ： デルへお問い合わせになるときは、できればコンピュータの電源を入れて、コンピュータのおくから電話をおかけ<ださし、。サポート担当者がコンピュータでの操作をお願いすることがありま 

メモ： デルエクスプレスサービスコードシステムをご利用できない国もあります。 

デルの才ートテレフォンシステムの指示に;定つて、エクスプレスサービスコードを入力ずると、電話は適切なサポート担当者に乾送されます。エクスプレスサービスコードをお持ちでない場合は、 Dell 
Accessories フォルダを開き、 エクスプレスサービスコード アイコンをダブルクリックします。その後は、表示される指示に;定つて〈ださし、。 

サポートサービスの利用方法については 、 け ■ポートサービス J を参照してくピさい。 

& ゾモ： お下のサービスは、アメリカレ:1外ではご利用になれないこともあります。サービスに関する情報は、最寄りのデルへお問い合わせください。 


オンライン サービス 

デルサポートサイトへは、 support.jp.dell.com でアクセスすることができます。 サポートサイトへようこそ ぺージから、サポートツール、情報などをお選び〈ださい。 
インターネット上でのデルへのアクセスには> 次のアドレスをご利用ください。 

I World Wide Web 

www.dell.com/jp (日本） 

I 匿名 FTP(file transfer protocol ) 

ftp.dell.com/ 

ロヴインユーザ—を： anonymous。 パスワードには E - メ ールアドレスを入力してくださし、。 

I ホンラインサポートサービス 
mobile support@us.dell.com 
supDort@us.dell.com 
apsupport@dell.com (アジア/太平洋話国） 
suppo け . jp.dell.com (曰本） 
suppo け . euro.dell.com (ヨーロ ツバ） 


I オンライン見積りサービス 


apmarketing@dell.com ヴジア/义平洋諸国） 


















sales _ canada @ dell.com (カナダ） 


FAX 情報サービス 

オペレーティングシステムの再インストール情報など、巧術的なサポート資料をお手持ちの FAX にお届けするサービスです。音声応答により、 FAXB 0 X から必要な資料をま义することができます。 
プッシュホンまの電話を巧って、必要なトピックを選おします。 

テクニカル情巧が指定した FAX 番号宛じさ情されまず。 FAX 情報サービスは、サポートサービスからもご利用いただけます。電話番号については、レユ下を参照してください。 


24時間納期情報案内サービス 

を文したデル製品の状況を確認するには、 support.jp.dell.com I こアクセスするか、24時間納期情報案内サービスにお問い合わせください。電話サービスでは、録音された指示に従って、ごを文 
の製品のが期を確認することができます。電話番号については、 「 デルへのお問い合わせ I ホを照して〈ださい。 


サポートサービス 

デル製品に関するお問い合わせは、デルのテクニカルサポートをご利用ください。サポートスタッフはコンピュータによる該断に基づいて、正巧な回答を迅速に提供します。 

デルのサポートサービスにお問い合わせになる場合は、まず r お問い合わせになる前 こ」を参.暖してから、 r デルへのお問い合わせ」 じ記載されているお住まいの地域の番号にご連絡〈ださい。 


ご注文に関する問題 

义品、誤った部品、間違った請求書などのを义に関する問題がある場合は、 Dell カスタマーケアじご連絡ください。お電話の瞭は、納品書または出巧伝票をご用意ください。電話ま号につしては、 r 壬 
ルへのお問い合わせ」 を参照してください。 


製品情報 

デルのその他の製品に関する情報や、ごを义に関しては、デルウェブサイト www.dell.com/jp をご監ください。お住まいの地域のセールスの電話番号については、 r デルへのお問い合わせ i ホを 
照して〈ださい。 


保証期間中の修理または返品について 

修理と返品のいずれの場合も、返さするものをすべて用意してください。 

1. デルにお電話いただき、担当者がおがらせする返品番号を箱の外測に明記してください。 

電話番号については、 「 デルへのお問い合わせ I を参昭して〈ださい。 

2. 請ホ書のコピーと返品の理由を記したメモを同おして〈ださい。 

3. 実行したテストと Dell Diagnostics (該断)プログラム （ r 彭断チェ:とと J スト」 を参照）から出力されたエラーメッセージを記入した Diagnostics (診断)チェックリスト （「Dell Diagnostics 盛 
断)ブログラム I をき照）のコピーを同巧してください。 

4. 修理や交換ではなく費用のちキムし、を希望される場合は、返品する製品のアクセサリ（電源ケーブル、ソフトウェアフロッピーディスク、マニュアルなど)も同袖してください。 

5. 返品する製品の旭包には、元の(またはそれと同等の）捆包材と箱を巧用してください。 

送料はお客巧のご負担となります。あ品する製品が弊なじ到着するまでのリスク、および製品に掛ける保険も、お客様のご負担となります。着化いの荷物は受領できませんので、予めご了承<ださ 
い。 

上記要件のいずれかを义く返品は受け付けられず、返送巧し'となります。 


お問い合わせになる前に 

じ メモ： お電話の瞭には、エクスプレスサービスコードをご用意ください。エクスプレスサービスコードがあると、デルのホートテレフォンシステムによって、より迅速にサポートが受けられまず。ま 
M た、スタッフが(コンピュータの背面または底卽にある)サービスタグナンバーをお訊ねする場合もございます。 


診がチェックリストに前もってご記入〈ださい （「 診 おチェックリスト 」 を参照）。デルへお問い合わせになるときは、できればコンピュータの電源を入れて、コンピュータのぶ〈から電話をおかけ〈ださい。キ 



















ーボードからコマンドを入力したり、操作時に詳細情報を説明したり、コンピュータ自体でのみ可能な他のトラブルシューティング手順を試してみるようにお願いする場合があります。システムの マニュア 
ルカ 《 あることを確認して〈ださい。 

A 警告： コンピュータ内却のホ業を始める前に『お品情巧ガイド JI に記載されている「安全にお巧いいただくためのを意」を#おしてくださし、。 


診断チェックリスト 

御ち前： 

曰か： 

御住所： 

電話番号： 

サービスタグナンバ ー( コンピュータ背面または届面のパーコードの番号）： 

エクスプレスサービスコード： 

返品番号(デルのサポートほ術者から提供された場合）： 

オペレーティングシステムとバージョン； 

周辺機器： 

拡張カード： 

ネットワークに巧続されていますか？はいいいえ 

ネットワーク、バージョン、ネットワークアダプタ； 

プログラムとパージョン： 

オペレーティングシステムのマニュアルを参照して、システムの起動ファイルの内容を確設してください。コンピュータにプリンタを接続している場合は、をファイルを印刷します。印刷できない場合は、 
をファイルの内容を記録してからデルにお問い合わせ〈ださい。 

エラーメッセージ、ビープコードまたは診断コード： 

問題点の説巧と実行したトラブルシューティング手順： 


デルへのお問い合わせ 

インターネット上でのデルへのアクセスには、次のアドレスをご利用ください。 

I www . dell . com/jp 
I support . jp . dell.com (サポート） 

該当する国のウェブアドレスについては、な下の表をご藍くピさい。 

^ メモ： フリーダイヤルは、サービスを提供している国内でのみご利用になれます。 

じ メモ： 一部の国では、別に表示されている電話番号で Dell XPSTM ノートブックコンピュータ専巧のサポートをご利用いただけます 。 XPS ノートブックコンピュータ専巧の電話番号が表示されて 
いない場合は、き示されているサポートの番号でデルに電話をかけると、担当をに転送されます。 

デルへお問い合わせじなる場合は、次の表の E - メールアドレス、電話番号、およびコードをご利用ください。国隐電話のかけ方については、国内または国隐電話会社 I こお問い合わせください。 


国 （市） 

国巧電なアクセスコード 
国番号市外ち番 

却署 ちまたはサービス巧を、 

ウェブサイトおよび E - メールアドレス 

市ホち番 
市内番号、または 
フリーダイヤル 


ウェブサイト： suppo け. jp . dell.com 



テクニカ J レサポート （Dell Precision 、 OptiPlex 、 Latitude ) 

フリーダイヤル： 0120 -198-433 


テクニカルサポ ー K お巧から ） (Dell Precision 、 OptiPlex 、 Latitude ) 

81-44-556-3894 

日本（川巧） 

FAX 情報サービス 

044-556-3490 


24 時間納期情報案内サービス 

044-556-3801 

国際電話アクセスコード： 001 

カスタマーケア 

044-556-4240 

国ま号： 81 

ビジネスセールス本部く従業員数400人未満） 

044-556-1465 

巿列■局ま： 44 

法人営業本部(従業員数400人 W 上） 

044-556-3433 

官公庁/巧巧•教育 销 関/医療 销関 セールス 

044-556-1469 


デルグローバルジャパン 

044-556-3469 


個人のお客様 

044-556-1760 


代表 

044-556-4300 


目次ページに戻る 





































メモ、を 患 および 害告 


用語集 

Dell PrecisiorT" Workstation 390 ューザーズガイド 

この用語氣こ収録されている用割ホ、情報の目的として提供されています。お使いのコンピュータに搭載されている機能についての記載がない場合もあります。 


A 


AC - alternating current (交流）ーコンピュータの AC アダプタ電源ケーブルをコンセントに差し込わと供給される電気の様まです。 


ACPI — advanced configuration and power interface — Microsoft ® Windows ® ホペレーティングシステムがコンピュータをスタンバイモードや休止が:態モー円こして、コンピュータに接 
続されているをデバイスに供給される電力量を節約できる電源管理規格です。 

AGP - accelerated graphics port - システムメモリをビデオ関連の処理に使用できるようにする専巧のグラフィックスポートです。 AGP を使うとビデオ回路とコンピュータメモリ間のインタフェー 
スが高ま化され、 True - Color のスムーズなビデオイメージを伝送できます。 

AHCI - Advanced Host Controller Interface - SATA ハードドライブホストコントローラのインタフエースです。ストレージドライバは、これによつてネイティブコマンドキューイング （ NCQ ) やホ 
ットプラグのようなテクノロジをち巧じできます。 


ALS - ambient light sensor - アンビエントライトセンサー。ディスプレイ輝度の制御に役立つ雑能です。 


ASF - alert standards format -管理コンソールにハードウエアとソフトウェアの警告を裙告する方式を定義する標準です。 ASF は、どのプラットフオームやホペレーティングシステムにも対応 
できるよう設計されてしなす。 


B 

BIOS - basic inout/output system (ぶ本入出カシステム）ーコンピュータのハードウエアとオペレーティングシステム間のインタフエース機能を持つプログラム（またはユーティリテイ）です。 
設定力{コンピュータにどのような影響を与えるのか理解できていない場合は、このプログラムの設定を変更しな L 巧ください。「セットアッブユーティリティ」とも呼ばれています。 

Bit - コンピュータが認識するデータの最小単位です。 

Bluetooth® ワイヤレステクノロジー短距離内 （9 m ) にある複数のネットワークデバイスが、お互いを自動めに認識できるようにするワイヤレステクノロジ標準です。 
bps - bits per second (ビット/秒）ーデータの転送速度を計測する標準単位です。 

BTU - British thermal unit (英国熱量単位）一発熱量の単位です。 


C 

C - 摂氏 ( Celsius )- ミ品度の測を単位で、水の氷点を0°、沸点を100°としてし巧す。 

CD-R - CD recordable -書き込み可能な CD です。 CD - R にはデータを一度だけ記録できます。一度記録したデータは消ましたり、上書きしたりすることはできません。 

CD-RW - CD rewritable -書き換え可能な CD です。データを CD - RW ディスクじ書き込んだを、削除したり上書きしたりできます(再書き込み）。 

CD-RW/ DVD ドライプー 「コンボドライブ」とも呼ばれます。 CD および DVD のデータを読み取ったり、 CD - RW (書き換え巧能な CD ) ディスクや CD - R (書き込み可能な CD ) ディスクにデータを 
書きをんだりすることができるドライブです。 CD - RW ディスクには、操り返し書きをむことが可能ですが、 CD - R ディスクには一度しか書き这むことができません。 

CD-RW ドライブ ー CD のデータを読み取ったり、 CD - RW (書き換え可能な CD ) ディスクや CD - R (書き込み巧能な CD ) ディスクにデータを書き込んだりすることができるドライブです。 CD - RW デ 
ィスクには、繰りあし書き込むことが可能ですが、 CD - R ディスクには一度しか書き込むことができません。 

COA - Certificate of Authenticity (実物証明書)一おほいのコンピュータのラベルに記載されている Windows の英数义字のコードです 。 「Product Key 」 （プロダクトキー)や 「Product ID 」 
(ブロダクト ID ) とも呼ばれます。 

CRIMM - continuity rambus in-line memory module (連続式 RIMM )- メモリチップの搭載されていない特殊なモジュールで、使用されていない RIMM スロットに装着するために使巧され 
ます。 


D 

DDR SDRAM — double - data-rate SDRAM くダブルデータ速度 SDRAM ) - データバーストサイクルを2倍にする SDRAM の一種です。システムのな能が向上します。 

DDR2 SDRAM - double - data-rate 2 SDRAM (ダブルデータ速度2 SDRAM ) - 4ビットプリフェッチおよびその他のアーキテクチャ上のを更により、メモリ速度を400 MHz な上じした 
DDR SDRAM の一種です。 

DIMM - dual in-line memory module -システム基キ反のメモリモジュールに接続されるメモリチップを搭載した回路基巧です。 

DIN コネクターかい已ピンのコネクタで、 DIN (ドイツエ業規格）に準拠しています。通常は PS /2 キーボードやマウスケーブルのコネクタに使用されます。 

DMA - direct memory access - DMA 于ャネルを使うと、 RAM とデバイス間でのデータ転送がプロセッサを介さずに巧えるようじなります。 







DMTF - Distributed Management Task Force -分散型デスクトッ义ネットワーク、企業、およびインターネット環境における管理標準を開発するハードウエアおよびソフトウェア会化の団巧 
です。 


DRAM — dynamic random-access memory —コンデンサをきむ集積回路巧に情報を保巧するメモリです。 

DSL - Digital Subscriber Line -アナ□ヴ電話回線をかして、を定した高速インターネット接結を提供するテクノロジです。 

DVD+RW - DVD rewritable - 書き換え可能な DVD です。データを DVD + RW ディスクに書き込んだを、削除したり上書きしたりできます(再書き这み）。 ( DVD + RW テクノロジは DVD - 
RW テクノロジとは異なります。） 

DVD+RW ドライブー DVD とほとんどの CD メディアを読み取ることができるドライブです。 DVD + RW ディスクに書き込むこともできます。 

DVD-R - DVD recordable -書き込み巧能な DVD でず。 DVD - R にはデータを一度だけ記録できます。一度記録したデータは消去したり、上書きしたりすることはできません。 

DVI - digital video interface (デジタルビデオインタフエース）ーコンピュータとデジタルビデホデイスブレイ間のデジタルき云送用の標準です。 


E 

ECC - error checking and correction くエラーチェックおよび訂正）ーメモリにデータを書き込んだり、メモリからデータを読み取ったりするときに、データの正確さをお查する特別な回路を搭載 
しているメモリです。 

ECP - extended capabilities port - 巧方向のデータ乾送を提供するパラレルコネクタのお張仕様の1つです。 EPP にがて、 ECP はデータお掛こダイレクトメモリアクセスを使用して性能を 
向上させまず。 

EIDE — enhanced integrated device electronics —ハードドライブと CD ドライブ巧の IDE インタフェースのほ良/くージョンです。 

EMI — electromagnetic interference (電磁波障害）一電磁巧が線が原因で起こる電気障害です。 

ENERGY STAR® - Environmental Protection Agency (米国塌境な護局）が規をする、全が的な電力の消費量を減らす要件です。 

EPP - enhanced parallel port - 巧方向のデータ西をを提供するパラレルコネクタの仕様の1つです。 

ESD - electrostatic discharge (詩電気障害）一静電気の急激な放出のことです。 ESD は、コンピュータや通信機器に读われてし、る集積回路を損惕することがあります。 

ExoressCard - PCMCIA 規格に準拠している取り外し可能な I / O 力ードです。一般的なものには、モデムやネットワークアダプタがあります。 ExpressCard は 、 PCI Express と USB 2.0 
の両方の標華規巧をサポートしてしなす。 


F 

FBD - fully-buffered DIMM (完全バッファ型 DIMM ) - DDR 2 SDRAM チップと、 DDR 2 SDRAM チップとシステムの間の通信を高速化する Advanced Memory Buffer ( AMB ) を搭載した 
DIMM です。 

FCC - Federal Communications Commission (ホ国連邦通信委員会）ーコンピユータやその化の電モ塘器が巧出する巧が線の量を規制する通信関連の条例を執行するアメリカの機関です。 
FSB - front side bus -ブロセッサと RAM の間のデータ経路および物理めなインタフエースです。 

FTP - file transfer protocol (ファイル転送プロトコル)ーインターネットに巧続されているコンピュータ間でのファイルの交換に利用される襟準のインターネットプロトコルです。 


G 

G - グラビティー重力の計測単位です。 

GB - ギガバイトーデータの単位です。1 GB は1024 MB (1, 073,741,824バイト)です。ハードドライブの記憶領域容量を示す場合に、1,000,000,000バイトに切り捨てられて表示されるこ 
ともあります。 

GHz - ギガへルツー周波数の計測単位です。1 GHz は10憶 Hz または1,000 MHz です。通常、コンピュータのプロセッサ、バス、インタフェースの処理速度は GHz 単位で計測されます。 

GUI - graphical user interface - メニュ ー 、ウィンドウ、およびアイコンでユーザーとやり取りする対話型ソフトウェアです。 Windows オペレーティングシステムで動作するほとんどのプログラ 
ムは GUI です。 


H 

HTTP - hypertext transfer protocol -インターネットに接続されているコンピュータ間でのファイル交換用プロトコルです。 

Hz - ヘルツー周放数の単位です。1抄間1サイクルで周波数1 Hz です。コンピュータや電子磯器では、キロへルツ （ kHz )、 メガヘルツ （ MHz )、 ギガへルツ ( GHz )、 またはテラへルツ ( THz ) 単位 
で計測される場合もあります。 







I/O - input / output (入出力）ーコンピュータにデータを乂力したり、コンピュータからデータを出力したりする動作またはデバイスです。キーボードやプリンタは I / O デバイスです。 


I/O アドレスー 特定のデバイス（シリアルコネクタ、パラレルコネクタ、または拡弓長スロットなど）に関連する RAM のアドレスで、プロセッサがデバイスと通信できるようじします。 

1C - integrated circuit (集積回路)ーコンピュータ、才ーディホ、およびビデオ装置用に製造された、何百巧もの極小電子コンポー本ントが搭載されている半導体基巧またはチップです。 

IDE - integrated device electronics -ハードドライブまたは CD ドライブにコントローラが内蔵されている大容量ストレージデバイス用のインタフェースです。 

IEEE 1394 - Institute of Electrical and Electronics Engineers , Inc .- コン ピュータにデジタルカメラや DVD プレーヤーなどの 、I EEE 1394互換デバイスを接統するのじ使用される 
高性能シリアルバスです。 

IrDA - Infrared Data Association (赤外線通信協会) 一 赤外線通信の国瞭標準を作巧する組織です。 

IRQ - interrupt request (割り込み要ホ）ーデバイスカけロセッサと通信できるように、特定のデバイスじ割り当てられた電子的経路です。すべてのデバイス接続に IRQ を割り当てる必要があ 
ります。2つのデバイスに同じ IRQ を割り当てることはできます力{、両方のデバイスを同時に動作させることはできません。 

ISP - Internet service provider (インターネットサービスプロバイダ）ーインターネットへの接続、 E - メールの送受信、およびウェブサイトへのアクセスを行うためじホストサー/く一へのアクセス 
を提供する钱関です。通常、 ISP はソフトウェアのパッケージ、ユーザーち、およびアクセス用の電話番号をち料(月キムい)で提供します。 


K 

Kb - キロビット ー 1024バイトに巧当するデータの単位です。メモリ集積回路の容量の単位です。 

KB -キロバイトーデータの単位です。1 K 巳は1024バイトです。または1000バイトとすることもあります。 
kHz - キロへルツー1000 Hz に相当する商波数の単位です。 


L 

LAN - local area network (口ーカルエリアネットワーク）一煤いお固にわたるコンピユータネットワークです。 LAN は通常、1棟の建物巧や隣接する2、3读の建物巧に限定されます 。 LAN 
は電話回線や電ぶを使って他の難れた LAN と接統し、 WAN (ワイドエリアネットワーかを構成できます。 

LCD - liquid crystal display (巧晶ディスプレイ）ーノートブック コン ピユータのディスプレイやフラットパネルのディスプレイに用いられる巧術です。 

LED - light-emitting diode (発光ダイホード)ーコンピユータのステータスを示す光を発ずる電子コンポーネントです。 

LPT - Line print terminal -プリンタや他のパラレルデバイスへのパラレル接続の指定先です。 


M 

Mb - メガピットー102斗 KB に相当するメモリチップの容量の単位です。 

MB - メガバイトーデータの単位です。1 MB は1,048,576バイトです。または1024 KB を表します。ハードドライブの記憶領域容量を示す場合に、1,000,000バイトに切り捨てられて表示さ 
れることもあります。 

MB/ sec - メガバイト/砂一1,000,000バイト/秒です。通常、データの転送连度の計測単位に使用します。 

Mbps- メガビット/秒 ( Mbps )- 1,000,000ビット/秒。通常、ネットワークやモデムなどのデータ転送速度の計測単位に巧用します。 

MHz - メガヘルツー周 ミ 巧数の単なです。1,000,000サイクル/巧です。通常、コンピュータのプ□セッサ、バス、インタフエースの処理速度は MHz 単位で計測されます。 

MP - メガピクセルーデジタルカメラにほ用される画像解像度の単位です。 

ms - ミリ抄一1000分の1抄にネ目当する時間のを位です。ストレージデバイスなどのアクセス速度の計測に使用します。 


N 

NIC -「ネットワークアダプタ」を参照してください。 

ns — ナノ科、 一 10憶分の 1 巧に巧当する時間の単なです。 

NVRAM - nonvolatile random access memory (不擇発性ランダムアクセスメモリ）ーコンピユータの電源が切れたり、外部電源が停止したりした場合にデータを保存するメモリの一種です。 
NVRAM は、日付、時刻、およびお客樣が設定できるその他のセットアッブオプションなどのコンピュータ設定情報を保持するのに利用されます。 


P 

PC 力ードー PCMCIA 規格に準拠している取 y がし可能な I / O 力ードです。 PC 力ードの一般的なものに、モデムやネットワークアダブタがあります。 

PCI - peripheral component interconnect - PCI は、32ビットおよび64ビットのデータ経路をサポートする口ーカルバスで、プロセッサとビデオ、を種ドライブ、ネットワークなどのデバイ 







ス間に高速データ糧路を提供します。 

PCI Express - PCI インタフエースの巧を版で、プロセッサとそれに接続されているデバイスの間のデータ乾送を高速化します 。 PCI Express は、250 MB / 抄 一 4 GB / 巧でデータを転送でき 
ます 。 PCI Express 于ップセットとデバイスがサポートしているま度が異なる場合は、これより想速になりまず。 

PCMCIA — Personal Computer Memory Card Internationa ! Association — PC 力ードの規格を協議する国際め組織です。 

PIO - programmed input/output -データパスの一部としてプロセッサを経由した、2つのデバイス間のデータ弦送方法です。 

POST - power-on self-test (電源お入時の自己テスト）一 BIOS が自動的に口ードする該断プログラムです。メモリ、ハードドライ义およびビデオなどのコンピュータのち要コンポーネントの基 
本めなテストを実行します。 POST で問題が検出されなかった場合、コンピュータは起動を続行します。 

PS/2 - personal system /2 - PS /2 互換のキーボード、マウス、またはキーパッドを接続するコネクタです。 

PXE — pre-boot execution environment — WfM (Wired for Management ) 標準で、オペレーティングシステムがないネットワークコンピュータを設定し、リモートで起動できるようじしま 
す。 


R 


RAID - redundant array of independent disks - データの冗長性を提供する方まです。一般めに実装される RAID には 、 RAID 0、 RAID 1 、 RAID 5、 RAID 10、および RAID 50 があ 
ります。 


RAM - random-access memory (ランダムアクセスメモリ）ーブログラムの命令やデータを保存するコンピュータの主要な一時記憶領域です。 RAM にな巧されている情報は、コンピュータをシヤ 
ットダウンずると失われます。 


readme ファイルーソフトウェアのパッケージまたはハードウエア製亂こミを付されているテキストファイルです。通常、 readme ファイルには、インストール手順、ま斤し〈付け加えられた機能の説明、 
マニュアルじ記載されていない修正などが記載されています。 


RFI - radio frequency interference (お線電ミ皮障害）一10 kHz から100,000 MHz までのお囲の通常のお線周波数でを生ずる摩害です。お線面液は電磁周放数帯域のほ域に属し、ホか 
線や巧などの高周波よりも摩害を起こしやすいが向がありまず。 

ROM - read-only memory (読み取り專用メモリ）ーコンピュータが削除したり書き込んだりできないデータやプログラムを保存するメモリです。 RAM と異なり、 ROM はコンピュータの電源が切れ 
ても巧容を保持しまず。コンピュータの動作に不可欠のプログラムで ROM に常,招しているものがい<つかあります。 


RPM - revolutions per minute - 1分間に発生する回転数です。ハードドライブ速度の計測に使用します。 


RTC - real time clock -システムさあ上じあるバッテリーで動く時計で、コンピュータの電源を切った後も、日付と時刻を保持します。 


RTCRST - real-time clock reset --卽のコンピュータに搭載されているシステムをあ上のジャンパで、問題が発ました場合のトラブルシューティングに利巧できます。 


S 

S ビデホ TV 化 力ーテレビまたはデジタルオーディホデバイスをコンピュータに接結するために使われるコネクタです。 

S / PDIF - Sony/Philips Digital Interface - ファイルの質がほ下する可能性があるアナログおまに変換せずに、1つのファイルから別のファイル I こ才ーディホを転送できるホーディオき云送用フ 
ァイルフォーマットです。 

SAS - serial attached SCSI - 従来のパラレル SCSI じ巧し、より高速なシリアルあまの SCSI インタフエースです。 

SATA - serial ATA -より高速なシリアルお式の ATA ( IDE ) インタ フエー スでず。 

SCSI - small computer system interface -ハードドライん CD ドライブ、プリンタ、スキャナなどのデバイスをコンピュータに接続するのに使巧される高まインタフエースです。 SCSI は、1 
つのコントローラでを<のデバイスを接続できます。をデバイスは、 SCSI コントローラのバス上の個々の識別番号によってアクセスされます。 

SDRAM — synchronous dynamic random-access memory (同期ダイナミックランダムアクセスメモリ）ーブロセッサの最適クロック速度と同期された DRAM の一種です。 

SI M - Subscriber Identity Module - SIM 力ードには、音声およびデータの転送を暗号化するマイクロチップが搭載されています。電話やポータブルコンピュータに巧用できます。 

Strike Zonew -ハードドライブを保塞するために強化されたプラットフホームベース部分です。コンピュータの電源カザンのときでもホフのときでも、コンピュータを落としたとき、または}展動などのシ 
ョックが与えたれたときに、衝撃吸収がとして谜能しまず。 

SVGA - super-video graphics array - ビデオカードとコントローラ巧のビデオ標準規格です。 SVGA の通常の锅像度は800 x 600および1024 x 768です。 

プ□グラムが表示する色数と解像度は、 コン ピュータに取り付けられてし、るモニター、ビデオ コント ローラとドライバの性能、およびビデオメモリの容量によって異なります。 

SXGA - super-extended graphics array - 1280 x 1024までのお像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデオ標準です。 

SXGA + — super-extended graphics array plus —140 0 x 1050までの解像度をサポートするビデホカードやコントローラのビデオ標準です。 


T 

TAPI — telephony application programming interface —音声、データ、ファックス、ビデホなどのを種テレフホニーデバイスを Windows のプログラムで巧巧できるようにするインタフェー 
スです。 


TPM - trusted platform module (信頼巧みブラットフォームモジュール）ーセキュリティソフトウェアと組み合わせてほ用した場合に、ファイルや E - メールなどの保護磯能をち効にすることでネ 
ットワークとコンピュータのセキュリティが強化される、ハードウェアべースのセキュリティ機能です。 





u 


UMA - unified memory allocation -ビデオに動のに割り当てられるシステムメモリです。 

UPS - uninterruptible power supply (無停電電源装置）一電気めな廣害力 《 起きた場合や、電圧レベルがほ下した場合に使用されるバックアップ電源です。 UPS を設置すると、電源が切れた 
場合でも限られた時間コンピュータは動作することができます。通常、 UPS システムは、過電流を抑え電圧を調整します。小型の UPS システムで致分間電力を供給するので、コンピュータを正し<シ 
ヤットダウンすることが可能です。 

USB - universal serial bus - USB 互換キーボード、マウス、ジョイスティック、スキヤナー、スピーカー、ブリンタ、ブロードバンドデバイス （ DSL およびケーブルモデム）、撮像装置、またはストレ 
-ジデバイスなどのほ速デバイス用ハードウェアインタフェースです。コンピュータの4ピンソケットカロンピュータに接続されたマルチポートハブに直接デバイスを接統します。 USB デバイスは、コン 
ピュータの電源が入っていても接続したり取りかしたりすることができます。また、デージーチェーン型に接続することもできます。 

UTP - unshielded twisted pair (シールドなしツイストペア）一ほとんどの電話回線利用のネットワークやその他の一部のコンピュータネットワークで利用されているケーブルの種類です。電磁 
ぶ垣害から保譲するためにワイヤのペアに金属製の被覆をほどこす巧わりに、シールドなしのワイヤのペアがわにられています。 


UXGA - ultra extended graphics array - 160 0 x 1200までの解像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデホ標準です。 


V 

V -ボルトー電位または起電力の計測単位です。1ボルトは、1アンペアの電流を通ずる巧な1オームの導線の両端の電位の差です。 


W 

W -ワットー電力の計測単位です。1ワットは1ボルトで流れる1アンペアの電流を指します。 

WHr - ワット時一おおよそのバッテリー容量を示すのに通常利巧される計測単位です。たとえば、日6 WHr のバッテリーは66 W の電力を1時間、または33 W を2時間供給できます。 

WLAN - wireless local area network (ワイヤレスローカルエリアネットワーク）。インターネットアクセスを実現するためじ、アクセスポイントまたはワイヤレスルーターを使用し、エアウエーブを 
介してネ目互に通信ずる、相互接続された一連のコンピュータです。 

WWAN - wireless wide area network (ワイヤレスワイドエリアネットワーク）。携帯電話巧術を利巧して WLAN よりも格段にをい地理萄囲を網羅するワイヤレス高速データネットワークで 
す。 

WXGA — wide - aspe な extended graphics array — 1280 x 800までの解像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデホ標準です。 


X 

XGA - extended graphics array — 1024 x 768 までの解像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデホ標華です。 


Z 

ZIF - zero insertion force -コンピュータチップまたはソケットのどちらにもまったく力を加えないで、チップを取り讯ナまたは取りかしできる、ソケットやコネクタの一種です。 

Zip --般めなデータの圧縮フォーマットです。 Zip フホーマットで圧縮されているファイルを Zip ファイルといい、通常、ファイルちの描張子が . zip となります。特別な Zip ファイルに自己解法型フ 
ァイルがあり、ファイルをのお張子は . exe となります。自己解ま型ファイルは、ファイルをダブルクリックするだけで自動めに解まできます。 

ZIP ドライプー Iomega Corporation によって開をされた大容量のフロッピードライブで、 Zip ディスクと呼ばれる 3.5 インチのリムーバブルディスクを使用します。 Zip ディスクは標準のフロッピ 
ーディスクよりもやや大きくが) 2倍の厚みがあり、100 MB のデータを保持できます。 


お 


アンチウイルスソフトウェアーコンピュータからウイルスを見つけ出して隔離し、除去するように設計されたプログラムです。 


ウイルスー疑がらせ、またはコンピユータのデータを破镇する目的で作られたプログラムです。ウィルスプログラムは、感染したディスク、インターネットからダウンロードしたソフトウェア、または E - メ 
ールのホ付ファイルを経由してコンピュータから別のコンピュータへ感染します。ウイルス感染したプログラムを起動すると、プログラムじ潜伏したウイルスも起動します。 


-般のなウィルスに、フロッピーディスクのブートセクターに潜伏するブートウィルスがあります。フロッピーディスクを挿入したままコンピュータをシャットダウンすると、次の起動時に、コンピュータはオペ 
レーティングシステムを探ずためフロッピーディスクのブートセクターにアクセスします。このアクセスでコンピュータがウイルスじ感染しまず。一度コンピュータがウイルスに感染ずると、ブートウイルス 
は除去されるまで、読み書きされるすべてのフロッピーディスクにウイルスをコピーします。 


エクスプレスサーピスコー ドー Deir " コン ピュ ータのラベルに付いている数字のコードです。デルにお問い合わせの爆は、エクスプレスサービスコードをお伝えください。エクスプレスサービスコー 
ドが利用できない国もあります。 


オプティカルドライブー CD 、 DVD または DVD + RW から、光学技術を使用してデータを読み書きするドライブです。オプティカルドライブには、 CD ドライブ、 DVD ドライブ、 CD - RW ドライブ、およ 
び CD - RW / DVD コンボドライブが含まれます。 









か 


力ーソルー キーボード、タッチパッドまたはマウスが巧にどこで動かするかを示すディスプレイや画面上の目印です。通常は点滅ずる待線かアンダーライン、または小さな矢 E 口で表示されます。 

#ななープリンタで印刷される画像や、モニターじ表示される画像がどのくらい鮮明かとし巧度合です。解像度を高い致値に設定してし巧ほど閱明です。 

書き込み不可に投まー ファイルやメディアに、データの内容を変更不可に設定することです。書き込み保譲を設定しデータを変更または破壊されることのないように保護します。 3.5 インチのフロッ 
ピーディスクじ書き込み保譲を設定する場合、書き込み保譲設定タブをスライドさせて書き込み不可の位置にします。 

巧 a 力ードー コンピュータのシステム基板上のお張スロットに装着する電子回路基巧で、コンピュータの性能を向上させます。化張力ードの例には、ビデオ、モデム、およびサウンドカードなどがありま 
す。 

が巧型 PC 力ードー t が長型 PC 力ードは、取り付けた時に PC 力ードスロットから力ードの端がはみ出ていまず。 

巧 巧 スロットー拡張力ードを挿入してシステムバスに接続する、システム基板上（コンピュータによって異なる場合もあります）のコネクタです。 

化巧ディスプレイモー ドーお巧いのディスプレイのお張として、2台目のモニターを巧えるようにするディスプレイの設定です。「デュアルディスプレイモード」とも呼ばれます。 

* 氏一 Fahrenheit - ミ品度の測定単位で、水の氷点を32°、部点を212。としていまず。 

壁化一 Windows デスクトップの背景となる樓巧や給巧です。壁紙を変まするには Windows コントロールパネルから変更します。また、気に入った給柄を読みをんで壁紙をイ乍巧することができ 
ます。 

キーのがみ合わせ一 同時に複数のキーを押してコンピュータを操巧します。 

起動 CD - コンピュータを起動するのに使用する CD です。/、ードドライブが損協した場合や、コンピュータがウイルスに感染した場合など、起動 CD または起動ディスクが必要になりますので、常 
楠しておきます 。 『Drivers and Utilities CD 』 (または 『Resource CDJI ) が起動 巧 能 CD です。 

ち動 旧巧ーコンピュータが起動を試みるデバィスの順をを指定します。 

ち »ディスクーコンピュータを起動するのに使巧するディスクです。ハードドライブが損傷した場合や、コンピュータがウイルスに感染した場合など、起動 CD または起動ディスクが必要になりますの 
で、常楠しておきます。 

キャッシューおみな高速ストレージ機構で、メインメモリの予約領域、または巧立した高速ストレージデバイスです。キャッシュは、プロセッサのホペレーシヨンスピードを向上させます。 

L 1 キャッシュープロセッサの内部に設置されているプライマリキャッシュ。 

L 2 キャッシュープロセッサに巧がけされた、またはプロセッサアーキテクチャに組み込まれたセカンダリキャッシュ。 

休止状巧モー ドーメモリ巧のすべてをハードドライブ上の持別な予約領域に保存してからコンピュータの電源を切る省電カモードです。コンピュータを再起動すると、ハードドライブに保存されてしぶメ 
モリ情報が自動的に復元されます。 

グラフィックモード ー X 水平画素巧、 y 垂直回素数および Z 色数で表されるビデオモードです。グラフィックモードは、どんなおやフォントも表現できます。 

クロックままーシステムバスじ巧結されているコンピュータコンポーネントがどの〈らいの速さで動作するかを示す、 MHz で示される速度です。 

国なホ行か可書 一物品をみ国に一時のに持ち込むことを許可する国際通関巧文書です。 r 商品パスポート」とも呼ばれます。 

コントローラー プロセッサとメモリ間、またはプロセッサとデバイス間のデータ転をを制御するチップです。 

コント ロール パネルー画面設定などのオペレーティングシステムやハードウエアの話定を変更するための Windows ユーティリテイです。 


さ 

サージプロテクター 雷などが原因で、コンセントを介してコンピュータじ影響をちえる電圧変動から、コンピュータを保護します。サージプロテクタは、落雷や通常の AC ライン電圧レベルが20 % 

レ: ■ Lb ほ下する電圧変動による停電からはコンピュータを保譲することができません。 

ネットワーク接結はサージプロテクタでは保護できません。雷雨時は、必ずネットワークケーブルをネットワークコネクタから外してください。 

サービスタグーコンピュータに貼ってある/くーコードラべルのことで、デルサポートの support.jp.dell.com じアクセスしたり、デルのカスタマーサービスやテクニカルサポートに電話でお問い合 
わせたりする場合に必要な識別番号が書いてあります。 

システム*巧ーコンピュータに搭載されてしぶ主覃回路基板でず。「マザーボード J とも呼ばれまず。 

巧校リーダ ——コンピュータのセキュリティの一環としてユーザーの認証に指紋を巧用するストリップセンサーです。 

シヨートカットー 頻繁に使巧ずるプログラム、ファイル、フォルダ、およびドライブにすばや < アクセスできるようにするアイコンです。ショートカットを Windows デスクトップ上に巧成し、ショートカット 
アイコンをダブルクリックすると、それに対応するフホルダやファイルを検索せずに開〈ことができます。ショートカットアイコンは、ファイルが置かれている場所を変更するわけではありません。ショートカ 
ットアイコンを削除しても、元のファイルには何の影響もありません。また、ショートカットのアイコンををを要することもできます。 

シリアルコネクターコンピュータに/\ンドへルドデジタルデバイスやデジタルカメラなどのデバイスを接続するためによく使用される I / O ポートです。 

スキャンディスクーファイル、フォルダ、およびハードディスク上にエラーがないかどうかを于エックする Microsoft ユーティリティです。コンピュータの反応が止まって、コンピュータをち起動したとき 
にスキャンディスクが実行されることがあります。 

スタンバイモードー コンピュータの不必要な動巧をシャットダウンして、電力を節約する省電カモードです。 

スマートカードー ブロセッサとメモリチップじ内蔵されている力ードです。スマートカードは、スマートカード搭載のコンピュータでのユーザーの認証に利用できます。 

ホ外 巧 センサ - ケーブルを使用しな<ても、 コン ピュータと赤外線互換デバイス間のデータお送ができるポートです。 



セットアッププログラムーハードウェアやソフトウェアをインストールしたり設定したりするのに使うプログラムです。 setup.exe または install.exe とし、うプログラムがほとんどの Windows 用ソ 
フトウェアに付属しています。「セットアッブプログラム」は「セットアップユーティリティ」とは異なります。 


セットアップユーティリティーコンピュータのハードウエアとホペレーティングシステム間のインタフエース機能を持つ ユー ティリティです。セットアップ ユー ティリティを巧巧して、 BIOS で、日時やシス 
テムパスワードなどの ユー ザー定義可能なホブシヨンを設定できます。設定がコンピュータにどのような影譽をちえるのか理解できてし々い場合は、このブログラムの設定を変更しないで〈ださい。 


た 

通な巧城ーコンピュータの時計、音量調節、およびプリンタの状況など、ブログラムやコンピュータの機能に素早くアクセスできるアイコンが表示されている Windows タスクバーの領域です。「シス 
テムトレイ」とも呼ばれます。 

ディスクのストライピングー複数のディスクドライブにまたがってデータを分敎させるな術です。ディスクスのトライピングは、ディスクストレージからデータを取り出す動作を高速化します。通常、デ 
ィスクのストライピングを利用しているコンピュータではユーザーがデータ ユニット サイズまたはストライプ幅を選ぶことができます。 

テキストエディターたとえば、 Windows のメモ帳など、テキストファイルを作成および編集するためのアプリケーシヨンプログラムです。テキストエディタには通常、ワードラップやフォーマット(アン 
ダーラインのホプシヨンやフォントの変更など）の磯能はありません。 

デバイスーディスクドライ义プリンタ、キーボードなどコンピュータに内蔵または巧讯ナされた"ードウェアです。 

デバイスドライバー「ドライバ」を参照してください。 

デュアルコアー演算を巧う物理ユニットを単一のプ□セッサパッケージ巧に搭載した Inte 倾のテクノ □ジで、演富の効率とマルチタスク谜能を向上させます。 

デュアルデイスプレイモードーお使いのディスブレイの拡張として、2台目のモニターを巧えるようにするディスブレイの設をです。 r 拡張ディスプレイモード」とも呼ばれます。 

ドッキングデバイス ー「 APRJ を参照してください。 

ドメインーネットワーク上のコンピュータ、プログラム、およびデバイスのグルーブで、特定のユーザーグループによって使用される共通のルールと手順のある単位として管理されます。ユーザーは、 
ドメインじログオンしてリソースへのアクセスを取得します。 

ドライバープリンタなどのデバイスを、ホペレーティングシステムカ 《 制御できるようにするためのソフトウェアです。を < のデバイスは、コンピュータじ正しいドライバがインストールされていない場合、正 
常に動作しません。 

トラベルモジュールーノートブックコンピュータの重量を減らすために、モジュールベイの中じ設置できるよう設計されているプラスチック製のデバイスです。 


な 

巧藏一通常、コンピユータのシステム基板上に物理的に搭載されてし、るコンポー本ントをおします。「ビルトイン」とも呼ばれます。 

ネットワークアダプターネットワーク機能を提供するチップです。コンピユータのシステム基板にネットワークアダプタが内蔵されていたり、アダプタが内蔵されている PC 力ードもあります。ネットワ 
-クアダプタは、 「 NICJ (ネットワークインタ フエース コントローラ）とも呼ばれまず。 


は 

パーティシヨンーハードドライブ上の物理ストレージ領域です。1つな上の論理ストレージ領域(論理ドライブ)に割り当てられます。それぞれのパーティシヨンは複数の論理ドライブを持つことができ 
ます。 

ドドライブー/\-ドディスクのデータを読み書きするドライブです。/、ードドライブと M - ドディスクは同じ意巧としてどちらかがなわれています。 

バイトー コン ピュータでほわれる基本的なデータ単位です。1バイトは8ビットです。 

ハイパースレッディングーハイパースレッディングは Intel のテクノロジで、1つの物理プロセッサを2つの論理プロセッサとして健能させることでパフホーマンスを全かめに巧上し、複数のタスクを 
同時に処理することを可能にします。 

バスーコンピュータのコンポーネント間で情報を通信する経路です。 

バス 巧まー バスがどのくらいの连さで情報を転をできるかを示す、 MHz で示される速度です。 

バッテリ HE か時阳ーノートブックコンピュータのバッテリーカ<コンピューかこ電源を供給する間.ホ電量を雄持できる時間（分または時間致)です。 

バッテリーの»命ーノートブックコンピュータのバッテリーが、消耗と再巧電を繰り返すことのできる期間（年数）です。 

パラレルコネクターコンピュータにパラレルプリンタを接続する場合などに巧届される I / O ポートです。 「 LPT ポート」とも呼ばれます。 

ヒートシンクー放熱を助けるブロセッサにが属する金属巧です。 

ピクセルーディスブレイ国面のシングルポイントです。画像は、ピクセルを縦樹こ配置することで巧成されます。ビデホの解像度 (800 X 己00など）は、上下左ちに並ぶピクセルの数で表しまず。 
ビデホ 解なま一 r 稱像度 J を参照してください。 

ビデホコントローラーお使いのコンピュータに(モニターの組み合わせにおいて)ビデホ链能を提供するビデオカードまたはくホンボードビデオコントローラ搭載のコンピュータの)システムさキ反の回路で 
す。 

ビデオメモリービデオ機能き用のメモリチップで構成されるメモリです。通常、ビデオメモリはシステムメモリよりも高まです。ビデホメモリの容量によって、プログラムでき示できる色数が大き〈ちち 
されます。 





ビデオモードーテキストやグラフィックをモニターに表示する踪のモードです。グラフィックをべースにしたソフトウェア ( Windows オペレーティングシステムなど）は、 x 水平ピクセル数 x y ま直ピク 
セル数 X Z を数で表されるビデオモードで表示されます。文字をベースじしたソフトウェア(テキストエディタなど）は、 X 列 X y 巧の义字数で表されるビデオモードで表示されます。 

フォーマットーファイルを巧なするためにドライブやディスクを準備する工程のことでず。ドライブまたはディスクをフホーマットするとデータはすべて消失します。 

フォルダーディスクやドライブ上のファイルを整頓したリヴループ化したりするスぺースを表す巧語です。フォルダ中のファイルは、名前や日付やサイズなどの順番で表示できます。 

プラグアンドプレイーコンピュータがデバイスを自動めに設定できる機能。 BIOS 、 オペレーティングシステム、およびすベてのデバイスがブラグアンドプレイ対応の場合、プラグアンドブレイは、自動 
インストール、設定、既存のハードウ X アとの互換性を提供します。 

プロセッサープログラム命令を解析して実行するコンピュータチップです。プロセッサは、 CPU (中お演算処理装置)とも呼ばれます。 


ま 

ミニ PCI -モデムや NIC などの通信を重視した巧蔵周辺域器の標準です。ミニ PCI 力ードは、標準の PCI 枯;張力ードと同等の機能を持つ小型のか付け力ードです。 

ミニカードー通信 NIC などの内蔵周辺裸器用に設計された小型のカードでず。ミニカードは標準の PCI 拡張カードと同等の撒能を持ちます。 

メディアベイーオブティカルドライ义セカンドバッテリー、または Dell TravelLiteTM モジュールなどのようなデバイスをサポートするベイです。 

メモリーコンピュータ巧卽にある、一時的にデータを巧巧する領域です。メモリにあるデータは一時的に格納されているだけなので、作業中は時々ファイルを巧巧するようお勧めします。また、コンピュ 
-夕をシャットダウンするときもファイルを保存してください。コンピュータのメモリには、 RAM 、 ROM およびビデオメモリなど何種類かあります。通常、メモリというと RAM メモリを巧します。 

メモリアドレスーデータを一時的に RAM にな巧する特をの場巧です。 

メモリマッピングースタートアップ時に、コンピュータが物理的な場所にメモリアドレスを割り当てるプロセスです。デバイスとソフトウェアカ 《 、プロセッサによりアクセスできる情報を識別できるようじなり 
ます。 

メモリモジュールーシステム基板に接続されている、メモリチップを搭載した小型回路基板です。 

モジ ュール ペイー「メディアベイ J を参照してください。 

モデムーアナログ電話回線を介して化のコンピュータと通信するためのデバイスです。モデムには、ががけモデム、 PC 力ード、および内蔵モデムの3種類があります。通ち、モデムはインターネッ 
卜への接続や E - メールの交換に使用されます。 


や 

技み® y 専用一 表示することはできますが、編集したり削除したりすることができなし、データやファイルです。巧のような場合に読み取りき用になります。 
〇フロッピーディスク、 CD 、 または DVD を書き込み防止にしている場合 

〇ファイルがネットワーク上のディレクトリじあり、システム管理をが特定の個人だけにアクセス権限を許可している場合 


ら 

リフレッシュレートー画面上のビデオイメージが再描画される周ぶ数です。単位は Hz で、このリフレッシュレートの面波数で画面の水平走査線（または垂直周ぶ数）が再描画されます。リフレッシ 
ュレートが高いほど、ビデオのちらつきが少な<見えまず。 

口ーカルバスーデバイスにプロセッサへの高速スループットを提供するデータバスです。 


メモ、を意およ 害告 
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用語集 

Dell PrecisiorT" Workstation 390 ューザーズガイド 

この用語氣こ収録されている用割ホ、情報の目的として提供されています。お使いのコンピュータに搭載されている機能についての記載がない場合もあります。 


A 

AC - alternating current (交流）ーコンピュータの AC アダプタ電源ケーブルをコンセントに差し込わと供給される電気の様まです。 

ACPI — advanced configuration and power interface — Microsoft ® Windows ® ホペレーティングシステムがコンピュータをスタンバイモードや休止が:態モー円こして、コンピュータに接 
続されているをデバイスに供給される電力量を節約できる電源管理規格です。 

AGP - accelerated graphics port - システムメモリをビデオ関連の処理に使用できるようにする専巧のグラフィックスポートです。 AGP を使うとビデオ回路とコンピュータメモリ間のインタフェー 
スが高ま化され、 True - Color のスムーズなビデオイメージを伝送できます。 

AHCI - Advanced Host Controller Interface - SATA ハードドライブホストコント ローラの インタ フェー スです。スト レー ジドライバは、これによ つて ネイティブコマンド キュー イング （ NCQ ) やホ 
ットプラグのようなテクノロジをち巧じできます。 

ALS - ambient light sensor - アンビエントライトセンサー。ディスプレイ輝度の制御に役立つ裸能です。 

アンチウイルスソフトウェアーコンピュータからウイルスを見つけ出して隔離し除ちするように設計されたプログラムです。 

ASF - alert standards format -管理コンソールにハードウエアとソフトウェアの警告を裙告する方式を定義する標をです。 ASF は、どのプラットフオームやホペレーティングシステムにも対応 
できるよう設計されています。 


B 

バッテリーの 寿命 ーノートブックコンピュータのバッテリーが、消耗と再巧電を繰り返すことのできる期間（年数）です。 

バッ テリ HE の 時旧ーノートブックコンピュータのバッテリーがコンピュータに電源を供給する間、充電量を維持できる時間（分または時間巧)です。 

BIOS - basic input/output system (基本入出カシステム）ーコンピュータのハードウエアとオペレーティングシステム間のインタフエース機能を持つプログラム（またはユーティリテイ）です。 
設定力{コンピュータにどのような影響を与えるのか理解できていない場合は、このプログラムの設定を変更しな L 巧ください。「セットアッブユーティリティ」とも呼ばれています。 

Bit — コンピュータが認識するデータの最ル単位です。 

Bkietooth ® ワイヤレステクノロジー短距離内 （9 m ) にある複数のネットワークデバイスが、お互いを自動的に認識できるようにするワイヤレステクノロジ標準です。 

起»旧巧ーコンピュータが起動を試みるデバイスの順をを指定します。 

巧動 CD - コンピュータを起動するのに使用する CD です。/、ードドライブが損協した場合や、コンピュータがウイルスに感染した場合など、起動 CD または起動ディスクが必要になりますので、常 
楠しておきます 。 『Drivers and Utilities CD 』 (または 『Resource CDJI ) が起動巧能 CD です。 

起動 ディスクーコンピュータを起動するのに使巧するディスクです。ハードドライブが損傷した場合や、コンピュータがウイルスに感染した場合など、起動 CD または起動ディスクが必要になりますの 
で、常楠しておきます。 

bps — bits per second (ビット/秒）ーデータの転送速度を計測する標準単位です。 

BTU - British thermal unit (巧国熱量単位）一発熱量の単位です。 

バスーコンピュータのコンポーネント間で情報を通信する経おでず。 

バス 巧巧ー バスがどのくらいの连さで情報を転をできるかを示す、 MHz で示される速度です。 

バイトーコンピュータで使われる基本的なデータ単位です。1バイトは8ビットです。 


C 

C - 摂氏 ( Celsius )- 温度の測を単位で、水の氷点を0°、沸点を100°としています。 

キャッシュー特殊な高速ストレージ機構で、メインメモリの予約領域、または独立した高速ストレージデバイスです。キャッシュは、プロセッサのホペレーシヨンスピードを向上させます。 
L1 キャッシューブロセッサの内部に設置されているプライマリキャッシュ。 

L2 キャッシュープロセッサに巧がけされた、またはプロセッサアーキテクチャに雄み込まれたセカンダリキャッシュ。 

因な a 行 ffF 可書一物品を外国に一時のに持ち込むことを許可する国際通関用文書です。 r 商品パスポート」とも呼ばれます。 

CD-R - CD recordable - 書き込み可能な CD です。 CD - R にはデータを一度だけ記録できます。一度記録したデータは消ましたり、上書きしたりすることはできません。 
CD-RW - CD rewritable -書き換え可能な CD です。データを CD - RW ディスクに書き込んだを、削除したり上書きしたりできます(再書き込み）。 






CD-RW ドライブ ー CD のデータを読み取ったり、 CD - RW (書き換え可能な CD ) ディスクや CD - R (書き込み巧能な CD ) ディスクにデータを書き込んだりすることができるドライブです。 CD - RW デ 
イスクには、操り返し書き込むことが可能ですが、 CD - R ディスクじは一度しか書き込むことができません。 


CD-RW/ DVD ドライブー「コンボドライブ」とも呼ばれます。 CD および DVD のデータを読み取ったり、 CD - RW (書き換え巧能な CD ) ディスクや CD - R (書き込み可能な CD ) ディスクにデータを 
書きをんだりすることができるドライブです。 CD - RW ディスクには、燥り返し書き込むことが可能ですが、 CD - R ディスクには一度しか書き込むことができません。 

クロックをまーシステムバスじ巧結されているコンピュータコンポーネントがどの〈らいの速さで動作するかを示す、 MHz で示される速度です。 

COA - Certificate of Authenticity (実物証明書)一おほいのコンピュータのラベルに記載されている Windows の英数义字のコードです 。 「Product Key 」 （プロダクトキー)や 「Product ID 」 
(ブロダクト ID ) とも呼ばれます。 

コントロールパネルー 画面設定などのオペレーティングシステムや M - ドウエアの設をを変更するための Windows ユーティリティです。 

コントローラー ブ□セッサとメモリ間、またはプ□セッサとデバイス間のデータ転送を制御するチッブです。 

CRIMM - continuity rambus in-line memory mod 山 e (連続ま RIMM )- メモリチップの搭載されていない特殊なモジュールで、使用されていない RIMM スロットに装着するために使用され 
ます。 

力ーソルーキーボード、タッチパッドまたはマウスが巧にどこで動けするかを示すディスプレイや画面上の目印です。通常は点ミ苗する棒線かアンダーライン、または小さな矢印で表示されます。 


D 

DDR SDRAM - double - data-rate SDRAM (ダブルデータ速度 SDRAM ) - データバーストサイクルを2倍にする SDRAM の一種です。システムのな能が向上します。 

DDR2 SDRAM - double - data-rate 2 SDRAM (ダブルデータ速度2 SDRAM ) - 4ビットプリフェッチおよびその他のアーキテクチャ上のを更により、メモリ速度を400 MHz な上じした 
DDR SDRAM の一種です。 

デバイスーディスクドライ义プリンタ、キーボードなどコンピュータに内商または巧忖けされた"ードウェアです。 

デバイスドライバー「ドライバ」を参照してください。 

DIMM - dual in-line memory module -システム基キ反のメモリモジュールに接続されるメモリチッブを搭載した回路基巧です。 

DIN コネクター丸い6ピンのコネクタで、 DIN (ドイツエ業規格）に準拠しています。通常は PS /2 キーボードやマウスケーブルのコネクタに巧用されます。 

ディスクのストライピングー複数のディスクドライブにまたがってデータを分散させる巧術です。ディスクスのトライピングは、ディスクストレージからデータを取り出す動作を高速化します。通常、デ 
ィスクのストライピングを利用している コン ピュータではユーザーがデータ ユニット サイズまたはストライプ幅を選ぶことができます。 

DMA - direct memory access - DMA チャネルを巧うと、 RAM とデバイス間でのデータ転送がプロセッサをかさずに巧えるようじなります。 

ドッキングデバイス ー「 APRJ を参照してください。 

DMTF - Distributed Manaaement Task Force -分敎型デスクトッ义ネットワーク、企業、およびインターネット環境における管理標準を開発するハードウェアおよびソフトウェア会化の団巧 
です。 

ドメインーネットワーク上のコンピュータ、ブログラム、およびデバイスのグルーブで、特定のユーザーグループによって使用される共通のルールと手順のある単位として管理されます。ユーザーは、 
ドメインにログオンしてリソースへのアクセスを取得します。 

DRAM — dynamic random-access memory —コンデンサを含む集積回路内に情報を保巧するメモリです。 

ドライバープリンタなどのデバイスを、ホペレーティングシステムカ 《 制御できるようにするためのソフトウェアです。多 < のデバイスは、コンピュータじ正しいドライバがインストールされていない場合、正 
常に動作しません。 

DSL - Digital Subscriber Line -アナ□ヴ電話回線をかして、を定した高速インターネット接結を提供するテクノロジです。 

デュアルコアー演算を巧う物理ユニットを単一のプ□セッサパッケージ巧に搭載した Inte 倾のテクノ □ジで、演算の効率とマルチタスク磯能を向上させます。 

デュアルディスプレイモードーお使いのディスブレイの拡張として、2台目のモニターを巧えるようにするディスブレイの設をです。 r 拡張ディスプレイモード」とも呼ばれます。 

DVD-R - DVD recordable -書き込み巧能な DVD です。 DVD - R にはデータを一度だけ記録できます。一度記録したデータは消ちしたり、上書きしたりすることはできません。 

DVD+RW - DVD rewritable -書き換え可能な DVD です。データを DVD + RW ディスクじ書き込んだ後、削除したり上書きしたりできます(巧書き込み）。 （ DVD + RW テクノロジは DVD - 
RW テクノロジとは異なります。） 

DVD+RW ドライブー DVD とほとんどの CD メディアを読み取ることができるドライブです。 DVD + RW ディスクに書き込むこともできます。 

DVI - digital video interface (デジタルビデオインタフエース）ーコンピュータとデジタルビデホデイスブレイ間のデジタルき云送用の標準です。 


E 

ECC - error checking and correction (エラーチェックおよび訂正）ーメモリにデータを書き込んだり、メモリからデータを読み取ったりするときに、データの正確さを検查する特別な回路を搭載 
しているメモリです。 

ECP - extended capabilities port - 双方巧のデータ乾送を提供するパラレルコネクタの描張仕様の1つです。 EPP にがて、 ECP はデータお送にダイレクトメモリアクセスを使用して性能を 
向上させまず。 

EIDE - enhanced integrated device electronics - ハードドライブと CD ドライブ用の IDE インタ フェー スのほ良バージヨンです。 




EMI — electromagnetic interference (電磁ぶ障害）一電磁放射線が原因で起こる電気障害でず。 


ENERGY STAR ® - Environmental Protection Agency (米国摄境保護局）が規定する、全体的な電力の消費量を減らす要件です。 

EPP - enhanced parallel port -巧方向のデータ短送を提供するパラレルコネクタの仕樣の1つです。 

ESD - electrostatic discharge (詩電気障害）一詩電気の急激な放出のことです。 ESD は、コンピュータや通信機器に使われてし、る集積回路を損傷することがあります。 

巧; 巧 力ードーコンピュータのシステム基板上のお張スロットに装着する電子回路基巧で、コンピュータの性能を向上させます。拡張カードの例には、ビデオ、モデム、およびサウンドカードなどがありま 
す。 

が 巧 スロットー拡張力ードを挿入してシステムバスに接続する、システム基板上（コンピュータによって異なる場合もあります）のコネクタです。 

ExpressCard - PCMCIA 規格に準拠している取り外し可能な I / O 力ードです。一般的なものには、モデムやネットワークアダプタがあります。 ExpressCard は 、 PCI Express と USB 2.0 
の両方の標準規格をサポートしています。 

エクスプレスサーピスコー ドー Deir " コンピュ ータの ラベルに付いている数字のコードです。デルにお問い合わせの瞭は、エクスプレスサービスコードをお伝えください。エクスプレスサーピスコー 
ドが利用できない国もあります。 

化 巧 ディスプレイモードーお使いのディスプレイのお張として、2台目のモニターを巧えるようにするディスプレイの設定です。「デュアルディスプレイモード」とも呼ばれます。 

巧; 巧 ま！ PC 力ードー拡張型 PC カードは、取り付けた時に PC カードスロットからカードの端がはみ出ています。 


F 

辛を一 Fahrenheit -温度の測を単位で、水の氷点を32°、部点を212。としていまず。 

FBD - fully-buffered DIMM (完全バッファ型 DIMM ) - DDR 2 SDRAM チップと、 DDR 2 SDRAM チップとシステムの間の通信を高速化する Advanced Memory Buffer ( AMB ) を搭載した 
DIMM です。 

FCC - Federal Communications Commission (米国連邦通信委員会）ーコンピュータやその化の電子销おが放出する巧が線の量を規制する通信関連の条例を執斤するアメリカの機関です。 
巧技リーダ——コンピュータのセキュリティの一環としてユーザーの認証に指紋を巧用するストリップセンサーです。 

フォルダーディスクやドライブ上のファイルを整頓したリグループ化したりするスぺースを表す用語です。フォルダ中のファイルは、を前や日付やサイズなどの順番で表示できます。 

フォーマットーファイルを巧巧するためにドライブやディスクを準備する工程のことでず。ドライブまたはディスクをフホーマットするとデータはすべて消失します。 

FSB - front side bus -ブロ セ ッサと RAM の間のデータ経路および物理めなインタ フエー スです。 

FTP - file transfer protocol (ファイル転送プロトコル)ーインターネットに接続されているコンピュータ間でのファイルの交換に利用される標準のインターネットプロトコルです。 


G 

G - グラビティー重力の計測単なです。 

GB - ギガバイトーデータの単位です。1 GB は1024 MB (1, 073,741,824バイト)です。ハードドライブの記憶領域容量を示す場合に、1,000,000,000バイトに切り捨てられて表示されるこ 
ともあります。 

GHz - ギガへルツー周波数の計測単位です。 1 GHz は10憶 Hz または1,000 MHz です。通常、コンピュータのプロセッサ、バス、インタフェースの処理速度は GHz 単位で計測されます。 
グラフィックモード ー X 水平画素巧、 y 垂直回素数および Z 色数で表されるビデオモードです。グラフィックモードは、どんなおやフォントも表現できます。 

GUI - graphical user interface - メニュ ー 、 ウィンドウ、およびアイコンでユーザーとやり取りする対話型ソフトウェアです。 Windows オペレーティングシステムで動作するほとんどのプログラ 
ムは GUI です。 


H 

ドドライブーハードディスクのデータを読み書きするドライブです。ハードドライブと M - ドディスクは同に意巧としてどちらかがなわれています。 

ヒートシンクー巧熱を助けるプロセッサにが属する金属巧です。 

ホ止が巧モー ドーメモリ巧のすべてをハードドライブ上の特別な予約領域に保巧してからコンピュータの電源を切る省電カモードです。コンピュータを巧起動すると、ハードドライブに保存されているメ 
モリ情報が自動的に復元されます。 

HTTP - hypertext transfer protocol -インターネットじ接続されているコンピュータ間でのファイル交換巧プロトコルです。 

ハイパースレツデイングーハイパースレッディングは Intel のテクノロジで、1つの物理プロセッサを2つの論理プロセッサとして健能させることでパフホーマンスを全休めに巧上し、複数のタスクを 
同時に処理することを可能にします。 

Hz - ヘルツー周放数の単位です。1抄間1サイクルで周波致1 Hz です。コンピュータや電子機器では、キロへルツ （ kHz )、 メガヘルツ （ MHz )、 ギガへルツ ( GHz )、 またはテラへルツ ( THz ) 単位 
で計測される場合もあります。 






1C - integrated circuit (集積回路)ーコンピュータ、才ーディホ、およびビデオ装置巧に製造された、何百万もの極小電子コンポーネントが搭載されている半導か基板またはチップです。 


IDE - integrated device electronics -ハードドライブまたは CD ドライブにコントローラが内蔵されている大容量ストレージデバイス用のインタフエースです。 

IEEE 1394 - Institute of Electrical and Electronics Engineers , Inc . - コン ピュータにデジタルカメラや DVD プレーヤーなどの 、I EEE 1394互換デバイスを接続するのに使用される 
高性能シリアルバスです。 

ホ巧«センサ ー- ケーブルを使用しなくても、コンピュータと赤外線互換デバイス間のデータ西送ができるポートです。 

巧な一 通常、コンピュータのシステム基板上に物理腳こ搭載されてし、るコンポーネントを}旨します。「ビルトイン」とも呼ばれます。 

I/O - input / output (入出力）ー コン ピュータにデータを乂力したり. コン ピュータからデータを出力したりする動巧またはデバイスです。キーボードやプリンタは I / O デバイスです。 

I/O アドレスー特定のデバイス（シリアルコネクタ、パラレルコネクタ、または拡張スロットなど）に関連する RAM のアドレスで、プロセッサがデバイスと通信できるようじします。 

IrDA - Infrared Data Association (ホみ線通信協会) 一 赤外線通信の国隙標準を作ぶする組織です。 

IRQ - interrupt request (割り込み要求）ーデバイスがプロセッサと通信できるように、持定のデバイスに割り当てられた電子め経路です。すべてのデバイス接統に IRQ を割り当てる必要力％ 
ります。2つのデバイスに同じ IRQ を割り当てることはできます力<、両方のデバイスを同時に動作させることはできません。 

ISP - Internet service provider (インターネットサービスプロバイダ）ーインターネットへの接続、 E - メールの送受信、およびウェブサイトへのアクセスを行うためじホストサー/く一へのアクセス 
を提供する钱関です。通常、 ISP はソフトウェアのパッケージ、ユーザーち、およびアクセス巧の電話番号をち料(月キムい)で提供します。 


K 

Kb - キロピットー1024バイトに巧当するデータの単位です。メモリ集積回路の容量の単枝です。 

KB - キロバイトーデータの単位です。1 KB は1024バイトです。または1000バイトとすることもあります。 
キーの 化み 合わせ一同時に複数のキーを押してコンピュータを操巧します。 
kHz - キロへルツー1000 Hz に相当する周波数の単位です。 


L 

LAN - local area network (口ーカルエリアネットワーが一煤いお固にわたるコンピュータネットワークでず。 LAN は通常、1棟の建物巧や隣接ずる2、3读の建物巧に限定されます 。 LAN 
は電話回線や電ぶを使って他の難れた LAN と接統し、 WAN (ワイドエリアネットワーかを構成できます。 

LCD - liquid crystal display (巧晶ディスプレイ）ーノートブック コン ピュータのディスプレイやフラットパネルのディスプレイに用いられる巧術です。 

LED - light-emitting diode (を光ダイホード）ーコンピュータのステータスを示す光を発ずる電子コンポーネントです。 

口ーカルバスーデバイスにプロセッサへの高速スループットを提供するデータバスです。 

LPT - Line print terminal - プリンタや他のパラレルデバイスへのパラレル接続の指定先です。 


M 

Mb - メガビットー1024 KB に相当するメモリチップの容量の単なです。 

Mbps - メガビット/秒 ( Mbps )- 1,000,000ビット/巧。通常、ネットワークやモデムなどのデータ転送速度の計測単位に使用します。 

MB - メガバィトーデータの単位です。1 MB は1,048,576バィトです。または1024 KB を表します。ハードドラィブの記憶領域容量を示す場合に、1,000,000バイトに切り捨てられて表示さ 
れることもあります。 

MB/ sec - メガバィト/砂一1,000,000バィト/秒です。通常、データのおさ连度の計測単位に使用します。 

メディア ベイーオプティカルドライ义セカンドバッテリー、または Dell TravelLite ™ モジュールなどのようなデバイスをサポートするベイです。 

メモリーコンピュータ巧卽にある、一時的にデータを保存する領域です。メモリにあるデータは一時的に格納されているだけなので、作業中は時々ファィルを巧巧するようお勧めします。また、 コン ピュ 
-夕をシャットダウンするときもファィルを保存してください。コンピュータのメモリには、 RAM 、 ROM およびビデオメモリなど何種類かあります。通常、メモリというと RAM メモリを指します。 

メモリアドレスーデータを一時的に RAM に巧巧する特をの場所でず。 

メモリマッピングー スタートアップ時に、コンピュータが物理的な場所にメモリアドレスを割り当てるプロセスです。デバィスとソフトウェアカ 《 、プロセッサによりアクセスできる情報を識別できるようじなり 
ます。 

メモリモジュールーシステム基板に接続されている、メモリチップを搭載した小型回路基板です。 

MHz - メガヘルツー周 ミ 巧数の単位です。1,000,000サィクル/巧です。通常、コンピュータのプ□セッサ、バス、ィンタフェースの処理速度は MHz 単位で計測されます。 

ミニ PCI — モデムや NIC などの通信を重視した内蔵周辺谜器の標準です。ミニ PCI カードは、標準の PCI 拖張カードと同等の機能を持つ小型のか付けカードです。 





ミニカードー通信 NIC などの内蔵面辺禮器巧に設計されたル型のカードです。ミニカードは標準の PCI お巧カードと同等の機能を持ちます。 

モデムーアナログ電話回線を介して化のコンピュータと通信するためのデバイスです。モデムには、かがけモデム、 PC 力ード、および内商モデムの3種類があります。通常、モデムはインターネッ 
卜への接続や E - メールのな換に使用されまず。 

モジュールペイー「メディアベイ J を参照してください。 

ms - ミリ秒一1000分の1砂に相当する時間の単位です。ストレージデバイスなどのアクセス速度の計測に使用します。 

MP - メガピクセルーデジタルカメラに使用される画像稱像度の単位です。 


N 

ネットワークアダプターネットワーク機能を提供するチップです。 コン ピユータのシステム基板にネットワークアダプタが内蔵されていたり、アダプタが内蔵されている PC 力ードもあります。ネットワ 
-クアダプタは、 「 N に」（ネットワークインタフエースコントローラ）とも呼ばれます。 

NIC -「ネットワークアダブタ J を参照してください。 

通な巧 « - コンピユータの時計、音量調節、およびプリンタの状況など、プログラムやコンピユータの機能に素早くアクセスできるアイコンが表示されている Windows タスクバーの領域です。「シス 
テムトレイ」とも呼ばれます。 

ns — ナノ科、一10憶分の1科、に巧当する時間の単なです。 

NVRAM - nonvolatile random access memory (不擇発性ランダムアクセスメモリ）ーコンピユータの電源が切れたり、外部電源が停止したりした場合にデータを保存するメモリの一種です。 
NVRAM は、日付、時刻、およびお客様が設定できるその他のセットアッブオプションなどのコンピュータ設定情報を保持するのに利用されます。 


〇 

オプティカルドライブー CD 、 DVD または DVD + RW から、光学技術を巧用してデータを読み書きするドライブです。オプティカルドライブには、 CD ドライブ、 DVD ドライブ、 CD - RW ドライブ、およ 
び CD - RW / DVD コンボドライブがさまれまず。 


P 

パラレルコネクターコンピュータにパラレルプリンタを接続する場合などに巧用される I / O ポートです。 「 LPT ポート」とも呼ばれます。 

パーティシ ヨンーバードドライブ上の物理ストレージ領域です。1つな上の論理ストレージ領域(論理ドライブ）に割り当てられます。それぞれのパーティシヨンは複数の論理ドライブを持つことができ 
ます。 

PC 力ードー PCMCIA 規樹こ準拠してし、る取り外し可能な I / O 力ードです。 PC 力ードの一般のなものに、モデムやネットワークアダプタがあります。 

PCI - peripheral component interconnect - PCI は、32ビットおよび64ビットのデータ経路をサポートする口ーカルバスで、プロセッサとビデオ、各•種ドライブ、ネットワークなどのデバイ 
ス間に高速データ経路を提供します。 

PCI Express - PCI インタフエースの改良版で、プロセッサとそれに接続されているデバイスの間のデータ巧送を高速化します 。 PCI Express は、250 MB / 抄〜4 GB / 巧でデータを転送でき 
ます 。 PCI Express 于ップセットとデバイスがサポートしているま度が異なる場合は、これよりほ速になりまず。 

PCMCIA — Personal Computer Memory Card International Association — PC 力ードの規格を協議する国際め組織です。 

PIO - programmed input/output -データパスの一部としてプロセッサを経由した、2つのデバイス間のデータ串5送方まです。 

ピクセルーディスブレイ画面のシングルポイントです。画像は、ピクセルを縱樹こ配置することで巧成されます。ビデホの解像度 (800 X 600など）は、上下左ちに並ぶピクセルの数で表します。 

プラグアンドプレイーコンピュータがデバイスを自動めに設定できる機能。 BIOS 、 オペレーティングシステム、およびすベてのデバイスがブラグアンドプレイ対応の場合、プラグアンドブレイは、自動 
インストール、設定、既存のハードウ X アとの互換性を提供します。 

POST - power-on self-test (電源お入時の自己テスト）一 BIOS が自動的に口ードする該断プログラムです。メモリ、ハードドライ义およびビデオなどのコンピュータのち要コンポーネントの基 
本めなテストを実行します。 POST で問題が検出されなかった場合、コンピュータは起動を続行します。 

プロセッサープログラム命令を解がして実行ずるコンピュータチップです。プロセッサは、 CPU (中央演算処理装置)とも呼ばれます。 

PS/2 - personal system /2 - PS /2 互換のキーボード、マウス、またはキーパッドを抵损するコネクタです。 

PXE — pre-boot execution environment — WfM (Wired for Management ) 標準で、ホペレーティングシステムがないネットワークコンピュータを設定し、リモートで起動できるようじしま 
す。 


R 

RAID - redundant array of independent disks - データの冗長性を提供する方まです。一般めじ実装される RAID じは 、 RAID 0、 RAID 1 、 RAID 5、 RAID 10、および RAID 50 があ 
ります。 


RAM - random-access memory (ランダムアクセスメモリ）ーブログラムの命令やデータを保存するコンピュータのち要な一時記憶領域です。 RAM に保存されている情漸ホ、コンピュータをシャ 
ットダウンすると失われます。 






readme ファイルーソフトウェアのパッケージまたはハードウェア製品(こミを付されているテキストファイルです。通常、 readme ファイルには、インストール手順、ま斤し〈付け加えられた機能の説明、 
マニュアルに記載されていない修正などが記載されています。 

»み巧 y 専巧一表示することはできますが、編集したり削除したりすることができないデータやファイルです。次のような場合に読み取り専巧になります。 

〇フロッピーディスク、 CD 、 または DVD を書き込み防止にしている場合 

〇ファイルがネットワーク上のディレクトリじあり、システム管理をが特定の個人だけにアクセス権限を許可している場合 

リフレッシュレー トー画面上のビデオイメージが再描画される周放致です。単位は Hz で、このリフレッシュレートの面波数で画面の水平走査線（またはま直周放数）が再巧画されます。リフレッシ 
ュレートが高いほど、ビデオのちらつきが少な〈見えます。 

度一す J ンタで印刷される画像や、モニターに表示される固像がどのくらい鮮明かとし巧度合です。解像度を高い数値に設定してしぶほど鮮明です。 

RFI - radio frequency interference (無線電ミ皮障害）一10 kHz から100,000 MHz までの範囲の通常の無線周波数でを生ずる摩害です。お線面液は電磁周放数帯域のほ域に属し、ホか 
線や巧などの高周波よりも摩害を起こしやすいが巧がありまず。 

ROM - read-only memory (読み取り専 ffl メモリ）ーコンピュータが削除したり書き込んだりできないデータやプログラムを保存するメモリです。 RAM と異なり、 ROM はコンピュータの電源が切れ 
ても巧容を保持しまず。コンピュータの動作に不可欠のプログラムで ROM に常,招しているものがい<つかあります。 

RPM - revolutions per minute - 1分間に発まする回転数です。 M - ドドライブ速度の計測に使用します。 

RTC - real time clock -システム基板上じあるバッテリーで動く時計で、コンピュータの電源を切った後も、日付と時刻を巧持します。 

RTCRST - real-time clock reset - -卽のコンピュータに搭載されているシステムをあ上のジャンパで、問題が発生した場合のトラブルシューティングに利巧できます。 


S 

SAS - serial attached SCSI - 従来のパラレル SCSI じ巧し、より高速なシリアルあまの SCSI インタフェースです。 

SATA - serial ATA -より高速なシリアルお式の ATA(I DE ) インタ フェー スでず。 

スキャンディスクーファイル、フホルダ、およびハードディスク上にエラーがないかどうかをチェックする Microsoft ユーティリティです。コンピュータの反応が止まって、コンピュータを再起動したとき 
にスキャンディスクが実行されることがあります。 

SCSI - small computer system interface -ハードドライん CD ドライブ、プリンタ、スキャナなどのデバイスをコンピュータに接続するのに使巧される高まインタフェースです。 SCSI は、1 
つのコントローラでを<のデバイスを接続できます。をデバイスは、 SCSI コントローラのバス上の個々の識別番号によってアクセスされます。 

SDRAM — synchronous dynamic random-access memory (同期ダイナミックランダムアクセスメモリ）ーブロセッサの最適クロック速度と同期された DRAM の一種です。 

シリアルコネクターコンピュータに/\ンドへルドデジタルデバイスやデジタルカメラなどのデバイスを接続するためによく使用される I / O ポートです。 

サービスタグーコンピュータに貼ってある/くーコードラべルのことで、デルサポートの support.jp.dell.com にアクセスしたり、デルのカスタマーサービスやテクニカルサポートじ電話でも'巧い合 
わせたりする場合に必要な識別番号力 < 書いてあります。 

セットアッププログラムーハードウェアやソフトウェアをインストールしたり設定したりするのに使うプログラムです。 setup.exe または install.exe とし、うプログラムがほとんどの Windows 用ソ 
フトウェアに付属しています。「セットアッブプログラム」は「セットアッブユーティリティ」とは異なります。 

シヨートカットー頻繁に使用ずるプログラム、ファイル、フォルダ、およびドライブにすばや < アクセスできるようにするアイコンです。ショートカットを Windows デスクトップ上に巧成し、ショートカット 
アイコンをダブルクリックすると、それに対応するフホルダやファイルを検索せずに開くことができます。ショートカットアイコンは、ファイルが置かれている場巧を変更するわけではありません。ショートカ 
ットアイコンを削除しても、元のファイルには何の影響もありません。また、ショートカットのアイコンををを要することもできます。 

SIM- Subscriber Identity Module - SIM 力ードには、音声およびデータの転送を暗号化するマイクロチップが搭載されてし、ます。電話やポータブルコンピュータにを用できます。 

スマートカードーブロセッサとメモリチップじ内蔵されている力ードです。スマートカードは、スマートカード搭載のコンピュータでのユーザーの認証に利用できます。 

S/ PDIF - Sony/Philips Digital Interface - ファイルの質がほ下する可能性があるアナログ化式に変換せずに、1つのファイルから别のファイルに才ーディオを転送できるホーディオ転送用フ 
ァイルフォーマットです。 

スタンバイモードーコンピュータの不必要な動作をシャットダウンして、電力を節約する省電カモードです。 

Strike Zonew - ハードドライブを保護するために強化されたプラットフホームベース部分です。コンピュータの電源カザンのときでもオフのときでも、コンピュータを落としたとき、または振動などのシ 
ョックが与えたれたときに、衝撃吸収体として磯能します。 

サージプロテクター雷などが原因で、コンセントを介してコンピュータに影響をちえる電圧を動から、コンピュータを保塞します。サージプロテクタは、落雷や通常の AC ライン電圧レベルが20 % 

な上ほ下する電圧変動による停電からはコンピュータを保譲すること力巧きません。 

ネットワーク接結はサージプロテクタでは巧證できません。雷雨時は、必ずネットワークケーブルをネットワークコネクタから外してください。 

SVGA - super-video graphics array - ビデオカードとコントローラ用のビデオ標準規格です。 SVGA の通常の解像度は800 x 600および1024 x 768です。 

ブ□グラムが表示するを数と解像度は、 コン ピュータに取り付けられてし、るモニター、ビデオ コント ローラとドライバの性能、およびビデオメモリの容量によって異なります。 

S ビデオ TV 化力ーテレビまたはデジタルオーディホデバイスをコンピュータに接続するために使われるコネクタです。 

SXGA - super-extended graphics array - 1280 x 1024までのお像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデオ標準でず。 

SXGA+ — super-extended graphics array plus — 1400 x 1050までの解像度をサポートするビデホカードやコントローラのビデオ標準です。 

システム*巧ーコンピュータに搭載されている主要回路基板でず。「マザーボード」とも呼ばれます。 


セットアップ ユー ティリティーコンピュータのハードウエアとホペレーティングシステム間のインタフエース機能を持つユーティリティです。セットアップユーティリティを巧巧して、 BIOS で、日時やシス 
テムパスワードなどのユーザー定義可能なホブシヨンを設定できます。設定がコンピュータにどのような影譽をちえるのか理解できてし々い場合は、このブログラムの設定ををましないで〈ださい。 




TAPI — telephony application programming interface —音声 '、 データ、ファックス、ビデホなどのを種テレフホニーデバイスを Windows のプログラムで巧巧できるようにするインタフェー 
スです。 


テキスト エディターたとえば、 Windows のメモ帳など、テキストファイルを作成および編集するためのアプリケーシヨンプログラムです。テキストエディタじは通常、ワードラップやフホーマット(アン 
ダーラインのオプションやフォントの変更など）の機能はありません。 


TPM - trusted platform module (信頼巧みブラットフオームモジュール）ーセキュリティソフトウェアと絹み合わせてほ用した場合に、ファイルや E - メールなどの保護磯能をち効にすることでネ 
ットワークとコンピュータのセキュリティが強化される、ハードウエアべースのセキュリティ機能です。 


トラベルモジュールー ノートブックコンピュータの重量を減らすために、モジュールベイの中じ設置できるよう設計されているプラスチック製のデバイスです。 


U 


UMA - unified memory allocation -ビデオに動のに割り当てられるシステムメモリです。 

UPS - uninterruptible power supply 嫌停電電源装置）一電気めな廣害力 《 起きた場合や、電圧レベルがほ下した場合に使用されるバックアップ電源です。 UPS を設置すると、電源が切れた 
場合でも限られた時間コンピュータは動巧することができます。通常、 UPS システムは、過電流を抑え電圧を調整します。小型の UPS システムで数分間電力を供給するので、コンピュータを正し<シ 
ヤットダウンすることが可能です。 

USB - universal serial bus - USB 互換キーボード、マウス、ジョイスティック、スキヤナー、スピーカー、ブリンタ、ブロードバンドデバイス （ DSL およびケーブルモデム）、撮像装置、またはストレ 
-ジデバイスなどのほ速デバイス巧ハードウエアインタフエースです。コンピュータの4ピンソケットカロンピュータに接続されたマルチポートハブに直接デバイスを接統します。 USB デバイスは、コン 
ピュータの電源が入っていても巧続したり取りかしたりすることができます。また、デージー チェー ン型に接続することもできます。 


UTP - unshielded twisted pair (シールドなしツイストペア）一ほとんどの電話回線利用のネットワークやその化の一部のコンピュータネットワークで利用されているケーブルの種類です。電磁 
ぶ垣害から保譲するためにワイヤのペアに金属製の被覆をほどこず巧わりに、シールドなしのワイヤのペアがねじられています。 


UXGA - ultra extended graphics array - 160 0 x 1200までの解像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデオ標準です。 


V 


ビデホコントローラー お使いのコンピュータに(モニターのキ占み合わせにおいて)ビデオ機能を提供するビデオカードまたは(オンボードビデオコントローラ搭載のコンピュータの)システム基キ反の回路で 
す。 


ビデオメモリー ビデオ機能専用のメモリチップで構成されるメモリです。通常、ビデオメモリはシステムメモリよりも高まです。ビデホメモリの容量によって、プログラムでき示できるを数が大き < ちち 
されます。 


ビデホモードー テキストやグラフィックをモニターに表示する曝のモードです。グラフィックをべースじしたソフトウェア ( Windows オペレーティングシステムなど）は、 x 水平ピクセル数 x y 垂直ピク 
セル数 X Z を数できされるビデオモードで表示されます。文字をベースじしたソフトウェア(テキストエディタなど）は、 X 列 X y 巧の义字数で表されるビデオモードで表示されます。 


ビデオ解 A を一 r 解像度」を参照してください。 


ウイルスー 疑がらせ、またはコンピユータのデータを破镇する目的で作られたプログラムです。ウィルスプログラムは、感染したディスク、インターネットからダウンロードしたソフトウェア、または E - メ 
ールのホ付ファイルを経由してコンピュータから別のコンピュータへ感染します。ウイルス感染したプログラムを起動すると、プログラムに潜がしたウイルスも起動します。 


-般的なウィルスに、フロッピーディスクのブートセクターに潜伏ずるブートウィルスがあります。フロッピーディスクを巧入したままコンピュータをシャットダウンすると、巧の起動時に、コンピュータはホぺ 
レーティングシステムを餐すためフロッピーディスクのブートセクターにアクセスします。このアクセスでコンピュータがウイルスじ感染します。一度コンピュータがウイルスじ感染すると、ブートウイルス 
は除去されるまで、読み書きされるすべてのフロッピーディスクにウイルスをコピーします。 


V -ボルトー電位または起電力の計測単位です。1ボルトは、1アンペアの電流を通ずる巧な1オームの導線の両端の電位の差です。 


W 

W -ワットー電力の計測単位です。 1 ワットは1ボルトで流れる1アンペアの電流を指します。 

WHr -ワット時一おおよそのバッテリー容量を示すのに通常利巧される計測単位です。たとえば、66 WHr のバッテリーは已6 W の電力を1時間、または33 W を2時間供給できます。 

壁 化一 Windows デスクトップの背景となる模巧や給巧です。壁紙を変更するには Windows コントロールパネルから変更します。また、気に入った絵柄を読み込んで壁紐をイ乍成すること力巧き 
ます。 

WLAN - wireless local area network (ワイヤレスローカルエリアネットワーク）。インターネットアクセスを実現するためじ、アクセスポイントまたはワイヤレスルーターを使用し、エアウエーブを 
介して相互に通信する、巧互接統された一連のコンピュータです。 

♦き込み不可に苗:をー ファイルやメディアに、データの巧容を変更不可に設定することです。書き込み保護を設定しデータを変更またはお填されることのないように保護します。 3.5 インチのフロッ 
ピーディスクじ書き込み巧譲を設定する場合、書き込み保譲設定タブをスライドさせて書き込み不可の位置にします。 

WWAN - wireless wide area network (ワイヤレスワイドエリアネットワーク）。携帯電話巧術を利用して WLAN よりも格段にをい地理覇囲を網おするワイヤレス高速データネットワークで 
す。 

WXGA — wide - aspe な extended graphics array — 1280 x 800までの解像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデホ標準です。 






XGA - extended graphics array -102 4 x 768 までの解像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデホ標準です。 


Z 


ZIF - zero insertion force - コンピユータ于ップまたはソケットのどちらにもまった<力を加えないで、チップを取り付けまたは取りタルできる、ソケットやコネクタの一種です。 

Zip --般めなデータの圧縮フォーマットです。 Zip フホーマットで圧縮されているファイルを Zip ファイルといい、通常、ファイルちのお張子が . zip となります。特別な Zip ファイルに自己解法型フ 
アイルがあり、ファイル名の拡張子は . exe となります。自己解ま型ファイルは、ファイルをダブルクリックするだけで自動めに解まできます。 


ZIP ドライブー Iomega Corporation によって開をされた大容量のフロッピードライブで、 Zip ディスクと呼ばれる 3.5 インチのリムーバブルディスクを使用しまず。 Zip ディスクは標準のフロッピ 
ーディスクよりもやや大きくが] 2倍の厚みがあり、100 MB のデータを保持できます。 
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CD および DVD をコピーするには 

Dell PrecisiorT " Workstation 390ューザーズガイド 

♦ CD または DVD のコピーの化方 
♦ 空の CD および DVD の巧い方 
♦ 便利なヒント 


。 メモ： CD または DVD をコピーする晩ホ、著作権まに基づいていることを巧詔して〈ださい。 


本項は CD - RW 、 DVD +/- RW 、 または CD - RW / DVD (コンボ)ドライブを棉えたコンピュータだけに適用されます。 


b メモ： デルじより提供される CD または DVD ドライブのタイプは国により異なることがあります。 


な下の手 II 頃では 、 Roxio Creator Plus - Dell Edition をほ用して CD または DVD を完全にコピーする方法について説明します。コンピュータに保存されたホーディホファイルから音楽 CD を作 
巧したり、重要なデータをバックアップするなど、別の目ので Roxio Creator Plus を使用することもできます。ヘルプに関しては 、 Roxio Creator Plus を開き、ウィンドウのち上じある疑問巧け）ア 
イコンをクリックしてください。 


CD または DVD のコピーの 仕方 

b メモ： CD - RW / DVD コンボドライブでは 、 DVD メディアに書き込むことはできません。 CD - RW / DVD コンボドライブで書き込み中に問題が生じた場合は、 Sonic サポートウェブサイト 

www . sonicjapan . co . jp / support で使用可能なソフトウェアパッチを確認してください。 


Dell コンピュータに取り付けられている DVD 書き这み可能ドライブは、 DVD +/- R . DVD +/- RW 、 および DVD+R DL (デュアルレイヤ)メディアに対しては書き込みと読み取りを巧います力<、 DVD - 
RAM または DVD-R DL メディアに対しては書き込みを行わず、読み取りも巧わない可能性があります。 

^ メモ： 市販の DVD のほとんどはき作権が巧譲されているので 、 Roxio Creator Plus をほ巧してコピーすることはできません。 

1. スタート をクリックして、 すぺてのプログラム ー Roxio 一 Creator Projects とポイントして、 Record Now Copy をクリックします。 

2. コピー タブで、 ディスクコピー をクリックします。 

3. CD または DVD をコピーするには、次の手順を実行しまず。 

I CD または DVD ドライブカ《1台しかない場合は、設定が正しいことを確認し、 ディスクコピー をクリックします。コンピュータカ《ソース CD または DVD を読み取り、コンピュータのハ 
ードドライブのテンポラリフォルダじそのデータをコピーします。 

ブロンブトが表示されたら、をの CD または DVD をドライブに挿入して、 OK をクリックします。 

I CD または DVD ドライブカ《2台ある場合は、ソース CD または DVD を入れたドライブを選巧し、 ディスクコピー をクリックします。 コン ピュータカ《ソース CD または DVD のデータ 
をまの CD または DVD にコピーします。 


ソース CD または DVD のコピーが終了すると、巧成された CD または DVD は自動めじ出てきます。 


空の CD および DVD の使い方 

CD - RW ドライブは CD 記録メディア（高ま CD-RW メディアを含む）にしか書き这みを巧うことができません力《、 DVD 書きをみ可能ドライブは CD と DVD の両方の記録メディアに書きをみを巧うこと 
ができます。 

音楽や永义保存データフアイルを記録するには、 をの CD - R を使用して〈ださい。 CD - R の最大ストレージ容量に達すると、その CD - R には再度書き込むことができません(詳細については 、 Sonic 
のマニュアルを参.暗して<ださい）。 CD の情報を後で消去、上書き、またはアップデートするには、をの CD - RW を使巧してください。 

をの DVD+/-R It . 大量の情報をホ义巧巧することができます。 DVD +/- R ディスクを巧成した後、ディスクを作成するプロセスの最終段階でそのディスクが「ファイナライズ J または「ク□-ズ」された 
場合は、そのディスクに再度書き込みができないことがあるかもしれません。後でディスクにある情報を消去、再書き込み、または更新する場合は、まの DVD +/- RW を使用して〈ださい。 

CD 書き込み可能ドライブ 


メディアタイプ 

K み巧 y 

書き込み 

再書き込み 

CD-R 

0 

0 

X 

CD-RW 

0 

0 

〇 


DVD 書き込み可おドライブ 


メディアタイプ 

R み巧り 

書き込み 

再書き込み 


















CD-R 

0 

0 

X 

CD-RW 

0 

0 

0 

DVD+R 

0 

0 

X 

DVD-R 

0 

o 

X 

DVD+RW 

0 

o 

0 

DVD-RW 

0 

0 

0 

DVD+R DL 

0 

0 

X 

DVD-R DL 

場合による 

X 

X 

DVD-RAM 

場合による 

X 

X 


便利なヒント 

I Microsoft ® Windows ® エクスブローラでファイルを CD-R または CD-RW にドラッグ&ドロップする場合は、まず Roxio Creator Plus を開おして Creator プロジェクトを開いて〈だ 
さい。 

I コピーしたミュージック CD を一赔的なステレホで再生させるには、 CD-R を使用してください。 CD-RW はほとんどの家庭用ステレホおよび力ーステレオで再まできません。 

I Roxio Creator Plus を巧用して、才ーデイオ DVD を巧成することはできません。 

I 音楽用 MP 3 ファイルは、 MP 3 ブレーヤーでのみ 、または MP 3 ソフトウェアがインストールされたコンピュータでのみ再まできます。 

I ホームシアターシステムで使用される市販の DVD プレーヤーは、使用可能な DVD フホーマットをすべてサポートしているとは限りません。お使いの DVD プレーヤーがサポートしているフホ 
-マットに関しては、 DVD プレーヤーに付属のマニュアルを参照するか、または製造元にお問い合わせ〈ださい。 

I をの CD-R または CD-RW を最大容量までコピーしないでください。たとえば、650 MB のファイルを容量が650 MB のをの CD にコピーしないでください。 CD-RW ドライブは、記録の最 
終段階で1〜2 MB のブランクスペースを必要とします。 

I CD への記録について操巧に慣れるまで辖習するじは、をの CD-RW を使用してください。 CD-RW なら、失敗しても CD-RW のデータを;肖モしてやりなおすことができます。また 、をの 
CD-R に音楽ファイルプロジェクトを永义記録する前にプロジェクトをテストする場合 I こも、空の CD-RW を使用してください。 

I 詳細に関しては、 Sonic ウェブサイト www . sonicjapan . co.jp を参照してください。 


目次ページに戻る 

















目次 ページに戾る 


部品の取り外しと取り付け 

Dell Precision ™ Workstation 390ューザーズガイド 

♦ 化 業を 間始 する邮こ 
• 班; 墳 ずるエ H . とツール 
♦ コンピュータのぶ源を切る 
• コンピュータ 巧が の 作叢を 始める 前に 
♦ コンピュータカバーとが 面 パネルの 取り外し 

9 シャーシイントルージョンスイッチ 
♦ メモリ 
♦ ドライブ 


力ード 

オプションのスピーカーの化り付け 

プロセッサ 

パッテリー 

1/0パネル 

‘ち源ユニット 

システム 葺扳 

叫がパネルとコンピュータカバーの取り■け 


作業を開始する前に 

本章では、お使いのコンピュータからコンポーネントを取り外したり、取り付けたりする手順について説明します。特に巧示がない限り、それぞれの手順ではなドの条件を満たしていることを前提とし 
ます。 

I 「 コンピュータのち源を切る 」 および 「 コンピュータ内部の作業を始める前に J の手順をすでに絶えていること。 

I おほいの Del | TM の r 製品情報ガイド J のま全に関する情報を読んでしぶこと。 

I 取り外しの手順を逆の順序で実斤することで部品の取り付けができること。 


推奨する工具とツール 

本書で説明する操作には、がでのツールが必要です。 

I 細めのマイナスドライバ 
I プラスドライ/く 

I フラッシュ BIOS アッブデートプログラムのフロッピーディスクまたは CD 


コンピュータの電源を切る 

Q 注を！ データの損失を避けるため，コンピュータの電源を切る前に、開いているファイルをすべて保存してからがじ、実け中のプログラムをすべて捣丫します。 

1. 次の手順でオペレーティングシステムをシャットダウンします。 

a . 開いているすべてのプログラムやファイルを保存して銘丫しまず。スタートボタンをクリックして，な了オプションをクリックします。 

b . コンビュータの 電源を切る ウィンドウで、 電源を切る をクリックします。 

オペレーティングシステムのシャットダウンブロセスが終 _ r した後に、コンピュータの電源が切れます。 

2. コンピュータおよび接統されてし巧デバイスの電源が切れていることを確認します。オペレーティングシステムのシャットダウンで自動的に電源が巧れないコンピュータや周な機器力《あれば、 
手操作で電源を切ってください。 


コンピュータ内部の作業を始める前に 


コンピュータの損傷を防ぎ、ご自身の身体の安全を守るために、なドの点にご注意ください。 


^ を吿： 本巧の手おを巧おする前に、 r 巧品情巧ガイド J の「安全にお使いいただくための注ま J を参照してください。 


A 巧吿： 部品や力ードの取 y おぃには十分注をしてくださし、力ード上の部品や接統部分にはがれなぃでくださぃ.力ードを持つ度は緣を持つか、金属巧の取 y がけブラケッ 
ー トの部分を持ってくださぃ。プロセッサチップのようなコンポーネントは、ピンの部分ではな<嫁を持つようにしてくださし、 

Q 注意： コンピュータの修掛ホ、資格を持ってし、るサービス技お者-のみががってくださぃ。デルが認可してし、なぃサービスによる故尉ホ、保証のが象じなりません。 

い 注ま： ケーブルを外すときは、コネクタまたはストレインリリーフループの部分を持ち、ケーブルそのものを引っ張らなぃでくださぃ。ケーブルによっては、ロックタブ付きのコネクタがあるケ 
〜 ーブルもあります。このタイブのケーブルを取りかすときは、ロックタブをネ甲し入れてからケーブルを巧きます。コネクタを抜く隙は.コネクタのピンを曲げなぃようにまっずぐに引きあきます。 
また、ケーブルを接統する前に、両方のコネクタが正しぃ向きに揃ってぃるか確認します。 
























Q 注意： コンピュータの損傷を防ぐため.コンピュータ内部の作業を始める前に、次の手順を実斤します。 

1. コンピュータのぶ幣をがります。 

Q 注意： ネットワークケーブルを取り外すには、まずコンピュータからケーブルを外し、次に、ネットワークポートまたはデバイスからケーブルを外します。 

2. 電話回線や通信回線のケーブルをコンピュータから外します。 

3. コンピュータと接統されているすべてのデバイスをコンセントから取り外し、電源ボタンを押してシステム基おの静電気を逃がします。 


コンピュータカバーと 前面パネルの取り外し 

コンピュータカバーの 取り外し 

A 宙告： 本巧の手頂を聞おする前に、[巧品情報ガイド J の「ま全にお怔いいただくための注意 J を参照してください。 

^ を吿： 感培防止のため、カバーを閉<前にコンピュータの電源プラグをおずコンセントから巧いてください。 

A 注る： コンピュータ巧の部おの静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる柳こ、身体から静電気を除まして〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面 
>に触れることにより、静電気を逃がすことができまず， 

1. 「 化' 葉を開始する刖じ 」 の手順に促って操作してください。 

2. セキュリティケーブルが取りかけられてし、る場合は、セキュリティケーブルスロットから取り外します。 

〇 注意： カバーを開いて作業できるように、高さ30 cm な上の十分なスぺースが作業台上にあることを確認してください。 

〇 注意： コンピュータまたはコンピュータが載ってしぶ表面を傷つけないように、保護された水平な表面で作業するよ引こしてください。 

3. カバーの面が上になるように，コンピュータを平らな場所に置きます。 

4. カバーリリースラッチを懂方へ引きまず。 

^ ゾモ！ デスクトップコンピュータの場合は，ドライブが図と異なります。 



[] 1 力/\—7 ツナ IJIJ— X I ? 1コンヒュー 9 カバー [3 [力/\—ヒンジ 


5. コンピュータの端にある3つのヒンジタブの位置を確認します。 


氏コンピュータカバーの側面をつかみ、ヒンジをてこのを点にしてカバーを上に回転させます。 
















7. ヒンジタブからカバーを外し、安全な場所に保管します。 

前面パネルの取 y 外し 

么 巧を： 本項の手厢を開おする前に、 r 巧品情巧ガイド J の「安全にお巧いいただ<ための注意 J を参おしてください。 

A 餐を： 感電防止のため、カバーを開く前にコンピュータの電源プラグを化ずコンセントから技いてください。 

© 注意： コンピュータ巧の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる柳こ、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されてし々い金属面 
に触れることにより、静電気を逃がすことができます。 


1. 「 か: 策を開始するがじ 」 の手順にがって操作してください。 

2. コンピュータカバーを開きます C r コンピュータカバーのおり 外し 」 を参照）。 
& メモ： デスクトップコンピュータの場合は，ドライブが図と異なります。 



3. 前面パネルのリリースレバーを持ち上げ、が面パネルを左にスライドさせて取り外します。 


シャーシイントルージョンスイッチ 

餐を： 本巧の手おを開始する前に、 r 巧な情報ガイド J の「を全にお使いいただ<ための注意 J を参照してください。 

么 巧を： 感電防止のため、カバーを関く前に必ず、コンビュータの電源プラグをコンセントから巧いてください。 

の 注を： コンピュータ巧の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる柳こ、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されてし々い金属面 
〜 に触れることにより、静電気を逃がすことができまず。 

シャーシイントルージョンスイッチの取 y 外し 

1. 「 作業を開始する前に 」 の手順に促って操作してください。 

2. コンピュータカバーを開きます（： r コンピュータカバーのお L パトし 」 を参照）。 

3. シャーシイントルージョンスイッ于ケーブルをシステム基板から取 y 外します。 

シヤーシからシヤーシイントルージョンスイッチケーブルを取り外す際は、ケーブルの配線経路をメモしておいてください。シヤーシにがいているフックは> ケーブルをシャーシ内部の所定の位 
置に固定するためのものです。 


4. マイナスドライバを使用して、シャーシイントルージョンスイッチをスロットからゆつ<リ引き出し、スイッチとそのスイッチに付いているケーブルをコンピュータから取りタトします。 




















シャーシイントルージョンスイッチの取りがけ 

1. シャーシイントルージョンスイッチをゆっ"とスロットに差し化み、ケーブルをシステム基板に再接統します。 

2. コンピュータカバーを取 y がけます。 「 コンピュータカバーの化り f . m 」 を参照してください。 

3. コンピュータスタンドを使用する場合は、これを取り巧けます。 

。 注苗！ ネットワークケーブルを接統するには，まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に、コンピュータじ差し化みます。 

4. コンピュータとデバイスを電源コンセントに接綿し、電源を入れます。 

シャーシイントルージョンディテクタのリセット 

1. コンピュータの電源を入れます（または再起動します）。 

2. 青い DELLTM ロゴの画面が表示されたら，<に> キーをすぐに押します。 

キーを押すタイミングが合わず Windows のロゴが表示されてしまったら、 Microsoft ® Windows ® のデスクトップが表示されるまで巧ち、デスクトップが表示されたら、コンピュータをシ 
ャットダウンして （ r コンピュータの‘屯源を切る J を參照）、操作をやり直してください。 

3. セットアッブユーティリティを起動し （ r セットアッブユーティリティの起利 」 を参照）、 Chassis Intrusion (シャーシインいレージョン）オプションを選択し、左右の矢印キーを押して 
Reset (リセット）を選巧します。設定を On (ホン）、 On-Silent (オン、サイレント）、または防 sabled (無効）にを至します。 

。 メモ： デフホルト設をは On-Silent (オン、サイレント）です。 

4. < Alt >< b > を押し、コンピュータを再起動して、を更を有効にします。 


メモリ 

お使いのコンピュータ I こがおするメモリの詳細については、 [を || J を参照してください。 

〇 注意： 新しいメモリモジュールを取り付ける前に，お使いのコンピュータ用の最新の BIOS をデルサポートサイト support . jp . detl.com 力、らダウンロードしてください。 

メモリの概要 

I メモリモジュールは、同じメモリサイズ、速度、およびテクノロジのものを2枚1組のペアで取り付ける必要があります。メモリモジュールを同じメモリサイズのペアで取り付けていない場 
合、コンピュータは動作しますが、性能が少し化下します。モジュールの右上角のラベルで、モジュールのを量を確認してください。 














& メモ： 必ずシステム基板に示されている順序でメモリモジュールを取り付けて〈ださし、。 

推獎されるメモリ構成は次のとお y でず。 

〇 同じメモリモジュールのペアをコネクタ DIMM _1 と DIMM _2 に装着 
または 

〇 同じメモリモジュールの1組のペアをコネクタ DIMM _1 と DIMM _2 I こ、もう1組のペアをコネクタ DIMM _3 と DIMM _4 に装着 
I 速度の異なる DDR 2 メモリのペアを細み合わせて装着すると、モジュール全体が、装着したモジュールのうち一番遅い速巧で動作します。 

I 別のコネクタにメモリモジュールを装着する前に、プロセッサに最も近いコネクタの DIMM _1 コネクタにシングルメモリモジュールを装着していることを確認してください。 
I メモリモジュールを装着する際に 、 ECC メモリと非 ECC メモリを細み合わせないでください。 



A 

コネクタ DIMM 1 および DIMM 2 の同じメモリモジユールのペア（白色の固定クリップ） 

B 

コネクタ DIMM _3 および DIMM _4 の同じメモリモジユールのペア（黒色の固定クリッブ） 


& メモ： デルからご睹入されたメモリは、お使いのコンピュータの保証に含まれます。 

〇 注意： メモリのアップグレード中にコンピュータから元のメモリを取り外した場合、新し<装ちするモジュールをデルからお買い上げになったとしても、元のメモリを新しいメモリとは別に保管し 
W て〈ださい。できるだけ、新しいメモリモジュールと元のメモリモジュールをペアじしないでください。ペアにすると、コンピュータが正し<起動しないことがあります。元のメモリモジュール 
は、コネクタ DIMM 1と DIMM 2、またはコネクタ DIMM 3と DIMM 4のいずれかにペアで装着する必要があります。 


4GB 構成でのメモリアドレッシング 

2 GB DIMM を4つ使用する場合は、最大の8 GB のメモリまで巧応します。 Microsoft ® Windows ® XP など、最新のオペレーティングシステムでは、アドレススぺースを最大で4 GB しか 
使用することができません。ただし、ホペレーティングシステムで利用可能なメモリ容量は、4 GB 未満です。コンピュータ巧の一部の部品は、4 GB の範囲のアドレススぺースを必要とします。こ 
のような部品に確がされるアドレススぺースは、コンピュータメモリが使用することはできません。 


^ メモ： 64ビットバージヨンのオペレーティングシステムを使用した場合、オペレーティングシステムはメモリお西の全体を利用できます。 

メモリアドレススぺースをか要とするコンポーネントは次のとおりです。 

I システム ROM 
I APIC 

I 内蔵 PCI デバイス（ネットワークコネクタ、 SAS コントローラ 、 IEEE 1394コントローラなど） 

I PCI または PCI Express デバイス/力ード 

システムの起動時に、 BIOS はアドレススぺースを必要とするコンポーネントを識別します。 BIOS は予約された必、要なアドレススぺースの容量を動的に計算して、4 GB から予約巧みのアドレスス 
ペースを減算し、利用巧能なメモリスペースの容量を決定します。 

I 取り付けられたコンピュータメモリの總量が、利用可能なアドレススペースより少ない場合、取りがけられたすべてのコンピュータメモリは、ホペレーティングシステムによって利用可能になりま 
す。 

I 取り付けられたコンピュータメモリの總量が、利用巧能なアドレススペースと同じか、それよりぞい場合、取りがけられたコンピュータメモリの少量部分をオペレーティングシステムが使用できま 
す。 


メモリの取り付け 










^ s 吿： 本巧の手巧を開おする前に、 r 巧品情報ガイド J の「安全にお使いいただくための注き J を参おしてください • 


^ 餐吿： 感電防止の ため、カバーを 開 < がに必ず、 コンビュータ の電お プラグをコンセントから巧いてください。 

〇 注意： コンピュータ巧の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子が品に触れる柳こ、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面 
W に触れることにより、静電気を逃がすことができまず。 

1. 「 化 業を開始ずる前に 」 の手順におって操作してください。 

2. コンピュータカバーを開きます （r コンピュータカバーの取りかし 」 を譽照）。 

3. メモリモジュールコネクタの両端にある固をクリップを、巧し開きます。 



1 

プロセッサに最も近いメモリモジュールコネクタ 

2 

固定クリップ （2) 

3 

コネクタ 


4. メモリモジュールの底面の切り込みを、コネクタ巧のクロスバーじ合わせます。 



1 

切り欠き （2) 

2 

メモリモジュール 

3 

切り化み 

4 

クロスバー 






Q 注る： メモリモジュールへの損傷を防ぐため、モジュールの両端に均等に力を加えて、モジュールをコネクタに向けてまっすぐ下へ挿入します。 

5. メモリモジュールをカチッと所定の位置に収まるまで，しっかりと押し込みます。 

モジュールが過切に挿入されると、固定クリップはモジュール両端の切り欠きにカチッと収まります。 



6. コンピユータカバーを取り付けます。 「 コンピユータカバーのおりり'け J を参照してください。 

Q 注意： ネットワークケーブルを摆韶するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に、コンピユータに差し化みます。 

7. コンピユータとデバイスを電源コンセントに接統し、電源を入れます。 























8. < F 2> を巧してセットアップユーティリティを起動し、 System Memory (システムメモリ）の値を確認します。 

コンピュータは新し<取り付けたメモリを認識して. System Memory (システムメモリ）の値を巧更しているはずです。メモリの新しい値を確認します。値が正しい場合は、 手顺 10 へ進 
みます。 

9. 合計値が正しくない場合は，コンピュータとデバイスの電源を巧って電源コンセントから外し、コンピュータカバーを開き （ 「 コンピュータカバーの 取り列 ■し 」 を藝 照）、 イモリモジュールがソケ 
ットに正しく装着されていることを確認します。次に、手順6〜8を繰り返します。 

10. System Memory (システムメモリ）の證容量が正しい場合は、 < Esc > をす甲してセットアップユーティリティを終 T します。 

11. Dell Diagnostics (設断）プ□グラム （ 「 Dell Diagnostics (諸断） プログラム 」 を参照）を実巧し、メモリモジュールが正し<機能しているかどうか確認します。 

メモリの取り外し 

么 をを： 本項の 手 おを W おする前に、[巧な 情 巧ガイド J の 「を 全にお植いいただ<ための 注意 J ぞ参おしてください。 

么 をを： 感ま防止のため、カバーを開く前に必ず、コンビュータの電源プラグをコンセントから技いてください. 

© 注を： コンピュータ巧の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去してください。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面 
に触れることにより、静電気を逃がすことができまず。 

1. 「 か 業を開始する前に 」 の手順に促って操作してください。 

2. コンピュータカバーを開きます（： r コンピュータカバーのお L パトし 」 を参照）。 

3. >モリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを、押し開きます。 

4. モジュールをしっかりつかんで、引き_卜.げます。 

モジュールが取り外しにくい場合は，モジュールを前後に軽〈動かして緩め、コネクタからなり外します。 


ドライブ 


タワーコンピュータのドライブ 


フル実装時の構成は次のとおりです。 


シリアル ATA ( SATA ) ハードドライブ4台、オプティカルドライブ1台、およびフロッピードライブまたはメディアカードリーダ ー 1台 


SAS または SATA ハードドライブ3台、オプティカルドライブ1台、およびフロッピードライブまたはメディアカードリーダ ー 1台 


1台または2台の （ SAS または SATA ) ハードドライブに、2台までのオプティカルドライブと1台のフロッピードライブまたは1台のメディアカードリーダー 



• SAS ハードドライプを3台巧化する構はの コン ピューダでは、追加の 
フアンポここに取りけけられる巧含がみります。 


1上側の 5.25 インチドライブベイ 


2[ド側の 5.25 インチドライブベイト* I 追加つアンのスぺース 



































( CD / DVD ドライブを装着〉 


(オプションの CD / DVD ドライブ 
またはホプションの4台目のシリ 
アル ATA ハードドライブを装着） 



4 

セカンダリ/\-ドドライブ 

5 

プライマリ"ードドライブ 

6 

ド 側の 3.5 インチドラ 
イブベイ（フロッピード 
ライブまたはオプション 
のメディアカードリーダ 

一を装着） 

7 

上側の 3.5 インチドライブベイ（ホプシヨ 
ンの3台目のシリアル ATA または 

SAS ハードドライブ、フロッピードライ 
ブ、またはメディアカードリーダーを装 

着） 






デスクトップコンピュータのドライブ 

フル実装時の構成は次のとおりです。 

I / N - ドドライブ3台 （SAS 2台と SATA 1台 、 SAS 1台と SATA 2台、または SATA 3台）、オプティカルドライブ1台、およびフ□ッピードライブ1台またはメディアカードリーダー1 
I 1台または2台の （ SAS または SATA ) ハードドライブに、2台までのホプティカルドライブと1台のフロッピードライブまたは1台のメディアカードリーダー 



フ アンがここに取りがけられる 巧をがあります。 


1 

上側の 5.25 インチドライ 
ブベイ （ CD / DVD ドライ 
ブを装着） 

2 

ド側の 5.25 インチドライブベイ 
( CD / DVD ドライブまたはオプションの3 
台目のシリアル ATA ハードドライブを接 

着） 

3本 

追加フアンのスペース（図で 
は装着されていません） 

4 

セカンダリハードドライブべ 
イのセカンドハードドライブ 

5 

プライマリハードドライブベイのファーストハ 
-ドドライブ 

6 

3.5 インチドライブベイ（フロ 
ッピードライブまたはホプシヨ 
ンのメディアカードリーダーを 

装着） 


一部のドライブ構成におけるメタルシールドについて 


-部のコンピュータ構成では、コンピュータのドライブベイにメタルシールドがあります。お使いのコンピュータにメタルシールドがある場合、メタルシールドは不可欠であり、適切なベイに常時取り付 
けてお < 必要があります。 


Q 注意： お使いのコンピュータにメタルシールドがある場合、コンピュータの使用中は常時取りがけてお<必要があります。あり付けないと、コンピュータが正常に機能しない場合があります。 


ハードドライカソタルシールドが取り付けられており、その場所に代わりにオプティカルドライブを取り付ける場合、そのベイにシールドは不要です。この場合、後で必要になる場合に備えて、メタル 
シールドは保管しておいて〈ださい。 


コン ピュータからハードドライブ、ホプティカルドライブ、メディアカードリーダー、またはフロッピードライブを取り外した場合は、その場所に代わりにメタルシールドを取り付ける必要があります。上記 
のいずれの場合でも、メタルシールドを取り付けないと、 コン ピュータが正制 こ 機能しない場合があります。追加のシールドが必要な場合は、デルにお問い合わせください （ [デルへの おのい合わ 
を J を参照）。 


FlexBay メタルシールドの取り外しと取り付け 

ド側の FlexBay 力、らメタルシールドを取り外すには、次の手順を実行します。 


スライドプレートレバーを右側にスライドさせた状態で、通気メタルシールドを引き岀して FlexBay から取り外します。 





































ド側のドライブベイにメタルシールドを取り付けるには、次の手順を実斤します。 

a . メタルシールドの上側のネジ2本とド側のキジ2本を FlexBay 巧のがぶするスロットに合わせます。 

b . 通気メタルシールドを押し、カチッと所定の位置に収まって、金属製のタブがシャーンの面と捕うまで押し化みます。 

上部ドライブベイのメタルシールドの取り外しと取り付け 

上側のドライブベイの1つからメタルシールドを取 y 外すには，次の手順を実化します。 

a . メタルシールドの正面の中央にあるタブを持ちまず。 

b . タブを持ったまま、タブカもールドから取れてしまわないように、シールドをまっすぐに引き出します。 

上側のドライブベイの1つにメタルシールドを取りがけるには，シールドをドライブベイにぴったりと合わせ，ベイの面と揃うまでゆっ川と押し化みます。 

一般的な取り付けガイドライン 

ドライブを取りがける場合は、2本のケーブル（電源ユニットからの DC 電源ケーブルとデータケーブル）をドライブの巧刷こ接統します。データケーブルのもう一方の端は、拡張カードまたはシス 
テム基板に接統します。ほとんどのコネクタは、正し<接統されるように設計されています。つまり、片方のコネクタの切り化みやピンの欠けが、もう一方のコネクタのタブや差し化み巧と一致しま 
す。 


電源ケーブルコネクタ 




1 

電源ケーブル 

2 

電源入カコネクタ 


IDE データケーブルを接統するときは、一方のコネクタのタブを、もう一方のコネクタの切り化みじ合わせます。 IDE データケーブルを取り外す場合は、色付きのプルタブをつかみ、引き抜いてコネ 
クタからタトします。 

1本の IDE データケーブルに2台の IDE デバイスを接統しそれらを [cable select ] に設定する塌合、データケーブルの最後のコネクタに接統されたデバイスはブライマリデバイスまたは起 
動デバイス、データケーブルの中央のコネクタに接統されたデバイスはセカンダリデバイスとなりまず。デバイスの 「cable select ] 設定の詳細じついては、アップグレードキットに含まれているド 
ライブのマニュアルを参照してください。 

SAS または SATA ケーブルを差し込むときは、ケーブルの両端にあるコネクタ部分を持ち、コネクタにしっかりと巧し化みまず。 SAS または SATA ケーブルを抜<ときは、ケーブルの両端にあるコ 
ネクタ部分を持ち、引き抜いてコネクタから外します。 


SATA データケーブルコネクタ 



1 

SATA データケーブル 

2 

システム基板上の SATA データコネクタ 

3 

SATA ドライブ 


SAS データケーブルコネクタ 

















1 

電源ケーブル 

2 

SAS コネクタ 

3 

SAS ドライブ 

4 

SAS データケーブル 

5 

SAS コネクタ 

6 

オプションの PCI Express SAS コントローラカード 


ドライブケーブルのを 


デバイス 

色 

"ードドライブ 

青色のケーブル 

フロッピードライブ 

黒色のプルタブ 

CD / DVD ドライブ 

禮色のプルタブ 


ハードドライブ 

A 餐 を： ネ巧の手厢を開おする前に、[巧品情報ガイド J の「ま全にお彼いいただくための注意 J を参照してください。 

/ K 、 巧を： 感電防止のため、カバーを開く前に必ず、コンビユータの電源プラグをコンセントから巧いてください. 

^ 餐告： SAS /\- ドドライブ 3 台の梢成では、追加ファンが必要です。 r 追加ファンの取り付け J を参照してください。 

A 注意： コンピユータ巧の部おの静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる柳こ、身体から静電気を除まして〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面 
W に触れることにより、静電気を逃がすことができまず。 

。 注意： /、ードドライブの損櫃を防ぐため，/\-ドドライブを硬い面の上に置かなし、でください。ドライブは，発泡樹祀製のパッドなど十分なクッシヨン性のあるものの上に置し、てくださし、。 

1. 残しておきたいデータをお存している/\-ドドライブをを換する場合は、ファイルのバックアップを取ってから、おドの手順を開始しまず。 

2. 「 化 業を 閒始 ずるがに 」 の手順におって操作してください。 

3. コンピュータカバーを開きます （ 「コンピュータカバーの取り外し」 を参照）。 


ハードドライブのあり外し（タワーまたはデスクトップ コン ピュータ） 

1. 電源ケーブルを/\-ドドライブからタトしまず。 

2. シリアル ATA /\- ドドライブの取り外しは、次の手順でだいます。 

a . シリアル ATA ケーブルをハードドライブから外します。 


心システム基板上の SATAO または SATA 1 コネクタからシリアル ATA ケーブルを外します。ケーブルを取りタトすコネクタは、セカンダリハードドライブベイまたはプライマリハードドラ 
イブベイのどちらからハードドライブを取り外すかによって異なります。 
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SATAO コネクタ 

2 

SATA 1 コ木クタ 

3 

電源ケーブル 

4 

シリアル ATA ケーブル 






SAS ハードドライブの取り外しは、次の手順で巧いまず。 

a . 電源ケーブルを SAS ドライブから外します。 

b . SAS コネクタを/、ードドライブから取り外します。 

仁 SAS ケーブルを SAS コントローラカードから外しまず。 



1 

SAS コントローラカードの SAS 
コネクタ 

2 

SAS コントローラカードの SAS コネ 
クタ 

3 

セカンダリハードドライブベイの 
ハードドライブ 

4 

プライマリハードドライブベイのハ 
—ドドライブ 

5 

青色のタブ（各"ードドライブブラケ 
ットに2つ） 




3. ハードドライブブラケットの両側面にある青色のタブを内麵こ押しながら、ドライブを上方向にスライドさせてハードドライブベイから取り外します。 



1 

青色のタブ C 2) 

2 

セカンダル、ードドライブベイ 

3 

プライマリ M - ドドライブベイの M - ドドライブ 










































ハードドライブの取り付け、またはオプションのセカンドハードドライブの追加（タワーまたはデスクトップコンピュータ） 


1. 交換用のハードドライブを栖包から取り出して、取り付けの準備をします。 

2. M - ドドライブのマニュアルを参照して、ドライブの設定がお使いのコンピュータに合っているか確認します。 

じ メモ： ハードドライブブラケットがまだハードドライブベイの内側にがいている場合は、新しいハードドライブを取り付ける前にブラケットを取り外してください。新しし、ハードドライブに新しいハー 
**■ ドドライブブラケットまたは古いハードドライブブラケットを取り付けてから、ドライブベイに取り付けまず。 

3. 交換用ハードドライブにハードドライブブラケットが付いていない場合は、これまで使用していたドライブからブラケットを取り外します。そのブラケットを新しいドライブにカチッとはめ化みます。 




1 

ドライブ 

2 

ハードドライブブラケット 


〇 注意： ハードドライブを1台のみ取り付ける場合は、プライマリハードドライブベイに取り付けます。セカンドハードドライブは.セカンダリハードドライブベイに取り付けます。 

4. M - ドドライブを、カチッと音がして所定の位置にしっかりと収まるまでスライドさせて、プライマリまたはセカンダリハードドライブベイに差し化みます。 

5. 電源ケーブルをドライブに接綿します。 

6. M - ドドライブを取りがけます。 

シリアル ATA ドドライブの取 y がけは、次の手順で斤います。 

a . シリアル ATA ケーブルの一方の端を/\-ドドライブに接綿します。 

b . シリアル ATA バードドライブをプライマリ M - ドドライブベイに取りがける場合は、シリアル ATA ケーブルのもう一方の端をシステム基板上の SATAO コネクタに接統します。 
シリアル ATA ハードドライブをセカンダリハードドライブベイに取り付ける場合は、シリアル ATA ケーブルのもう一方の端をシステム基板上の SATA 1 コネクタじ接統します。 



1 

シリアル ATA ケーブル 

2 

SATA 0 コネクタ 

3 

SATA 1 コネクタ 

4 

電源ケーブル 

5 

セカンダル\-ドドライブベイ 

6 

卜—側"ードドライブベイの/、ードドライブ 


SAS ハードドライブの取り付けは、次の手順で巧いまず。 


a . 電源ケーブルを SAS コネクタに接統します。 




















b . SAS コネクタをハードドライブに接統しまず。 

仁 SAS ケーブルのもう一方の端を SAS コントローラカードに接綿します。 

7. すべてのコネクタが正しく接統され、しっかりと固をされてし巧ことを確認します。 

8. コンピュータカバーを取 y 付けます。 「 コンピュータカバーの収リりけ j を参照してください。 

つ 注意： ネットワークケーブルを接窺す对こは、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に、コンピュータじ差し化みます。 

9. コンピュータとデバイスをコンセントに接統して、電源を入れます。 

ドライブの動作にが要なソフトウェアをインストールする手順にっいては，ドライブにが属のマニュアルを参照してください。 

10. 取 y かけたドライブがブライマリドライブの場をは、ドライブ A に起動用フロッピーディスクを挿入します。 

11. コンピュータの電源を入れます。 

12. セットアッブユーティリティを 起動し I r セットアッブユーティリティの起种 」 を参照）、謡当する Primary Drive (プライマリドライブ）オプション （0 または 1) をアツブデートします。 

13. セットアッブユーティリティを終/し，コンピュータを再起動します。 

14. 次の手順に進む前に、おほいのドライブにパーティションを作成し、論理フォーマットを実巧します。 

手順 I こっいては、オペレーティングシステムのマニュアルを参照してくださし、。 

15. Dell Diagnostics (診断）プログラムを実巧して、ハードドライブをテストします （ 「 Dell Diagnostics (診断） プログラム 」 を參照）。 

16. 取 y がけたドライブがプライマリドライブの場合は，そのドドライブにオペレーティングシステムをインストールします。 

オプションの3台目のハードドライブの取り外し（タワーコンピュータ） 

1. 前面パネルを取りタトします。 r 前-が パネルの取り外し j を参照してください。 

2. 電源ケーブルを/\-ドドライブの背面と電源ユニットから外します。 

3. SATA ドライブを取り外す場合は、ハードドライブの巧面とシステム基板上の SATA コネクタからシリアル ATA ケーブルを外します。 



1 

電源ケーブル 

2 

シリアル ATA ケーブル 

3 

SATA コネクタ 

4 

オプションの3白目のシリアル ATA/SAS /\-ドドライブ 






4. SAS ドライブの取り外しは、次の手順でだいます。 

a . SAS コネクタから電源ケーブルを外しまず。 

b . SAS コネクタをハードドライブから取りタトします。 























c . SAS コネクタを SAS コントローラカードから取り外します c 


5. スライドプレートレバーを右側にスライドさせて肩付きネジを取り外しドライブをスライドさせて下側の 3.5 インチドライブベイから外しまず。 

6. ドライブを安全な場所に置いておきます。 

7. メタルシールドの付いたハードドライブを取り外し、ドライブベイに交換用ドライブを取り付けない場合は、空のベイにシールドを取り付けまず （ 「 i ’; じのドライブ 悄 化におけるメタルシールドにつ. 

いて J を参照）。次に、ドライブベイカバーを取り付けます （ [ドライブベイカバーの取り付け J を参照）。 ■ 

オプションの3台目のハードドライブの取りがけ（タワーコンピュータ） 

〇 注を： SAS ハードドライブをド側の 3.5 インチドライブベイに取り付けないで〈ださい。このドライブベイに取り付けることができるのは、フロッピードライブまたはメディアカードリーダーのみ 
y です。 

1. 新しいドライブを取りがける場合は、ドライブを箱から取り出して取りがけの準楠をします。 

ドライブのマニュアルを参照して，ドライブの設をがお使いのコンピュータに合ってし、ることを確認します。 

^ メモ！ ドライブベイカバーの内側にはネジが付いている攝合■があります。新しいドライブじネジが付いてしげよい場合は、このネジを取 y がけて巧用します。 

2. 新しいドライブを取り付ける場合は、上側の 3.5 インチドライブベイからドライブパネル （ [ドライブパネル」 を参照）とドライブベイカバ ー( [ドライブベイカバ ー J を参照）を取り外します。 
新しいドライブに付属のネジを使用して、ドライブをドライブベイに取り付けます。 

3. FlexBay が空で、お使いの コン ピュータにメタルシールドがある墙合 （ 「 がのドライブ 梢 成におけるメタルシールドについて J を参照）は.通気式メタルカバーを取り外します。 

a . 通気式メタルカバーの面が周囲のシャーンの面と揃うまで、通気式メタルカバーを前方に引きまず。 
t メタルシールドの底部を手前に回おさせ、ド側のネジを周囲の金属から外します。 

C. 上部のネジと金属製のタブを周西のを属から外して、メタルシールドをコンピュータから外しまず。 
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電源ケーブル 

2 

シリアル ATA ケーブル 

3 

SATA コネクタ 

4 

オプションの3白目のシリアル ATA/SAS /\-ドドライブ 






4. シリアル ATA ドライブの取り付けは、次の手順でだいます。 

a . 電源ケーブルを/、ードドライブの背面と電源ユニットに接綿します。 

b . シリアル ATA ケーブルを"ードドライブの巧面とシステム基板上の SATA 2 コネクタに接統します。 

5. SAS ドライブの取り付けは、次の手順でがいます。 

a . 電源ケーブルを SAS コネクタに接統します。 

b . SAS コネクタをドライブの巧前こ接統します。 

仁 SAS ケーブルを SAS コントローラカードに接統します。 


オプションの4台目の SATA ハードドライブの取りタトし（タワーコンピュータ） 






















& メモ； ド図はタワー構成でず。 


1. 前面パネルを取りタトします。 r がが パネルの取り外し 」 を参照して〈ださい。 

2. M - ドドライブの巧面から電源ケーブルを外します。 

3. シリアル ATA ケーブルをハードドライブの背面とシステム基板上の SATA コネクタから外します。 



1 

スライドプレートレバー 

2 

オプションの4台目の/、ードドライブ 


4. スライドプレートレ/く一をスライドさせて肩がきネジを取り外し、ドライブをスライドさせて下側の 5.25 インチドライブベイから外します。 

5. ドライブを安全な場所に置いておきます。 


オプションの4台目のハードドライブの取り付け（タワーコンピュータ） 

Q 注意： オプションのドライブを複数搭載したタワー構成の墙合、フロッピードライブまたはメディアカードリーダーは1台のみ取り付けることができます。この墙合、フロッピードライブまたは 
メディアカードリーダーは、ド側の 3.5 インチドライブベイに取り付けてください。3台目のハードドライブは必’ず上側の 3.5 インチドライブベイに装着します。4台目のハードドライブは必 
ずド側の 5.25 インチドライブベイに装着します。 

1. 新しいドライブを取りがける場合は、ドライブを箱から取り山して取りがけの準術-をします。 

ドライブのマニュアルを参照して、ドライブの設定がお怔いのコンピュータに合ってし、ることを確認します。 
b メモ： ドライブベイカバーの内側にはキジががいてしぶ塌合があります。新しいドライブにネジががいてしぶい場合は，このキジを取り付けて使用します。 

2. 新しいドライブを取りがける場合は、下側の 5.25 インチドライブベイからドライブパネル （ 「ドライブパネル J を参照）とドライブべイカ/く 一 ( 「ドライブベイカバ ー J を參照）を取り外します。 
新しいドライブに付属のネジをほ用して、ドライブをドライブベイに取り付けます。 

3. スライドプレートレパーをスライドさせた状おで、ドライブをド側の 5.25 インチドライブベイに挿入し、しっかりと装着されるまでゆっ〈り巧し化みまず。 


















1 

スライドプレートレバー 

2 

オプションの4台目の/、ードドライブ 


4. 電源ケーブルをハードドライブと電源ユニットに接統します。 

5. シリアル ATA ケーブルをドライブの背面とシステム基板上の SATA 3 コネクタに接統します。 

オプションの3台目のハードドライブの取り外し（デスクトップコンピユータ） 

1. 前面パネルを取りタトします。 r 化が パネルの取り外し 」 を参照してください。 

2. 電源ケーブルを/\-ドドライブの巧面と電源ユニットから外します。 

3. SATA ドライブを取り外す場合は、ハードドライブの背面とシステム基板上の SATA コネクタからシリアル ATA ケーブルを外します。 
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電源ケーブル 

2 

電源 ユニット 

3 

シリアル ATA ケー 
ブル 

4 

SATA 2 コネ 
クタ 

5 

ド側の 5.25 インチドライブベイに取り付けたオプションのシリアル 
ATA ハードドライブ 




4. SAS ドライブの取り外しは、次の手順でだいます。 

a . SAS コネクタから電源ケーブルを外しまず。 

b . SAS コネクタを/、ードドライブから取り外します。 

C. SAS コネクタを SAS コント ローラ カードから取り外します。 

5. スライドプレートレバーを右側にスライドさせて肩付きネジを取り外しドライブをスライドさせて下側の 5.25 インチドライブベイからタトします。 
























1 

スライドプレートレバー 

2 

ド側の 5.25 インチドライブベイに取り付けたホブシヨンの3台目のハードドライブ 


氏ドライブを安全な場所に置いておきまず， 

7. メタルシールドの付いたハードドライブを取り外し、ドライブベイに交換用ドライブを取り付けない場合は、空のベイにシールドを取り付けます （ 「- なのドライブ構成におけるメタルシールドにつ. 
いて J を参照）。次に、ドライブベイカバーを取り付けます （ [ドライブベイカバーの取り付け J を参照）。 ■ 

オプションの3台目のハードドライブの取り付け（デスクトップコンピュータ） 

A 巧を： sAs /\- ドドライブ3台のお成では、追加フアンが必要です。 r 追加フアンの取 y 付け J を参照してください。 

1. 新しいドライブを取りがける場含は、ドライブを箱から取り出して取りがけの準滿'をします。 

ドライブのマニュアルを参照して.ドライブの設定がお使いのコンピュータに合ってし、ることを確認します。 

2. 新しし、ドライブを取りがける場合は、下側の 5. 2日イン于ドライブベイからドライブパネル（： 「 ドライブバネル J を参照）とドライブベイカバ ー( 「 ドライブべイカ/く一 J を参照）を取 y 外します。 

ド側の 5.25 インチドライブベイにすでにドライブが取り巧けられている墙合は，オプティカルドライブまたは/\-ドドライブを取りタトしてください。 

3. ハードドライブをハードドライブブラケット内に置き、所定の位置にカチッと収まるまでドライブを押し化みます。 



II 1 ハードドライブ 2 ハードドライブブラケット 


4. ハードドライブブラケットじセットされたハードドライブを、ハードドライブホルダーに巧入します。 



















1 

ドドライブホルダー 

2 

M - ドドライブブラケットにセットされた/\-ドドライブ 


5. ハードドライブホルダーを 5.25 インチドライブベイに巧入して、所定の位置に収めます。 



1 

スライドプレート 

2 

"ードドライブをセットした/\-ドドライブホルダー 


レバー 


メモ！ デスクトップコンピュータの墙合、オプションの3台目の M - ドドライブはド側の 
5.25 インチドライブベイに取り付けます。 


6. 電源ケーブルをハードドライブと電源ユニットに接統します。 

7. シリアル ATA ケーブルをドライブの背面とシステム基板上の SATA 3 コネクタに接統します。 




















1 

電源ケーブ 
ル 

2 

電源 ユニット 

3 

シリアル ATA 
ケーブル 

4 

SATA 3 =1 
ネクタ 

5 

オプションのシリアル ATA ハードドライブ（図はデスクトップコンピユー 
夕） 






ゾモ： デスクトップコンピユータの場合、オブションの3台目のハードド 
ライブはド側の 5.25 インチドライブベイに取り付けます。 




追加 ファンの 取りが け 

A 餐を： ネ巧の手おを閣おする前に、[躲品情報ガイド J の「ま全にお巧いいただくための注意 J を参おしてください。 

/ K 、 餐を： 感電防止のため、カバーを聞く前に必ず、コンビュータの電源プラグをコンセントから抜いてください. 

A ® を： sAs/\- ドドライブ 3 台の植成では、 追加 ファンが 化 要です。 r 追加 ファンの 取 y 付け J をを照してください。 

。 注意： ドライブへの損瘤を防ぐため、ドライブを硬い所に置かないでください。ドライブは、発泡樹脂裳のパッドなど十分なクッション性のあるものの上に置いて〈ださい。 

1. 「 化 叢を 閒始 ずる的に 」 の手順におって操作してください。 

2. コンピュータカバーを開きます（： r コンピュータカバーの 取 y 外し 」 を参照）。 

。 注意： コンピュータにフアンを取りがける隙にま、電源ユニットなどの他のコンポーネントのケーブルの位置が変わらないように注意してください。 



1 

フアンスロット （3) 

2 

フアンリリースタブ 

3 

フアンケーブル 

4 

システム基板のフアンコネクタ 

5 

電源ユニット 




3. 電源ユニットの側面と揃う位置にフアンを置き、フアンのフックを電源ユニット側面の3つのフアンスロットに差し込みます。 

4. カチッと音がして固定されるまで、フアンを押しドげます。 


5. 


フアンケーブルをシステム基板のフアンコネクタに接統します。 



































フアンの取り外しは、次の手順でれいます。 

1. システム基板上のフアンコネクタとフアンからフアンケーブルを外します。 

2. フアンリリースタブを内側に押しながら、フアンを持ち上げて取りタトします。 

3. コンピュータカバーを取 y 付けます。 「 コンピュータカバーの取りり•け j を参照してください。 

ドライブベイ カバー 

么 ぞ告： 本巧の手おを開おする前に、 r 巧品情報ガイド J の「を全にお徑いいただくための注意 J を参おしてください。 

A * を： 感 S 巧止のため、カバーを開く前にコンピュータの竜がプラグを也、ずコンセントからないてください， 

〇 注意： コンピュータ巧の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除まして〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面 
に触れることにより、静電気を逃がすことができまず。 

ドライブパネルの取り外し（タワーコンピュータ） 

1. 「 化 業を 閒始 ずるがに 」 の手順におって操作してください。 

2. コンピュータカバーを開きます （ r コンピュータカバーの化り 外し 」 を参照）。 

3. 前面パネルを取りタトします 。 r 前-が パネルの取り外し 」 を參照してください。 

^ ゾモ！ デスクいプコンピュータの場合は，ドライブとドライブパネルが図と異なります。 



[ l 1スライドプレート 


2 スライドプレートレバー 


囚 ドライブ / S ネ J レ 




























b メモ： 


このスライドプレートでドライブパネルを留めたりタトしたりしてドライブを固定しまず。 


4. スライドプレートのレバーを持ち、ドライブパネルがサイドヒンジから外れるまで、スライドプレートを右側に引きます。 

5. ドライブパネルをま全な場所に置いておきます。 

ドライブベイ カバーの 取り外し 

〇 注意： ドライブベイカバーの巧刪にはネジががいている場合があります。新しいドライブにネジが付いていない場合は、このネジを取りがけて使用します。 



1 

ドライブパネル 

2 

ドライブベイカバ 

3 

ドライブベイカバーのリリースタブ 

(2) 

4 

タブスロットにはまっているドライブベイカバーの 
タブ 






〇 注る： ドライブベイカバーのタブを域さないよ引こするため、カバーの一端をドライブパネルから引き離す距雜は1 cm 程をまでじして、その後スロットからタブを引き抜いてください。 

1. ドライブパネルの内側で、ドライブベイカバーの2つのリリースタブをつまみ.ドライブパネルから外れるまでカバーを右側に引き出します。 

2. ドライブベイカバーをま全な場所に置いておきます。 

ドライブベイ カバーの 取り付け 

1. ドライブベイカバーのタブを.ドライブパネルのス□ットに差し化みます。 

2. ドライブベイカバーのリリースタブをつまみ、ドライブベイカバーを所定の位置にはめ化みます。 



1 

ドライブパネル 

2 

ドライブベイカバ 

3 

ドライブベイカバーのリリースタブ 

(2) 

4 

タブスロットじはまっているドライブベイカバーの 
タブ 






3. ドライブベイカバーがドライブパネルに正し < 固定されてしぶことを確認します。 


























ドライブパネルの取り付け 


1. ドライブパネルタブを側面ドアヒンジに合わせます。 



1 

スライドプレート 

2 

スライドプレートレバー 

3 

ドライブパネル 

4 

ドライブパネルタブ 






2. ドライブパネルをコンピュータのち向に倒して、前面パネルの所定の位置にカチッと固定します。 

フロッピードライブまたはメディアカードリーダー 

么 を告： 本項の手おを W おする前に、[巧品情巧ガイド J の「ま全にお使いいただ<ための注意 J ぞ参おしてください。 

么 巧吿： 感ま防止のため、カバーを関く前に必ず、コンビュータの電源プラグをコンセントから抜いてください. 

© 注を： コンピュータ巧の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面 
に触れることにより、静電気を逃がすことができまず。 

。 メモ： タワーコンピュータにフロッピードライブまたはメディアカードリーダーを追加する場合は、 「フロッピードライブまたはメディアカードリーダーの取り付け（タワーコンピュータ）」 を參照 
して〈ださい。 

。 メモ： デスクトップコンピュータにフロッピードライブまたはメディアカードリーダーを追加する場合は、 [フロッピードライブまたはメディアカードリーダーの 取りが け（デスクトッブコンピュー 
心 J を参照して〈ださし、。 

フロッピードライブまたはメディアカードリーダーの取り外し（タワーコンピュータ） 

1. 「 ホ 業を開始ずる前に 」 の手順におって操作してください。 

2. コンピュータカバーを開きます （r コンピュータカバーの 取り かし 」 を藝照）。 

3. 前面パネルを取り外します。 r 前—が パネルの取りタトし 」 を敏照してください。 

4. フロッピードライブの取り外しは、次の手順で巧います。 

a. フロッピードライブの背面から電源ケーブルを外します。 
b . フ□ッピードライブの巧面からデータケーブルを外します。 

5. メディアカードリーダーを取 y 外す場合は，メディアカードリーダーの巧面からデータケーブルを外します。 

6. 「FLOPPYJ (フロッピードライブの場合）または 「 FLEXBAY 」 （メディアカードリーダーの場合）とラベル表示されているシステム基板のコネクタからデータケーブルのもう一方の端を外し 
ます。システム基板のコネクタの位置は、 [システム 屏 板のコンポーネント」 で確認してください。 
























1 

電源ケーブル 

2 

フロッピードライブケーブル 

3 

フロッピードライブコネクタ （ FLOPPY ) 


7. スライドプレートレバーを右側にスライドさせて肩付きネジを取り外し、ドライブまたはメディアカードリーダーをスライドさせて 3.5 インチドライブベイからかします。 



フロッピードライブまたはメディアカードリーダーの取り付け（タワーコンピユータ） 

〇 注意： 4台の/、ードドライブを措載したタワー構成の墙合、フロッピードライブまたはメディアカードリーダーは1台のみ取り付けることができまず。この墙合、フロッピードライブまたはメデ 
ィアカードリーダーは、ド側の 3.5 インチドライブベイに取り付けてください。この場合、4台目のハードドライブ ( SATA ドライブのみ可）は上側の 3.5 インチドライブベイに装着します。 

1. 「 化' 巢を開始する刖じ 」 の手順に促って操作してください。 

2. コンピユータカバーを開きます （ r コンピユータカバーの取りかし 」 を参照）。 

3. 前面パネルを取り外します。 r が冊 パネルの取り外し 」 を参照してください。 

4. 新しいフロッピードライブまたはメディアカードリーダーを取りがける場合は.ドライブベイカバー （ [ドライブベイカバーの取り外し J を参照）を取りタトし、ドライブベイカバーの内側から肩付き 
ネジを取り外します。ネジを新しいドライブに取りがけます。 






























1 

フロッピードライブ 

2 

キジ （4) 


5. ドライブを.カチッと音がするまで、または所定の位置に固定されるまで. 3.5 インチベイにゆっくり押し化みまず。 



6. フロッピードライブの取り付けは、次の手順で巧います。 

a. フ□ッピードライブの巧面に電源ケーブルを接統します。 

b . フロッピードライブの巧面にデータケーブルを接統します。 

7. メディアカードリーダーを取 y がける場合は、メディアカードリーダーの巧面にデータケーブルを接舗します。 

8. 「 FLOPPY 」 （フロッピードライブの場合）または 「 FLEXBAY 」 （メディアカードリーダーの場合）とラベル表示されているシステム幕板のコネクタにデータケーブルのもう一方の端を接統し 
ます。システム基板のコネクタの位置は、 「システム 蔚 板のコンポーネント」 で確認してください。 



1 

ドライブ転換ラッチ 

2 

電源ケーブル 

3 

フロッピードライブケーブル 

4 

フロッピードライブコネクタ （ FLOPPY ) 






9. すべてのケーブル接統を確認します。冷却ファンや通気化の巧げ I こならないようにケーブルをまとめておきます。 

10. 前面パネルを取りがけます。 r 的が パネルの取り付け 」 を参照してください。 

11. コンピュータカバーを取 y がけます。 「 コンピュータカバーの取りがけ 」 を参照してください。 

Q 注意： ネットワークケーブルを接窺するには、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に、コンピュータじ差し化みます。 

12. コンピュータおよびデバイスをコンセントに接統して、電源を入れます。 


ドライブの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順については、ドライブに付属のマニュアルを参照してくださし、。 



































13. セットアップユーティリティを起動し （ [セットアップユーティリティの 起 勤」 を参照）、該当する Diskette Drive (ディスケットドライブ）オプション（フロッピードライブの場合）または 
USB オプション（メディアカードリーダーの場合）を選巧します。 

14. Dell Diagnostics (診断）プ□グラムをま斤して、コンピュータが正しく動作することを確認します C [Dell Diagnostics (故断） プ□グラム J を参照）。 

フロッピードライプまたはメディアカードリーダーの取り外し（デスクトップコンピュータ） 

1. 「 化巢 を開始する刖じ 」 の手順に促って操作してください。 

2. コンピュータカバーを開きます （ r コンピュータカバーの取り外し 」 を参照）。 

3. 前面パネルを取りタトします。 r 前が パネルの取り外し j を参照してください。 

4. フロッピードライブまたはメディアカードリーダーの背面から、電源ケーブルとデータケーブルを外します。 

5. 「 FLOPPY 」 （フロッピードライブの場合）または 「FLEXBAYJ (メディアカードリーダーの場合）とラベル表示されているシステム基板のコネクタからフロッピードライブケーブルのもう一方 
の端を外します。システム基板のコネクタの位置は、 [システム ま 板のコンポーネント J で確認してください。 



1 

電源ケーブル 

2 

フロッピードライブケーブル 

3 

フロッピードライブコネクタ （ FLOPPY ) 


6. ハンドルをつかんでデスクトップドライブ保持プレートを取り外し、安全な場所に置いておきます。 

7. スライドプレートレバーを右側にスライドさせて肩付きネジを取り外しドライブをスライドさせて 3.5 インチドライブベイから外します。 

































フロッピードライブまたはメディアカードリーダーの取り付け（デスクトップコンピュータ） 

1. 「 ホ 業を開始する 前 I こ 」 の手順に促って操作してください。 

2. コンピュータカバーを開きます （ r コンピュータカバーの 取 y 外し 」 を参照）。 

3. 前面パネルを取りタトします。 r 自 日が パネルの取り外し j を参照してください。 

4. 新しいフロッピードライブまたはメディアカードリーダーを取りがける場合は、ドライブベイカバーをあり外し （ 「ドライブベイカバーの取り外し」 を参照）、ドライブベイカバーの巧側から肩付き 
ネジを取り外して、ネジを新しいドライブに取り付けます。 



1 

ドライブ 

2 

ネジ （2) 


5. ドライブが所定の位置に、カチッと音がするまで、または固定されたとわかるまで、ドライブをゆっくり押し込みます。 

6. フロッピードライブまたはメディアカードリーダーに電源ケーブルとデータケーブルを接統します。 

7. 「FLOPPYJ (フロッピードライブの場合）または 「 FLEXBAY 」 （メディアカードリーダーの場合）とラベル表示されているシステム募おのコネクタにデータケーブルのもう一方の端を接統し 
ます。システム基板のコネクタの位置は、 [システム 每 板のコンポーネント」 で巧詔してください。 



1 

雷源ケーブル 

2 

フロッピードライブケーブル 

3 

フロッピードライブコネクタ （ FLOPPY ) 


8. デスクトップドライブ保持プレートをあり付け、ハンドルを倒します。 

9. すべてのケーブル接統を確認します。冷却ファンや通気孔の妨げにならないようにケーブルをまとめておきます。 

10. 前面パネルを取り巧けます。 r 的—が パネルの取り付け 」 を参照してください。 

11. コンピュータカバーを取 y 忡ナます。 「 コンピュータカバーの取り巧け 」 を参照してください。 

Q 注意： ネットワークケーブルを接統するには，まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に、コンピュータじ差し化みます。 

12. コンピュータおよびデバイスをコンセントに接統して、電源を入れます。 


ドライブの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順については、ドライブに付属のマニュアルを参照してくださし、。 


























13. セットアップユーティリティを起動し （ r セットアップユ~ティリティの 狂即 」 を参照）、該当する Diskette Drive (ディスケットドライブ）オプション（フロッピードライブの場合）または 
USB オプション（メディアカードリーダーの場合）を選択します。 


14. Dell Diagnostics (診断）プログラムを実行して、コンピュータが正し〈動作することを確認します （ [Dell Diagnostics (診断） プ□グラム J を参熙）。 

CD / DVD ドライブ 

^ をを： 本巧の手喉を開おする前に、 r 巧品巧報ガイド J の「安全にお巧いいただ<ための注意 J を参おしてください。 

么 巧を： 感電防止のため、カバーを関く前に必ず、コンビュータの電源プラグをコンセントから抜いてください. 

© 注意： コンピュータ巧の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる柳こ、身体から静電気を除まして〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面 
に触れることにより、静電気を逃がすことができます。 

CD / DVD ドライブの取り外し（タワーコンピュータ） 

1. 「 化 業を開始する前に 」 の手順に促って操作してください。 

2. コンピュータカバーを開きます（： r コンピュータカバーの 取り外し 」 を 参照）。 

3. 前面パネルを取りタトします。 r 白& が パネルの取りかし 」 を参照してください。 

4. ドライブの巧闹から電源ケーブルを外し、ドライブの背—面とシステム基板から CD / DVD ドライブケーブルを外します。 



1 

CD / DVD ドライブケーブル 

2 

電源ケーブル 

3 

システム基板の CD / DVD コネクタ 


5. スライドプレートレバーを右側にスライドさせて肩付きネジを取り外し、ドライブをスライドさせてドライブベイから外します。 





























1 

スライドプレートレバー 

2 

CD / DVD ドライブ 


CD / DVD ドライブの取りがけ（タワーコンピュータ） 

〇 注意： 4台の/、ードドライブを蜡載したタワー構成の場合、ホブティカルドライブは1台のみ取 y かけることができます。この塌合、オプティカルドライブは上側の 5.25 インチドライブベイ 
に取り付けてください。この場合、3台目のハードドライブは上側の 3.5 インチドライブベイに装着します。4台目のハードドライブはド側の 5.25 インチドライブベイに装着します。 


1. 「作業を閒始する附こ」 の手順にがって操作してください。 


2. コンピュータカバーを 開きます （ 「コンピュータカバーの 取り外し」 を 参照）。 


3. 前面パネルを取り外します。 [が/が パネルの取り外し」 を参照してください。 


4. 新しいドライブを取りかける！#合は、ドライブを箱から取り出して取り付けの準備をします。 

ドライブにが属のマニュアルを参照して，ドライブの設定がお使いのコンピュータに合っていることを確認しまず。 IDE ドライブを取り付ける塌合は，ドライブを cable select に設定します。 

5. 新しいドライブを取りかける場合は、ドライブべイカ/く一を取り外し （ [ドライブベイカバーのおり 列' し」 を参照）、ドライブベイカバーの巧側から肩がきネジを取りタトして.ネジを新しいドライブ 
に取り付けます。 



6. ドライブがカチツと所定の位置に収まるまで静かにドライブをスライドさせて取り付けます。 

7. 電源ケーブルをドライブに接統し、 CD / DVD ドライブケーブルをドライブとシステム基板に接統します。 



1 

CD / DVD ドライブケーブル 

2 

電源ケーブル 

3 

システム基板の CD / DVD ドライブコネクタ 


8. すべてのケーブル接統を確認します。冷却ファンや通気化の巧げ I こならないようにケーブルをまとめておきます。 

9. 前面パネルを取り巧けます。 r 前-が パネルの取り付け 」 を藝照してください。 

10. コンピュータカバーを取り付けます。 「コンピュータカバーの ありが け」 を参照してください。 


Q 注意： ネットワークケーブルを接統するじは、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し込み、次に、コンピユータに差し化みます。 
























11. コンピュータおよびデバイスをコンセントに接統して、電源を入れます。 


ドライブのお作に必要なソフトウェアをインストールする手順については、ドライブにが属のマニュアルを参照してくださし、。 

12. セットアッブユーティリティを起動し （ r セットアッブユーティリティの起動 」 を参照）、該当する Drive (ドライブ）オプションを選択します。 

13. Dell Diagnostics (診断）プ□グラムを実斤して、コンピュータが正しく動作することを確認します C [Dell Diagnostics (敌断） プ□グラム J を参照）。 

CD / DVD ドライブの取り外し（デスクトップコンピュータ） 

1. r 化' 巢を開始する刖じ 」 の手順に促って操作してください。 

2. コンピュータカバーを開きます （ r コンピュータカバーの耻り外し 」 を参照）。 

3. 前面パネルを取りタトします。 r 削が パネルの取りホし j を参照してください。 

4. ドライブの背面から電源ケーブルを外し、ドライブの巧面とシステム基板から CD / DVD ドライブケーブルを外します。 



1 

CD / DVD ドライブケーブル 

2 

電源ケーブル 

3 

システム基板の CD / DVD ドライブコネクタ 


5. ハンドルをつかんでドライブ保持プレートを取り外し、安全な場所に置いておきます。 

6. ドライブを外側にスライドさせ、ドライブベイから取り外します。 



1 

ドライブ保持ブレート 

2 

CD / DVD ドライブ 



























CD / DVD ドライブの取り付け（デスクトップコンピュータ） 

〇 注意： 3台の/、ードドライブを蜡載したデスクトップ構成の墙合、オプティカルドライブは1台のみ取 y がけることができます。この場合、オプティカルドライブは上側の 5.25 インチドライブ 
ベイに取り付けてください。この場合、3台目のハードドライカホド側の 5.25 インチドライブベイに装着します。 


1. 新しいドライブを取りかける場合は、ドライブを箱から取り出して取り付けの準備をします。 

ドライブにが属のマニュアルを参照して、ドライブの設定がお使いのコンピュータに合っていることを確認しまず。 IDE ドライブを取り付ける場合は，ドライブを cable select に設定します。 

2. 新しいドライブを取りがける場合は、ドライブべイカ/く一を取り外し （ [ドライブベイカバーのおりホし」 を参照）、ドライブベイカバーの巧側から肩がきネジを取りタトして、ネジを新しいドライブ 
に取り付けます。 



3. ドライブがカチツと所定の位置に収まるまで静かにドライブをスライドさせて取り付けます。 

4. 電源ケーブルをドライブに接統し、 CD / DVD ドライブケーブルをドライブとシステム基板に接統します。 



1 

CD / DVD ドライブケーブル 

2 

電源ケーブル 

3 

システム基板の CD / DVD ドライブコネクタ 


5. すべてのケーブル接統を確認します。冷却フアンや通気化の巧げにならないようにケーブルをまとめておきます。 

6. 前面パネルを取り巧けます。 r 前が パネルの取りけけ J を参照してください。 

7. コンピュータカバーを取 y かけます。 「 コンピュータカバーの収リりけ j を参照してください。 

Q 注意： ネットワークケーブルを接窺す对こは、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に、コンピュータじ差し化みます。 

8. コンピュータおよびデバイスをコンセントに接統して、電源を入れます。 

ドライブの動作にが要なソフトウェアをインストールする手順については，ドライブにが属のマニュアルを参照してください。 

9. セットアッブユーティリティを起動し （ r セットアツブユーティリティの起即 」 を参照）、謡当する Drive (ドライブ）オプションを選択します。 

10. Dell Diagnostics (診断）プログラムを実巧して、コンピュータが正し < 動作することを確認します （ [ DgII Diagnostics (な断） プログラム J を参照）。 


















力ード 


^ 巧吿： 本巧の手 おを W おする 前に、 r 巧 品情報 ガイド J の「ま全にお使いいただくための注急 J を 参巧してください。 

/ K 、 餐 を： 感電防止のもめ、カバーを閉く前に必ず、コンビュータの電源プラグをコンセントから抜いてください. 

© 注ま： コンピュータ巧の部おの静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる柳こ、身体から静電気を除まして〈ださい。コンピュータシャーンの塗装されていないを属面 
に触れることにより、静電気を逃がすことができます。 

^ メモ； 力ードとスロットが使用する構成にがをしているかどうか、力ードのマニュアルで確認してください 。 PCI Express グラフィックカードなど、電力と物理的なスぺースを余分に必要とす 
るカードを使用する場合は、他のカードの使用が制限されることがあります。 

お使いの Deir " コンピュータには， PCI 力ードおよび PCI Express 力ード巧のなドのスロットが用意されています。 

I PCI 力ードスロット 3っ 
I PCI Express xl 6 力ードスロット1 つ 
I PCI Express x 8 力ードスロット （ x 4 配線）1つ 
I PCI Express xl 力ードスロット1つ 

PCI 力ード 




PCI 力ードの取り付けや交換を斤う場合は、 [ PCI 力ードの 化り 付け J を参照してください。 PCI 力ードを取りタトして、あり外したままにする場合は、 [ PCI カードの 化り 外し J を參照してください。 
力ードを交換する場合は、現在の力ード用のドライバをホペレーティングシステムからが除します。 

PCI 力ードの取り付け 

^ ゾモ！ デルでは ， Audigy II および IEEE 1394 PCI 力ード用のカスタマーキットをご巧意しています。このキットには前面取り付け I EEE 1394コネクタが含まれてし、ます。力ードケー 
ブルを I / O パネルに取り付ける方法の詳細については、 「 I / O パネル」 を参照してください。 


1. 「 か' 策を開始する 的' じ 」 の手順にがって操作してください。 

2. コンピュータカバーを開きます （ 「コンピュータカバーのおり外し」 を参照）。 



1 

リリースタブ 

2 

力ード固定ドア 

3 

位置合わせバー 





































I 4 I 位置合わせガイド 


I 5 I フイラーブラケット 


3. カード固定ドアのリリースタブを内側から t きまに巧し、ドアを回転させて開きます。ドアは鬟留しているため、開いたままの状態になります。 



1 

リリースタブ 

2 

カード固定装置 

3 

力ード固定ドア 


4. コンピュータに力ード固定装置が付いている場合、力ードを上部から所をの位置に固をするには、次の手順を実巧します。 

a. 力ード固定装置を上方向に回してリリースタブをド方向に 軽 <押し、力ード固定装置を所定の位置に固定してし巧2つのタブスロットから取り外します。 

b . 固を 装置を ま 全な場所に置いておきます。 

5. 長い力ードを取 y 化ける場合は、システムファンのお〈にある力ード固定装置について 手順 4 を,觸 y 返します。 

6. 新ししけードをありがける場合は、フイラーブラケットを取り外して、力ードスロット開口部を作ります。次に 手順 8 .に進みます。 


7. 勵コンピュータに取り付けられている力ードを交換する場合は、力ードを取り外します。 

必要にあじて、力ードに接統されたケーブルを外します。力ードの上端の巧を持って、コネクタから取り外します。 

8. 力ードを取 y がける準惟をします。 

力ードの構成、内部の接統、またはお使いのコンピュータ I こ合わせた力ードのカスタマイズの情報については，力ードに付属しているマニュアルを参照してくださし、。 

A を吿： ネットワークアダプタの中には、ネットワークに接統すると自助的にコンピュータを起巧するものがあります.感電を防ぐため、力ードを取 y がける前に必ず、コンピ 
^ —夕のちがプラグをコンセントからをいておいてください。 

9. カードをコネクタに置き、しっかりと巧しドげます。カードがスロットにしっかりと装着されていることを確認します。 



1 

スロット内のブラケット 

2 

スロットの外側にはみ出したブラケット 

3 

完全に装着されたカード 

4 

完全に装着されていない力ード 






10. 力ード固定ドアを巧める前に、次のことを確認して〈ださい。 


I すべてのカードの上部と フィ ラーブラケットの高さ力 S 、 位置合わせバーと同じ高さに揃っている 







































I カードの上部の切り化みまたはフイラーブラケットが、位置合わせガイドと合っている 



力ード固定ドア 


リリースタブ 


11. カチッと音がする位置までカードを巧入し、力ード固定ドアを閉じます。 

〇 注を： 力ードケーブルは、力ードの . h や後側に配線しないで〈ださい。ケーブルを力ードの.ヒを通して配線すると、コンピュータカバーが正しく閉まらなくなったり、装置に損傷をちえるおそ 
W れがあります。 

12. が要なすべてのケーブルを力ードに接統します。 

力ードのケーブル接統については、力ードにか属のマニュアルを参照してください。 

13. コンピュータに取 y かけられていた元の力ードを取りがける墙合で、1つまたは両方の固定装置を取り外していた墙合は，固定装置を再び取りがけることができまず。 

14. 力ード固定装置を取り付ける前に、次のことを確認します。 

I すべての力ードの上部とフィラーブラケットの高さが、位置合わせパーと同じ高さに綱っている 
I 力ードの上部の切り込みまたはフィラーブラケットが、位置合わせガイドと合っている 

15. 力ード固定装置を所をの位置にカチッとはめ化んで、力ードを固定しまず。システムファンの近<の力ード固定装置も取り外した場合は、手順を練り返します。 



[1]| JU - X が [2 いード固定装置 ]3 I: 力ード固定トマ I 

Q 注意： ネットワークケーブルを接統するには，まずケーブルをネットワークデバイスに差し化み、次に、コンピュータに差し化みます。 

16. コンピユータカバーを取 y がけ （ 「 コンピユータカバーの化り f ’ t け 」 を参照）、コンピユータとデバイスをコンセントじ接舗して、電源を入れます。 

17. サウンドカードを取りがけた墙合は，次の手順をま斤します。 

a. セットアップユーティリティを起動し （ 「セットアップユーティリティの起 卸」 を参照）、 Audio Controller (才ーディオコントローラ）を選択して、設定を Off (ホフ）に变更しま 
す。 


心外付けオーディオデバイスをサウンドカードのコネクタに接統します。外付けホーディオデバイスを、背面—パネルのマイクコネクタ、スピーカー/ヘッドフォンコネクタ.またはライン入 
カコネクタに接統しないでください。 

























18. ネットワークアダプタを取り付けたため、内蔵ネットワークアダプタをお効にする場合は、次の手順を実斤します。 


a . セットアップユーティリティを起動し （ [セットアップユーティリティの 起肋」 を参照 ）、 Network Controller (ネットワークコントローラ）を選択して、設定を 〇け （オフ）に変更し 
まず。 

心ネットワークケーブルをネットワークアダプタカードのコネクタに接統します。ネットワークケーブルは、巧面パネルのネットワークコネクタじは接統しないでください。 


19. 力ードのマニュアルの説明じがって、力ードに必要なすべてのドライバをインストールします。 


PCI 力ードの取り外し 

1. 「 化 叢を 閒始 ずるがに 」 の手順におって操作してください。 

2. コンピュータカバーを開きます （ [コンピュータカバーの化り 外し」 を参照）。 



1 

リリースタブ 

2 

力ード固定ドア 

3 

位置合わせバー 

4 

位置合わせガイド 

5 

フイラーブラケット 




3. カード固定ドアのリリースタブを内側から憤まに巧し、ドアを回転させて開きます。ドアは髮留しているため、開いたままの状態じなります。 



II 1 リリースタブ 2 力ード固定装置 3 力ード固をドア 


4. コンピュータに力ード固定装置が付いている場合、力ードを上部から所をの位置に固定するには、次の手順を実巧します。 

a . 力ード固を装置を上方向に回してリリースタブを F 方向に軽く押し、力ード固を装置を所定の位置に固定している2つのタブスロットから取が卜します。 

b . 固定装置をま全な墙所に置いておきます。 

5. 必要-にあにて、カードに接統されたケーブルを外します。カードの上端の巧を持って、コネクタから取り外します。 



































6. カードを取り外したままにする場合は、空のカードスロット開口部にフィラーブラケットを取り付けます。 

b メモ： コンピュータの FCC 認証を補たすじは、フィラーブラケットを空の力ードスロット開口部に取り付ける必要がありまず。また、フィラーブラケットをお着すると、コンピュータをほこりや 
ゴミから保護できます。 

。 注意： ネットワークケーブルを接窺するには、まずケーブルをネットワークアダプタに差し化み、次に、コンピュータに差し化みます。 

7. コンピュータカバーを取 y 村け （ 「 コンピュータカバーの取り付け 」 を参照）、コンピュータとデバイスをコンセントに接舗して、電源を入れます。 

8. 取 y 外した力ードのドライバをアンインストールします。力ード I こ付属のマニュアルを参照してください。 

9. サウンドカードを取り外した場合は、次の手順を実巧します。 

a . セットアップユーティリティを起動し （ 「セットアップユーティリティの 起動」 を参照）、 Audio Controller (才ーディオコントローラ）を選択して、設定を On (オン）に变更しま 
す。 

b . 外付け才ーディホデバイスをコンピュータの巧面パネルの才ーディオコネクタに接統します。 

10. ネットワークアダプタカードを取り外した場合は、次の手順を実巧します。 

a . セットアップユーティリティを起助し （ [セットアップユーティリティの 起肋」 を参照）、 Network Controller (ネットワークコントローラ）を選択して、設定を On (オン）にを更し 
まず。 

b . ネットワークケーブルをコンピュータ背面パネルのネットワークコネクタに接統します。 

PCI Express 力ード 

お使いのコンピュータは、次の構成をサポートしています。 

I X 16 スロットに PCI Express xl 6 力ードまたは xl 力ード1枚を装着 
I x 8 スロット ( x 4 配線）に PCI Express x 8、 x 4、 または xl 力ード 1 枚を装着 
I xl スロットに PCI Express xl 力ード 1 枚を装着 

。 メモ： 力ードとスロットが使用する構成に巧をしているかどうか、力ードのマニュアルで確認してください 。 PCI Express グラフィックカードなど、電力と物理的なスぺースを余分に必要とす 
るカードを使用する場合は、他のカードの使用が制限されることがあります。 

PCI Express 力ードの取 y がけや交換を斤う場合口よ、次の項の手順においます。力ードを取リ外して、取り外したままにする塌合は 、 「 PCI Express 力ードの取りかし 」 を参照してください。 
カードを交換する場合は、カードの既存のドライバをアンインストールします。 


PCI Express 力ードの取 y 付け 

1. 「 お 業を開始ずる前に 」 の手順におって操作してください。 

2. コンピュータカバーを開きます （ [コンピュータカ/く一の化り外し」 を参照）。 



[ l "[リリースタブ 


^2 力ード固定ドア 


Jb f な置合わせバー 


























4 

位置合わせガイド 

5 

フイラーブラケット 




3. カード固定ドアのリリースタブを内側から t きまに巧し、ドアを回転させて開きます。ドアは鬟留しているため、開いたままの状態になります。 



1 

リリースタブ 

2 

カード固を装置 

3 

カード固定ドア 


4. コンピュータに力ード固定装置が付いている場合、力ードを上部から所定の位置に固定するには、次の手順をま斤します。 

a . 力ード固定装置を上方向 I こ回してリリースタブを F 方向に軽く押し，力ード固定装置を所定の位置に固定している2つのタブスロットから取が卜します。 

b . 固定装置をま全な墙所に置いておきます。 

5. 新しい力ードを取り付ける場合は、フイラーブラケットを取り外して.力ードスロット開口部を作ります。次にホ 順 7.1 こ進みます。 


6. 勵コンピュータに取り付けられている力ードを交換する場合は、力ードを取り外します。 

必要にをじて、カードに接統されたケーブルを外します。カードに固を装置が備えられている場合は、タブを巧して固定装置の上部を取り外し、上部をつかんで引き h げます。固定タブを軽 
<引つおり、カードの上端の角をつかみ、コネクタから引き抜きます。 




1 

PCI Express xl 6 力ード 

2 

PCI Express xl 6 力ードスロット 

3 

固定タブ 

4 

PCI Express xl 力ード 

58 

PCI Express xl 力ードスロット 




7. カードを取りがける準備をします。 

力ードの構成、内部の接綿、またはお使いのコンピューかこ合わせた力ードのカスタマイズの情報については、力ードにか属しているマニュアルを参照してください。 

A 餐吿： ネットワークアダプタの中じは、ネットワークに接統すると自動的にコンピュータを起動するものがあります，感電を防ぐため、力ードを巧 y がけるがに必ず、コンピュ 
—夕の竜おプラグをコンセントからおいておいてください. 

8. 力ードコネクタに力ードを取り伸ナる塌合は、固定スロットが固定タブに揃うように力ードを置き、固定タブを軽く引っ張ります。 

Q 注意： 必ず固定タブを扑して.力ードを取り扑してください。力ードを正しく取りタトさないと，システム基板が損傷することがあります。 


9. カードをコネクタに置き、しっかりと巧しドげます。カードが完全に装着されていることを確認します。 
































1 

位置合わせボイド 

2 

ス□ットの外側にはみ出したブラケット 

3 

スロット内のブラケット 

4 

位置合わせバー 

5 

完全に装着されたカード 

6 

完全じ装着されていなしけード 


10. コンピュータに取りがけられてしけこ元の力ードを取り付ける場合で、固定装置を取り外していた場合は、固定装置を巧び取り付けることができます。 

11. 力ード固定装置を取り付ける前に、次のことを確認します。 

I すべての力ードの上部とフィラーブラケットの高さが、位置をわせパーと同じ高さに刷っている 
I 力ードの上部の切り化みまたはフィラーブラケットが、位置合わせガイドと合っている 

12. 力ード固定装置を所定の位置にカチッとはめ化んで.力ードを固定します。 



1 

リリースタブ 

2 

カード固定装置 

3 

リリースタブ （2) 


© 注意： 力ードケーブルは、力ードの . h や後側に配線しないで〈ださい。ケーブルを力ードのヒを通して配線すると、コンピュータカバーが正しく閉まらなくなったり、装置に損傷をちえるおそ 
れがあります。 

Q 注意： ネットワークケーブルを接窺するには、まずケーブルをネットワークアダプタに差し化み、次に、コンピュータに差し化みます。 

13. コンピュータカバーを取 y 付け （ 「 コンピュータカバーのがりがけ 」 を参照）、コンピュータとデバイスをコンセントに接舗して、電源を入れます。 

14. サウンドカードを取りがけた墙合は、次の手順をまけします。 

a. セットアップユーティリティを起動し （ [セットアップユーティリティの 起脚」 を参照）、 Audio Controller (ホーディオコントローラ）を選おして、設定を 〇け （オフ）に变更しま 
す。 

b . 外付けオーディオデバイスをサウンドカードのコネクタに接統します。外付けホーディオデバイスを、背面—パネルのマイクコネクタ、スピーカー/ヘッドフォンコネクタ.またはライン入 
カコネクタに接統しないでください。 

15. ネットワークアダプタを取 y 付けたため、内蔵ネットワークアダプタを無細こする場合は、次の手順を実行します。 

a. セットアップユーティリティを起動し （ 「セットアップユーティリティの起 励」 を参照）. Network Controller (ネットワークコントローラ）を選巧して、鼓定を Off (オフ）に変更し 
ます。 

b . ネットワークケーブルをネットワークアダプタカードに接綿します。ネットワークケーブルを背面パネルの内蔵コネクタに接統しないでください。 

16. 力ードのマニュアルの説明におって、力一円こ必要なすべてのドライバをインストールします。 




































PCI Express 力ードの取 y 外し 

1. 「 作業を開始する前に 」 の手順におって操作してください。 

2. コンピュータカバーを開きます （ 「コンピュータカバーの化り外し」 を参照）。 



1 

リリースタブ 

2 

力ード固定ドア 

3 

位置合わせバー 

4 

位置合わせガイド 

5 

フイラーブラケット 




3. カード固定ドアのリリースタブを内側から t ままに押し、ドアを回転させて開きます。ドアは鬟留しているため、開いたままの状態になります。 



[1] UU - ス巧 [2 ] 力ード固定装置 ]3 I] 力ード固定トマ I 

4. コンピュータに力ード固定装置が付いている塌合、力ードを上部から所をの位置に固定するには、次の手順をまだします。 

a. 力ード固を装置を上方向に回してリリースタブをド方向に軽く押し，カード固を装置を所定の位置に固定している2つのタブスロットから取 y 外します。 

b . 固を装置をま全な場所に置いておきます。 

5. 必要にちじて、カードに接統されたケーブルを外します。力ードの上端の巧を持って、コネクタから取 y 外します。 

6. 力ードを取 y 外したままにする場合は、をの力ードスロット開口部にフイラーブラケットを取り付けます。 

b メモ： コンピュータの FCC 認証を満たすじは.フイラーブラケットををの力ードスロット開口部に取り付ける必要があります。また、フイラーブラケットを装着すると、コンピュータをほこりや 
ゴミから保護できます。 


7. 力ード固定装置をタブじ装着しなおして、下方向に回して所定の位置にカチッとはめ化みます。 





































8. カチッと音がする位置まで力ードを挿入し、力ード固定ドアを巧じまず。 


fS 注意： ネットワークケーブルを接統するには、まずケーブルをネットワークアダプタじ差し化み、次に、コンピュータに差し化みます。 

9. コンピュータカバーを取 y 忖け （ 「 コンピュータカバーのがりがけ 」 を参照）、コンピュータとデバイスをコンセントに接舗して、電源を入れます。 

10. 取 y 外した力ードのドライバをアンインストールします。力ードに付属のマニュアルを参照してください。 

11. サウンドカードを取り外した場合は、次の手順を実がします。 

a . セットアップューティリティを起動し （ [セットアップューティリティの 起肋」 を参照 ）、 Audio Controller (ホーディオコントローラ）を選おして、設定を On (オン） I こを至しま 
す。 

b . 外付け才ーディホデバイスをコンピュータの巧面パネルの才ーディオコネクタに接統します。 

12. ネットワークコネクタカードを取り外した場をは、次の手順をまがします。 

a . セットアップューティリティを起動し （ [セットアップューティリティの 起肋」 を参照 ）、 Network Controller (ネットワークコントローラ）を選択して、設定を On (オン）にを更し 
ます。 

b . ネットワークケーブルをコンピュータ巧面パネルのネットワークコネクタに接統します。 

& メモ： 力ードのマニュアルの説刚こがって、力ードに化要なすべてのドライバをインストールします。 


オプションの スピーカーの 取りが け 

A をを： 本巧の手煩を開おするがに、 r 巧品情報ガイド J の「安全にお使いいただ<ための注意 J を参おしてください。 

^ をを： 感電防止のため、カバーを開く前に必ず、コンビュータの電源プラグをコンセントから抜いてください。 

〇 注を： コンピュータ巧の部おの静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる柳こ、身体から静電気を除まして〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面 
W に触れることにより、静電気を逃がすことができまず。 

1. 「 ホ 業を開始ずるがに 」 の手順におって操作してください。 

2. コンピュータカバーを開きます （ [コンピュータカ/く一のおり 外し」 を参照）。 



1 

スピーカー（オプション） 

2 

ラッ于リリースタブ 

3 

スピーカースロット （3) 

4 

スピーカーケーブル 

5 

システム基板上のスピーカーコネクタ 




3. すでにスピーカーが取り付けられている場合は、古いスピーカーを取り外します。 

a . スピーカーケーブルをシステム基板上のスピーカーコネクタから巧します。 
t 人差し指でスピーカーの底部を持ったまま、親指でラッチリリースタブを押しドげます。 
C. スピーカーを上方向にスライドさせ. 3つのスピーカースロットから取り外します。 





























4. スピーカーを取り付けるには、なドの手順を実斤しまず。 


a . スピーカーを3つのスピーカースロットのタブの後ろじ合わせます。 

t スピーカーとラッチリリースタブが所をの位置にカチッと収まるまで、スピーカーを下方向にスライドさせます。 
C. スピーカーケーブルをシステム暮板上のスピーカーコネクタに接統します。 



1 

スピーカー(オプション） 

2 

ラッチリリースタブ 

3 

スピーカースロットとタブ (3) 

4 

スピーカーケーブル 

5 

システムま板上のスピーカーコネクタ 




5. コンピュータカバーを取り付けます。 「コンピュータカバーのがりりけ J を参照してください。 


プロセッサ 


^ 巧吿： 本巧の手おを閉おする前に、 r 巧品ち巧ガイド J の「安全にお使いいただくための注意 J を参巧してください。 

^ »を： 感電防止のため、カバーを開く前に必ず、コンビュータの電游プラグをコンセントからないてください. 

© 注意； コンピュータ巧の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる柳こ、身体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されてし々い金属面 
に触れることにより、静電気を逃がすことができます。 


プロセッサの取り外し 

1. 「 か 業を開始する的に 」 の手順に促って操作してください。 

2. コンピユータカバーを開きます C r コンピユータカバーの取りかし 」 を参照）。 

b メモ； ヒートシンクアセンブリの両側にある2本の拘束ネジを緩めるには、長いプラスドライバが必要です。 

3. ヒートシンクアセンブリの両測じある2本の拘束ネジを織めます。 

A 巧吿： プラスチックシールドが取り付けられていても、ヒートシンクアセンブリは、システムを巧中に非常なち湿になることがをります。十分な時巧を置いて、ヒートシンクア 
^ センプリの温巧が下がったことを巧誤してからかれてください， 


4. ヒートシンクアセンブリを持ち上げて、コンピユータから取り外します。 


























1 

ヒートシンクアセンブリ 

2 

拘まネジ/\ウジング （2) 


O 注き： デルのブロセッサアップグレードキットを取り付ける場合、元のヒートシンクアセンブリは廃裏してください。デルな外のプロセッサアップグレードキットをありがける場合、新しいプロセ 
〜 ッサを取り付ける際は、元のヒートシンクアセンブリを再利用してくださし、。 

5. ソケットの.りこあるセンターカバーラッチのドのリリースレバーをスライドさせて、プロセッサカバーを開きます。レバーを後ろに引いて.ブロセツサを取りタトします。 



1 

プロセッサカ/く一 

2 

プロセッサ 

3 

ソケット 

4 

リリースレバー 






^ 注き： プロセッサを交換する際には、ソケット内のどのピンにも触れないで〈ださい。また.ソケット两のピンの上に物が落ちたり異物が挟まったりしないように注意してください。 

6. プ□セッサを‘ほをにソケットから取 y 外します。 

ソケットにすぐに新しいプ□セッサを取りがけられるように，リリースレバーを外したままにしておきます。 

プ□セッサの交挨 

〇 注意： コンピュータ背面の塗装されていない金属面に触れて、身体から静電気を逃がしてください。 

。 を苗！ プロセッサをを換する際には、ソケット内のどのピンにも触れなし、でください。また、ソケット巧のピンの _ h に物が落ちた y 異物が挟まったりしなし、ように注意してくださし、。 

1. 「 化' 業を開始するおじ 」 の手順に促って操作してください。 

2. コンピュータカバーを開きます （ r コンピュータカバーの取り外し 」 を参照）。 

3. プロセッサの底部にち虫れないように注意しながら、新しいプロセッサをパッケージから取り出します。 


Q 注を： コンピユータの電源を入れる際にプロセッサとコンピユータ I こ修復できない損傷をちえることを遇けるため、プロセッサをソケットじ正し〈装着してください。 





























4. ソケット h のリリースレバーが完全に開いていない場合は、その位置まで動かします。 


5. プロセッサの前後にある位置合わせ肉り&みを、ソケットのが後にある位置合わせ切り化みに合わせます。 

6. プロセッサとソケットの1をピンの巧を合わせまず。 



1 

プロセッサカバー 

2 

タブ 

3 

プロセッサ 

4 

プロセッサソケット 

5 

センターカバーラッチ 

6 

リリースレバー 

7 

前面の位置合わせ切り化み 

8 

ソケットとブ□セッサの1をピンを示すマーク 

9 

背面の位置合わせ切り化み 


Q 注を： 損傷を防ぐために、正確にプロセッサとソケットの位置合わせをがって、プロセッサの取り付け時に無理な力を加えないように注意してください。 

7. プロセッサをソケット上に静かにセットしブロセッサが正しく置かれてし、ることを確認します。 

8. プ□セッサがソケットに完全に収まったら、プロセッサカバーを閉じます。 

ブロセッサカバーのタブが、ソケットのセンターカバーラッチの ド じあることを確認します。 

9. ソケットリリースレバーを回転させながらソケットの元の位置にはめ比み、プロセッサを固定します。 

Q 注意： デルな外のプロセッサアップグレードキットをおり讨ける場合、プロセッサを交換する隙は、元のヒートシンクアセンブリを再利用してください。 

デルのプ□セッサを撰キットを取りがけた蠕合、元のヒートシンクアセンブリとプロセッサを交換キットが送られてきたパッケージを使用して、デルに返却してください。 

10. みの手順でヒートシンクアセンブリを取りがけます。 

a. ヒートシンクアセンブリをヒートシンクアセンブリブラケットにおしまず。 

b . ヒートシンクアセンブリをコンピュータベースにドろし2本の拘束本ジを缔めます。 

Q 注き： ヒートシンクアセンブリがしっかりと固定されたことを確認します。 














1 

ヒートシンクアセンブリ 

2 

ヒートシンクアセンブリブラケット 

3 

拘束ネジ M ウジング （2) 


11. コンピュータカバーを取り付けます。 「 コンピユータカバーの 取りり け J を参照してください。 

Q 注意： ネットワークケーブルを接窺す对こは、まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に、コンピユータじ差し化みます。 

12. コンピュータとデバイスを電源コンセントに接統し、電源を入れます。 


ハッテリー 

A » を： 本巧の手おを開おする前に、[巧品情報ガイド J の「ま全にお硬いいただ<ための注ち J を参照してください. 

^ を告： 感電防止のため、カバーを閉<前に必ず、コンビュータの電源プラグをコンセントから抜いてください。 

A ® 吿： 新しいパッテリーを取 y 付ける場合、正し<取リがけてください。破裂する場合があ y ます。交あするバッテリーは、デルが推契する型、まもは同等の巧おをご吊 jffi < 
W ださい。使用済みのバッテリーは、巧を元の指示に従ってお襄して<ださい- 

の 注意： コンピュータ巧の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去してください。コンピュータシャーシの塗装されて L 々い金属面 
一 に触れることにより、静電気を逃がすことができます。 

バッテリーについて 

コイン型バッテリーは、コンピュータの設定、日付、時刻の情報を保持します。バッテリーの寿命は数年です。 

コンピュータの電源を入れた後、時刻と日が情報を舗り返しリセットしなければならなかったり、なドのメッセージのいずれかが表示される墙合は、バッテリーの交換が必要なことがあります。 
Time-of-day not set - please run SETUP program (日時が設定されていません-セットアッブユーティリティをま巧して < ださい） 

または 

plILe rurSETUP progrim 篇が無効です-セットアッブユーティリティを実巧してください） 

または 

F2 to run the setup utility (統巧するには FI キーを、セットアッブユーティリティをま斤するには F2 キーを押してください） 

バッテリーの交換が必おかどうか確認するには、セットアップユーティリティで日付と時刻を再入力し、プログラムを終了してその情報を保存します。コンピュータの電源を切り、コンセントから 2-3 
時間外しておきます。次に、コンピュータをコンセントに接統しなおし、電源を入れてセットアップユーティリティを起動します （ [セットアップユーティリティの 起酣 J を参照）。セットアップユーティリ 
ティに表示される日付と時刻が間違っている場合は、バッテリーを交換します。 

バッテリーがなくてもコンピュータは動作しまずが、電源をオフにしたり、コンセントから電源プラグをあいた場合、コンピュータ設を情報は泡’去されまず。その巧合は、セットアップユーティリティを起 
動して （ 「 セットアップユーティリティの 起動 J を参照）、鼓定オプションを設定しなおす必要があります。 

バッテリーの取り外し 

1. セットアップユーティリティじある鼓定情報のコピーを取っていない場合は.コピーを取ります （ 「セットアップユーティリティ」 を参照）。 


1. 「化渠を閒始するがに」 の手順にがって操作してください。 































2. コンピュータカバーを開きます （ 「コンピュータカバーの取り外し」 を参照）。 


3. バッテリーソケットの位置を確認します。 

© 注意： 道具（先端の鋭〈ないもの）を使用して、バッテリーをソケットから取り出す場合は、道具がシステム基做こ触れないよう注意してください。必ず、バッテリーとソケットの間に道具を 
確まじ挿入してから、バッテリーを外して〈ださい。それを怠ると、バッテリーソケットが外れたり、システム基板の回路を切断するなど、システム基板に損傷をちえるおそれがあります。 

Q 注を！ バッテリーの取り外しの廳口よ，バッテリーコネクタが破損しなし、ようにしっかり支えてください。 

4. コネクタのプラス測をしっか y 押して、バッテリーコネクタをちえます。 

5. プラス側のバッテリーコネクタを支えながら、バッテリータブをプラス側のコネクタの方から持ち上げて、マイナス側コネクタの固をタブから外します。 



1 

システムバッテリー 

2 

バッテリーソケットタブ 

3 

バッテリーソケット 

4 

ブラス （+ ) 側のバッテリーコネクタ 






6. 古いバッテリーは適切に廃窠します。詳細については、『製品情報ガイド』を参照してください。 

バッテリーの交換 

1. 「 化 葉を開始ずるがじ 」 の手順に促って操作してください。 

2. コンピュータカバーを開きます （r コンピュータカバーの 取 y 外し 」 を参照）。 

3. バッテリーソケットの位置を確認します。 

4. 既存のバッテリーを取り扑します。 「 バッテリーの取り外し j を参照してください。 

^ 注意： バッテリーの取りがけの隙には，バッテリーコネクタが破損しなし、ようにしっか y ミえてください。 

5. コネクタのプラス測をしっか y 押して、バッテリーコネクタをちえます。 

6. プラス測を上にしてバッテリーを持ち、コネクタのプラス側にある固定タブのドにスライドさせます。 

7. 所定のを置に力于ッと収まるまでバッテリーをコネクタに押し化みます。 

8. コンピュータカバーを取 y がけます。 「 コンピュータカバーの 取りけ け 」 を参照してください。 

。 注意： ネットワークケーブルを接統するには，まずケーブルをネットワークデバイスに差し化み、次に、コンピュータに差し化みます。 

9. コンピュータとデバイスを電源コンセントに接統し、電源を入れます。 

10. セットアップユーティリティを起動し （ [セットアップユーティリティの 起動」 を参照、)、既存のバッテリーを取り外す際に記録した設定に戾します。 


I / O パネル 
















^ 巧吿： 本巧の手おを開始するがに、 r 巧品情巧ガイド J の「ま全にお使いいただ<ための注意 J を参おしてください。 


^ 巧吿： 感電防止のため、カバーを開<前に必ず、コンビュータの電源プラグをコンセントから巧いてください， 

CS 注き： コンピュータ巧の部品の静電気じよる損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去してください。コンピュータシャーシの塗装されていないを属面 
W に触れることにより、静電気を逃がすことができます。 


I / O パネルのコンポーネント 



1 

USB ポート 

2 

診断ライト、 "ー ドドライブアクセスライト，ネットワーク保全ライト 

3 

ヘッドフォンコネクタ 

4 

マイクコネクタ 






I / O パネルの取り外し 

1. 「 作業を開始する前に 」 の 手順に 促って操作してください。 

2. コンピュータカバーを開きます（： r コンピュータカバーの取 L パトし 」 を参照）。 

b メモ： ヒートシンクアセンブリの南側にある2本のが]束ネジを緩めるには、長いブラスドライバが必要です。 

3. ヒートシンクアセンブリの両測じある2本の拘束ネジを織めます。 

A 餐吿： プラスチツクシ-ルドが取りがけられていても、ヒートシンクアセンブリは、システムを巧!中に非常な商温になることがあります.十分な時巧を置いて、ヒートシンクア 
^ センブリの盘巧が下がったことを巧誇してからかれてください。 

4. ヒートシンクアセンブリを持ち上げて、コンピュータから取り外します。 


























1 

ヒートシンクアセンブリ 

2 

拘まネジ/\ウジング （2) 


5. ヒートシンクアセンブリは側面をドにして安全な場所に置きまず。 

6. システムフアンケーブルをシステム基板から外します。 
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7. フアンリリースレバーを持ち上げ.ファンをコンピュータの背面方向にスライドさせて底部から外し、コンピュータから取 y 外します。 

8. コント□—ルパネルケーブルを，ケーブルループ使って I / O パネルコネクタから取り外します。 

9. 前面パネルを取り外します。 r 前—が パネルの取りタトし 」 を藝照してください。 

10. ドライブパネルを取 y 外します。 「 ドライブパネルの 取り外し （タワーコンピュータ） J または 「 ドライブパネルの取り外し（■デスクトップコンピュータ） J を参照してください。 

11. ホブションのサウンドカードが装着されてし、る場合は、 I / O パネルの端からケーブルを外します。 

12. オプションの IEEE 1394ケーブルが正面ポートに禮統されてし、る場合は、コネクタのマニュアルに記載されてし、る手順に促ってコンピュータの正面からケーブルを外します。 

13. オプションの熱センサーケーブルが取 y 付けられている場合は（ケーブルのもう一方の端は、 「THRMJ とラベル表示されているシステム基板のコネクタに接統されています。 
のコンポーネント J を参照）、 I / O パネルの端からケーブルを外します。 


r ンスザム 某 巧 


















































1 

I / O パネル 

2 

取りがけネジ 


14. I / O パネルから取り付けネジを外します。 

15. I / O パネルをコンピュータから取りタトします。 


I / O パネルの取り付け 

上面パネル、底面パネル、およびが面パネルのタブがきちんと収まっていることを確認して、 取り外しの 乎顺を逆の順序で実斤します。 


電源 ユニット 

^ » を： 本巧の 手 おを 実 だするがに、[巧品 情 巧ガイド J の 「ま 全にお诬いいただくための注意 J を参照してください。 

^ » を： 感電防止のため、カバーを聞く前に必ず、コンピユータの電源プラグをコンセントから巧いてください。 

〇 注意： コンピュータ巧の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる柳こ、身体から静電気を除まして〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面 
に触れることにより、静電気を逃がすことができます。 

電源 ユニットの 取り外し 

1. 「 ホ 業を開始ずるがに 」 の手順におって操作してください。 

2. コンピュータカバーを開きます （ r コンピユータカバーの取り 狎 し 」 を参照）。 

3. DC 電源ケーブルをシステム基板とドライブから外します。 

タブを解除してケーブルをシステム基板とドライブから外す際には、コンピュータフレーム内のタブのドじある DC 電源ケーブルの配線經路をメモしておいてください。それらのケーブルを再び 
取りがける隙に、挟まれたり折れ曲がったりしないように、正しく配線する必要があります。 


4. 電源ユニットをコンピュータシャーシの背面に固定している4本のネジを外します。 





















1 電源 ユニットの ネジ （4) 

5. 電源ユニットをコンピュータの正面方向に約 2.5 cm ほどスライドさせます。 

6. 電源ユニットを持ち上げて，コンピュータから取り出します。 

電源 ユニットの 取り付け 

1. 電源ユニットを所定の位置にスライドさせます。 

2. 電源ユニットをコンピュータシャーシの背面に固定する4本のネジを取 y がけます。 

3. DC 電源ケーブルを接綿します。 

4. デスクトップ コン ピュータの場合は、/、ードドライブの側面に電源ケーブルを接統します。 

5. ヶーブルをタブのドに配線し，タブを押してヶーブルの上に閉じます。 

6. コンピュータカバーを取 y がけます。 「 コンピュータカバーのがが. m 」 を参照してください。 

の 注意！ ネットワークヶーブルを接統するには，まずヶーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に，コンピュータじ差し化みます。 

7. コンピュータとデバイスを電源コンセントに接統し、電源を入れます。 


システム基板 

A * を： 本巧の 手 厢を西おする前に、 r 躲品 情報 ガイド J の 「を 全に お馆 いいただくための 注意 J を 参 おしてください. 

A 餐を： 感電防止のため、カバーを開く前に必ず、コンビュータの電源プラグをコンセントから抜いてください。 

© 注意： コンピュータ巧の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除去してください。コンピュータシャーシの塗装されて L 々い金属面 
に触れることにより、静電気を逃がすことができまず。 

〇 注意： システム基板と金属製のトレイは，1つの部品として取り付けおよび取り外しを巧います。 


システム基板の取り外し 

1. 「作業を開始’する柳こ」 の手順にがって操作してください。 


2. コンピュータカバーを開きます （ [コンピュータカ/く一の取り外し」 を参照）。 




























3. 前面パネルを取りタトしまず。 r 前-が パネルの取りタトし 」 を參照してください。 

4. システム基板を取り出す際に邪魔になるコンポーネントをすベて取りタトします。 

5. システム基板からすべてのケーブルを外します。 

6. 既存のシステム基板アセンブリを取りタトす前に、取り付けるシステム基板と既存のシステム基板の外観を化較し、正しい部品を使用してし、るか確認します。 

7. システム基板のネジを取り外します。 



[1 I シ X テム葡販 1? ijt 、 ジ I 

8. 2つのタブを引いて、システム基板アセンブリをコンピユータの前方向にスライドさせ、次にアセンブリを持ち上げて取り外します。 

9. 取り外したシステム基板アセンブリを、取りがけるシステム基板の横に置きます。 



1 

システム基板 

2 

コンピュータの背面 


システム基板の交換 

1. 既存のシステム基板から、交換用のシステム基板にコンポーネントを移動しまず。 

a . メモリモジュールを取り外し、交撰用の基板に取りがけます。詳细については、 「之 を参照してください。 

A 餐吿： プロセッサバッケージおよびヒートシンクアセンブリは、ち盘になることがを y ます，やけどをしないように、パッケージおよびアセンブリが充分にがえるのを侍ってから 
^ 手をがれるようにしてください， 

b . 既存のシステム基板からヒートシンクアセンブリとプロセッサを取り外し、交換用のシステム募おに取りがけます。詳细については、 [プロセッサ J を参照して〈ださい。 


2. 元の基板と同に毁定になるようじ、交換用のシステム基板のジャンパを設定します （ [システムを板のコンポーネント」 を參照）。 




































& メモ； 場合によつて、交換用のシステム基板のコンポーネントやコネクタの中には、元のシステム基おのがちするコネクタと場所が異なるものがあります。 


3. 基板底面の切り化みがコンピュータ底面のタブと揃うように、交換用の基板を置きます。 

4. システム基板アセンブリを所をの位置にカチッと収まるまでコンピュータの背面へ押し込みます。 

5. システム基板から取り外したすべてのコンポーネントとケーブルを取りがけます。 

6. コン ピュータの背面にあるコネクタじすべてのケーブルを接統します。 

7. コンピュータカバーを取 y がけます。 「 コンピュータカバーの取りけけ 」 を参照してください。 

Q 注意： ネットワークケーブルを接統するには，まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に、コンピュータじ差し化みます。 

8. コンピュータとデバイスを電源コンセントに接統し、電源を入れます。 


前面パネルとコンピュータカバーの取りがけ 

A を告： 本巧の手おを聞おする前に、 r 巧お情報ガイド J の「まをにお使いいただ<ための注意 J を参照してください。 

么 巧を： 感電防止のため、カバーを開<前に必ず、コンビュータの電源プラグをコンセントからあいてください。 

A 注き： コンピュータ巧の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、身体から静電気を除まして〈ださい。コンピュータシャーシの塗装されていない金属面 
〜 に触れることにより、静電気を逃がすことができます。 

前面パネルの取リ付け 

1. 前面パネルの切り込みをコンピュータ正面のがあする巧に合わせます。 

2. 前面パネルのリリースレバーを引き、パネルを右にスライドさせて、前面パネルをしっかりと固定します。 


コンピュータカバーの 取り付け 

1. すべてのケーブルが確実に接舗され，ケーブルが邪魔にならない墙所に束ねられてしぶか確認します。 

電源ケーブルがドライブの下に挟まらなしけうに、電源ケーブルを憤動こ手前に引きます。 

2. コンピュータの巧部に工具や余った部品が残ってしぶいことを確認します。 

3. カバーの取り付けは、次の手順で巧います。 

a . コンピュータのカバーを、コンピュータの/、ードドライブベイがある側に巧いてし、るタブに合わせます。 

b . カバーをかぶせて，カチッとはまるまでゆっ<リ押しドげます。 

C. カバーが固定されたことを確認します。固定されてしぶい場合は、 手順 3 をすベて繰り返します。 

〇 注意： ネットワークケーブルを接統するには，まずケーブルをネットワークポートまたはデバイスに差し化み、次に、コンピュータじ差し化みます。 

4. コンピュータとデバイスを電源コンセントに接統し、電源を入れます。 


目次 ページに戾る 






目次ページに戻る 

タワー型とデスクトップ型の間の転換 

Dell PrecisiorT " Workstation 390ューザーズガイド 

♦ ドライブベイカバー 
♦ ドライブの向きの切り督え 
♦ ドライブパネル 

A 警告： 本巧のキ巧を M 巧する前に、『»み情巧ガイド J の r 巧全にお巧いいただくためのを意 J を参旧してください。 

^ 警告： 庙■防止のため、カバーを曲く前に化ず、コンピュータの■巧プラグをコンセントからはいてください。 

© を意： コンピュータ巧の部品の静電気による損傷を巧ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、き体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に触 
れることにより、詩電気を逃がすことができます。 

り ホ意： ドライブの損協をがぐため、ドライブを硬い面の上に置かないでください。ドライカホ.をミき樹指製のパッドなど十分なクッション性のあるものの上に置いてください。 

r ィ メモ： コンピュータの向きをタワーまたはデスクトップにお換するロホ、デルから提供されているオプションのキットを使用する必要があります。デルからのお取り寄せの詳細については、 r 製品 
M 盧範」 を参照して〈ださい。 ~ 

1. 「 作業を開賠する前に I の手順にがって操作してください。 

2. コンピュータカバーホ開きます （「 コンピュータカバーの取りかし I をを熙）。 

3. 前面パネルを取り巧します。 「 前面パネルの取りがし I をを昭してください。 

4. ドライブパネルを取 y がします。 r ドライブパネルの取り外し（タワーコンピュータ） I を参昭して〈ださい。 

5. 必要に応じてドライブベイカバーの取リイ寸けや取りかしを行い、デスクトップコンピュータのドライブパネルをを摘します。 


ドライブべイカ/く一 

デスクトップコンピュータのドライブパネルからドライブベイカバーを取り外す方法 

の ホ意： ドライブベイカバーの内側にはネジが付いている場合があります。新しいドライブにネジが付いていない場合は、このネジを取 y 付けて使巧しまず。 



1 

ドライブパネル 

2 

ドライブベイカバ 

3 

ドライブベイカバーのリリースタブ 

(2) 

4 

タブスロットにはまっているドライブベイカバーの 
タブ 






〇 を 意： ドライブベイカバーのタブを镇さないようにするため、カバーの一端をドライブパネルから引き離す距離は 1 cm 程度までにして、その後スロットからタブを引き巧いてください。 

1. ドライブパネルの内側で、ドライブベイカバーの2つのリリースタブをつまみ、ドライブパネルから外れるまでカバーをち側に引き出します。 

2. ドライブベイカバーをま全な場抓こ置いても'きます。 


デスクトップコンピュータのドライブパネルにドライブベイカバーを取り付ける方法 





















1. ドライブベイカバーのタブを、ドライブパネルのスロット I こ差し込みます。 



1 

ドライブパネル 

2 

ドライブベイカバ 

3 

ドライブベイカバーのリリースタブ 

(2) 

4 

タブスロットにはまっているドライブベイカバーの 
タブ 






3. ドライブベイカバーがドライブパネルに正し < 固定されていることを確認します。 


ドライブの向きの切り替え 

b メモ： タワーコンピュータの場合は、正面に 3.5 インチドライブをデスクトップコンピュータよりも1台をく取り付けることができます。 

1. フロッピードライブが取り付けられている場合は、 r フロッピードライブまとはメディアカードリーダーの取り列■し（タワーコンピューか I の丰|旧じがって巧りみし. r フロッピードライブまたはメディアカ 
-ドリ-ダ-の取り仇ナ(デスクトッフコンビュ-夕） I の丰陋にがって取りがけなおします。 

2. オプティカルドライブが取り付けられている場合は、 rCD / DVD ドうイブの目む凶！し(タワーコンピュータ)」 の手順に従って取り外し、 「 CD ぶ VD ドライブの取リ协ナ(デスクトップコンピュータ ） I の 
手順にがって取り巧けなおします。 


ドライプパネル 

^ メモ： タワーコンピュータとデスクトップコンピュータの違いに関悟な<、ドライブパネルに IEEE 1394コネクタ用のス□ットがある場合とない場合があります。 

ドライブパネルの取り外し（タワーコンピュータ） 

1. スライドプレートレバーをち側にスライドさせ、ドライブパネルをが側に回し、持ち上げて外します。 
































1 I スライドプ レー ト 


I 2 I スライドプレートレ/く一 


I 3 ドライブパネル 


ドライブパネルの取り付け（タワーコンピユータ) 

1. ドライブパネルタブを側面ドアヒンジに合わせます。 



1 

スライドブレート 

2 

スライドプレートレバー 

3 

ドライブパネル 

4 

ドライブパネルタブ 






2. ドライブパネルをコンピュータの方向に倒して、前面パネルの所定の位置じカチッと固定します。 

3. 前面パネルの Del | TM バッジを回転させる口よ、バッジの外周に指をかけ、巧し込んで回します。バッジ底部のおくじあるスロットを使ってバッジを回輯させることもできます。 

4. 前面パネルを取りがけます。 「 前面パネルの取り列 ■し 」を参照してください。 

5. コンピュータカバーを取 y 付けます。 「 コンピュータカパーの取りがけ I を参輯してくピさい。 

ドライブの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順につい口よ、ドライブに付属のマニュアルを参照してください。 

6. セットアップユーティリティを起動し （「 セットアップユーティリティの起動 」 を参照）、該当する Diskette Drive (ディスケットドライカオブシヨンを選がします。 

7. Dell Diagnostics (診断け□グラムを実行して、コンピュータが正しく動作することを確認します （「 Dell Dia 日 nostics (診断け□グラム j を参照）。 

ドライブパネルの取り外し（デスクトップコンピュータ） 

^ メモ： デスクトップドライブパネルは、元のシステムカ{タワーコンピュータである場合に别途ご購入いただけるオプションコンポーネントです。 


1. スライドプレートレバーをち側にスライドさせ、ドライブパネルをか側に回し、持ち上げて外します。 






















II 1 スライドプレート 2 スライドプレートレバー 3 ドライブパネル 


ドライブパネルの取りかけ（デスクトップコンピューが 

1. ドライブパネルタブを側面ドアヒンジに合わせます。 



1 

スライドプレート 

2 

スライドプレートレバー 

3 

ドライブパネル 

4 

ドライブパネルタブ 






2. ドライブパネルをコンピュータの方向に倒して、前面パネルの所定の位置じカチッと固定します。 

3. 前面パネルの Del | TM バッジを回転させるには、バッジの外周に指をかけ、巧し込んで回します。バッジ底部の巧くにあるスロ外を巧ってバッジを回西させることもできます。 

4. 前面パネルを取りがけます。 「 前面パネルの取りが け 」 を参照してください。 

5. コンピュータカバーを取り付けます。 「 コンピュータカバーの取りがけI を参輯してくピさい。 

ドライブの操作にほ用するソフトウェアをインストールする手順については、ドライブに付属のマニュアルを参照してください。 

6. セットアッブユーティリティを起動し （「 セットアップユーティリティの起動 」 を参照）、該当ずる Diskette Drive (ディスケットドライブ)オブシヨンを選がします。 

7. Dell Diagnostics (該断)プログラムを実行して、コンピュータが正しく動作することを確認します （「 Dell Diagnostics (該断)プログラム j を参照）。 


目次ページに房る 






























目次ページに戻る 


問題を解決するには 

Dell Precision ™ Workstation 390ューザーズガイド 

• トラプルシューティングのヒント 
♦ バッテリーの問題 
♦ カードの問聞 
• カードファンの巧頭 
♦ ドライブの問頭 

♦ E - メール.モデム、およびインターネットの問題 

♦ IEEE 1394 デバイスの問頭 
• キーボードの問題 

♦ フリーズおよびソフトウェアの問題 


♦ メモリの問題 
♦ マウスの巧顆 
♦ ネットワークの問題 
♦ 雷源の巧頭 
♦ プリンタの問頭 

♦ シリアルまたはパラレルデバイスの巧頭 

9 サウンドおよびスピーカーの間頭 
♦ ビデオとモニターの問題 


トラブルシューテイングのヒント 

コンピュータのトラブルシューティングを実行する際は、お下のヒントじなつてください。 

I 卽品を追加したり取りかした御こ問題が発生した場合は、のり付け手順を見直して、卽品が正し〈取り付けられてしぶか確認します。 

I 周辺磯器が機能しない場合は、その機器が正しく怯続されているか確認します。 

I 画面にエラーメッセージが表示される場合は、メッセージを正砸ソモしまず。このメッセージは、テクニカルサポート担当者が問題を分がおよびおまするのに役立つ場合があります。 
I プログラムの実行中にエラーメッセージがき示される場合は、ブログラムのマニュアルを参照してください。 


バッテリーの問題 

レ： TF を確認しながら、 「 診断チェックリスト 」 に必要事項を記入してください。 

A 警吿： バッテリ-の巧 y がけ方が旧違っていると、巧裂する危おがあります。を換するバッテリーは、デルが推ちするお、または同等のお品をごが用ください。巧用巧みのバッ 
^ テリーは、»造元の巧示に従って巧窠してください。 

A 警告： 本巧の手旧を開始する巧に、『製品情巧ガイド JI の r 安全にお使いいただくためのを意 J を参おしてください。 


錦リ戒把な,； お おで! ％れ雜邊魔誤離 g 離端な纖鑑浩薇觸 關黯 離示される 


力ードの問題 

レ:(下を確認しながら、 「 診断チェックリスト 」 に必罢事項を記入してください。 

A 警告： 本巧の手巧を曲巧する前に、『»品情巧ガイド JI の r 安全にお巧いいただ<ためのを意 J を#おしてください。 

^ 警告： 巧■巧止のため、カバーを曲く前にめず、コンピュータの■巧プラグをコンセントからはいてください。 

〇 を意： コンピュータ巧の部品の静電気による損傷を巧ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、き体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に触 
れることにより、詩電気を逃がすことができます。 


カードのち»が巧およびケーブルを巧 B します一 

1. コンピュータとデバイスの電源を切り、コンセントから列■します。10〜20秒待ってコンピュータカバーを取り列•します （「 コンピュータカバーの取りが し 」を参照）。 

2. をカードがコネクタにしっかりと装着されているか確認します。緩んでいるカードを装着しなおします。 

3. カードのコネクタに対応するすべてのケーブルがしっかりと巧続されているか確設しまず。緩んでいるケーブルは接続しなおします。 

力ード上の特定のコネクタにどのケーブルを接続するかについては、力ードのマニュアルを参照してください。 

4. コンピュータカバーを閉じ、コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

































グラフィックカードをテストします一 


1. コンピュータとデバイスの電源を切り、コンセントから巧します。10〜20秒待ってコンピュータカバーを取り巧します （「 コンピュータカバーの取りかし 」 を参照）。 

2. グラフィックカードレユ外のすべての力ードを取り外します。 rpci 力ードの取りがし I を巻鹿してください。 


プライマリハードドライブがドライブコントローラカードに接続されていて、システム基キ反の I DE コネクタのいずれかに接統されていない場合、コンピュータに取り付けられた 
ドライブコントローラカー円ホそのままにしておきます。 


3. コンピュータカバーを閉じ、コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

4. Dell Diagnostics (診断)プ□グラムを実行します （「 Dell Diagnostics (診断)ブ□グラム 」 をを照）。 


力ードのテストー 


1. コンピュータとデバイスの電源を切り、コンセントから列■します。 10 〜 20 抄待ってコンピュータカバーホ取りかします （「 コンピュータカバーの取りがし I を急照）。 

2. 前の手順で取り外した力ードの1つを取り付けなおしまず。 「 PCI 力ードの取り付け 」 を参照してください。 

3. コンピュータカバーを閉じ、コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

4. Dell Diagnostics (教断)プログラムを実行します （「 Dell Diaanostics ( 孩断） フロヴラム i をき鹿）。 

テストのいずれかに失故した場合、装着しなおしたカードが不良であるため、な換する必要がありまず。 


5. すべてのカードの巧取り付けが終わるまで、この手順を繰り返します。 


カードフアンの問題 

A 警告： 本巧の手巧を開姑する!的に、『製品情報ガイ刊の r 安全にお使いいただくためのを意 J を参旧してください。 

^ 養告： 巧■巧止のため、カバーを曲く前に必ず、コシピュータの■巧プラグをコンセントから巧いてください。 

© を意： コンピュータ巧の部品の静電気による損傷を巧ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、き体から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に触 
れることにより、詩電気を逃がすことができます。 


ケーブルをなを巧度します一 力ードファンのケーブルがシステム其板の力ードファンコネクタじしっかりと巧結されていることを確認します （「 システム某キ反のコンポーネント I を 
参辟')。 


ドライブの問題 

A 警告： ネ巧の手巧を闻巧する前に、『»品 情 巧ガイド J 1 の r 安全にお巧いいただ<ためのを 意 J を 参 旧してください。 

A 警告： 巧 ■巧止のため、カバーを曲く巧に化ず、コンピュータの■巧プラグをコンセントから巧いてください。 

〇 を意： コンピュータ巧の部品の静電気による損傷を巧ぐため、コンピュータの電子部亂こおれる制こ、き体から静電気を除去してください。コンピュータシヤーンの塗装されていない金属面に触 
れることにより、詩電気を逃がすことができます。 

レ: TF を巧設しながら、 「 該断チェックリスト I じ必要ま垣を記入して〈ださい。 


Microsoft® Windows ⑥がドライブを巧度していることを巧おしますー スタートボタンをクリックして、マイコンビュータをクリックします。フロッピー、 CD 、 または 
DVD ドライブが一賣じ表示されない場合は、アンチウイルスソフトウェアでウイルスチェックを巧い、ウイルスを調査して除去します。ウイルスが原因で Windows がドライブを 
認識できないことがあります。 

ドライブのテストを行います一 

I 元のフロッピーディスク、 CD 、 または DVD に巧題がないか確認するため、別のディスクを挿入します。 

I 起動ディスクを挿入して、コンピュータを再起動します。 


ドライブまたはディスクをクリーニングします一 「コンビュータをク IJ- ニンヴするには I をを鹿してください。 

ケーブルちなを巧巧します一 

ソフトウ I アと八ードウユアの巧をがないかな B します一 



























Dell Diagnostics (をが）プログラムを実行•します （r pell Diagnostics (な R ) プログラム i ホ♦お）。 


CD および DVD ドライブの問題 

b メモ： 高速な CD ドライブや DVD ドライブの振動は一般的なもので、ノイズを弓陪起こすこともあります。 CD や DVD ドライブの故障ではありません。 
b メモ： 様々なファイルおまがあるため、お巧いの DVD ドライブでは再まできない DVD もありまず。 


Windows のボリユームをお»します一 

I 画面ち下角にあるスピーカーのアイコンをクリックします。 

I スライド/く一をクリックし、上にドラッグして、音量が上がることを確認します。 

I サウンドがミュートじ設定されていないか確認し、設定されている場合はチェックマークの付いたボックスをクリックします。 


スピーカーおよびサブウーハーを確巧します一 r サウンドおよび スピーカーの 問頭 I をき鹿してください。 


CD / DVD - RW ドライブへの II き込み問担 


その化のプログラムを田じます一 CD / DVD-RW ドライブは、データを書き込む際に一定のデータの流れを必要とします。データの流れが中断されるとエラーが発生します。 
CD / DVD-RW に書き込む前に、ずべてのプログラムを閉じます。 


CD / DVD-RW ディスクに書き込むホに、 Windows のスタンバイモードをオフにします一 省電カモードの詳細じついては、 「 電力の管理 J を参照してください。 


ハードドライブの問題 


Del|TM IDE Hard Drive Diagnosticsd DE HD お断）プログラムのま巧一 


Dell IDE Hard Drive Diagnosticsd DE HD 該断)ブログラムは、ハードドライブのテストを巧って、ハードドライブに関ずる巧題を解みしたり、ハードドライブのエラーを確認す 
るためのユーティリティです。 

1. コンピュータの電源をオンにします(すでにオンになっている場合は、再起動します）。 

2. 画面のち上角に F 2 。 Setup と表示されたら、 < Ctrl >< Alt >< d > を巧します。 

3. 画面に表示される指示に従ってください。 


チェックディスクを実行します一 


1. スタート ボタンをクリックして、 マイコンピュータ をクリックします。 

2. 口ーカルディスク （ C 0 をちクリックします。 

3. プロパティをクリックします。 

4. ツール タブをクリックします。 

5. エラーチェック の巧目で、 チェックする をクリックします。 

6. 不をなセクタをスキヤンし、回なする をクリックします。 

7. M おをクリックします。 


E - メール、モデム、およびインターネットの問題 

^ 警告： 本巧の手巧を 曲 巧する前に、『製品 情苗 ガイド JI の r 巧をにお巧いいただくためのを 意 J を 参 おしてください。 

A 警告： «■防止のため、カバ-を曲<前に化ず、コンピュ-夕の■おプラグをコンセントから巧いてください。 

© を 意： コンピュータ巧の部品の静電気による損傷を巧ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、き巧から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に触 
れることにより、詩電気を逃がすことができます。 

^ メモ： モデムは必ずアナログ電話ジャックに接続してください。デジタル電話回線 （ ISDN ) に接続した場合、モデムは動作しません。 














Microso け Outlook ⑥ Express のセキュリティ担:をを巧認します一 E - メールの添付ファイルを開 < ことができない場合は、次の操作を巧ってくださし、。 

1. Outlook Express で、 ツール、オプション とクリックして、 セキュリティ をクリックしまず。 

2. 巧付ファイルを»可しない をクリックしてチェック マー クを外します。 


■な巧のを巧を在 B します一 


■おジャックを巧おしまず一 


モデムを直を■おジャックへ巧なします一 


化の電おなを巧用してみます一 


I 電話線がモデムのジャックに巧統されているか巧設します（ジャックには緑をのラベルが付いているか、その隣にコネクタおのアイコンが付いています）。 

I 電話線のコネクタをモデムに巧続する瞭じ、カチッとしづ感舶が得られることを確認します。 

I モデムから電話線をかして、電話に接続します。電話の発信音を聞きます。 

I 留守番電話、ファックス、サージプロテクタ、スプリッタなどの、電話回線を共ちする他の電話機器力{ある場合は、それらの機器を経由せずに、モデムを壁の電話ジャック 
に直接接続します。3 m レ： I 巧の電話線を使用します。 


Modem Helper お断プログラムを実行しますー スタート ボタンをクリックし、 すべてのプログラムを ポイントして、 Modem Helper をクリックします。画面の指示に従 
つて、モデムの問題を識別して、その問題を辑ミ夫しまず (Modem Helper は一部のコンピュータでは使用できません）。 


モデムが Windows と迅信しているか巧«します一 


1. スタート ボタンをクリックし、 コントロールバネル をクリックしまず。 

2. プリンタとその化のハードウエア をクリックします。 

3. ■括とモデムのオプションを クリックします。 

4. モデム タブをクリックします。 

5. モデムの COM ポートをクリックします。 

6. Windows がモデムを検出したか確認するため、プロパティをクリックし g 断 タブをクリックして、 モデムの巧を をクリックします。 
ずべてコマンドに応答がある場合、モデムは正し < 動作しています。 


インターネットに接巧しているか拍なしますー インターネットサービスプロバイダとの契約が済んでいることを確認します。 E - メールプログラム Outlook Express を起動 
し、 ファイル をクリックします。 ホフライン作業 の隣にチェックマークが付いている場合は、そのチェックマークをクリックし、マークを外して、インターネットにち続します。ご質問 
がある場合は、ご利用のインターネットサービスプロバイダにお問い合わせください。 


I EEE 1394デバイスの問題 

^ 警告： 本巧のキ巧を曲巧する前に、『把品情巧ガイド J の r 巧全にお巧いいもだ<ためのま意 J を参旧してください。 

^ 警告： 巧■巧止のため、カバーを曲<前に必ず、コンピュータの■巧プラグをコンセントから巧いてください。 

© を意： コンピュータ巧の部品の静電気による損傷を巧ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、き巧から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に触 
れることにより、詩電気を逃がすことができます。 

。 メモ： 正面の IEEE 1394コネクタはオプションであり、 IEEE 1394力ードを購入された場合にのみが用できます。力ードのを文については、デルにお問い合わせ < ださいけ デルへのお問い 
含生立」 を参照)。 


IEEE 1394デバイスが正し<巧なされているか巧庭します一 

デバイスおよびコンピュータのコネクタに IEEE 1394デバイスのケーブルが適切に挿入されているか確認します。 

IEEE 1394デバイスが Windows によって巧 g されているか巧民します一 

1. スタートボタンをクリックし、コントロールパネルをクリックします。 

2. プリンタとその他のハードウエアを クリックします。 

お使いの IEEE 1394デバイスが一黄じき示されている場合は、 Windows がそのデバイスを認識します。 















デルから贈入された IEEE 1394デバイスに聞 H が発生している場を一 


デルなホから贈入された IEEE 1394デバイスに巧雇がち生している場合一 

デル I こお巧い合わせいただくか （ r デルへのお問いさわせ I ホを照）.または IEEE 1394デバイスの製造元にお問い合わせください。 


キーボードの問題 

A 警告： 本巧のモ巧を開巧する巧に、『製品情報ガイド J 1 の r 安全にお巧いいただくためのを意 J を参旧してください。 


キーボードケーブルを確認します一 

I キーボードケーブルがコンピュータにしっかりと巧結されているか確認します。 

I コンピュータをシャットダウンし（「 コンピュータの電源を切る I をき照）.キーボードケーブルをお巧いのコンピュータのクイックリファレンスガイドじ示されているように巧結し 
なおし、コンピュータを巧起動します。 

I ケーブルコネクタが曲力{っていないか、ピンカ{壊れていないか、またはケーブルが損傷を受けていなし、か、擦り切れていないか確認します。曲がったピンをまっすぐにしま 
す。 

I キーボード延長ケーブルを取り列■し、キーボードを直接コンピュータに接続します。 


キーボードを巧なします一 正常に機能している別のキーボードをコンピュータに接続して、使用してみます。巧しいキーボードが機能する場合、元のキーボードに問題があり 
ます。 


ソフトウェアとハードウエアの巧をがないか巧 B します一 「 ソフトウェアとハードウエアのが互袍性の巧聞を解みするじは I をき鹿してください。 


フリーズおよびソフトウェアの問題 

^ 警告： 本巧のモ巧を曲巧する巧に、『製品情報ガイド J 1 の r 安全にお巧いいただくためのを意 J をおおしてください。 

コンピュータカ《起動しない 

お断ライトを巧なします一 

「診がライト」 を参照しヴださい。 


■巧ケーブルがコンビュータとコンセントにしっかりとを巧されているか宙おします。 


コンピュータの反応が停止した場合 

の を意： ホペレーティングシステムのシャットダウンが実行できない場合、データを損失するおそれがあります。 


コンビユータの■巧を切りますー キーボードのキーを押したり、マウスを動かしてもコンピュータが応きしない場合、コンピュータの電ミ原が切れるまで、電源ボタンを8〜10抄 
な上押し続けます。そのを、コンピュータを再起動します。 


プログラムが応答しない 


プログラムをお了しまず一 





















1. < Ctrl >< Shi 行 >< Esc > を同時に巧します。 

2. アプリケーシ ヨンをクリックします。 

3. 反応がな〈なったブログラムをクリックします。 

4. タスクのな 了をクリックします。 


プログラムが繰り返しクラッシュする 


メモ： 通常、ソフトウェアのインストール手順は、そのマニュアルまたはフロッピーディスクか CD に収録されています。 


ソフトウェアのマニュアルを参おします一 必要に応じて、プログラムをアンインストールして、巧インストールしてください。 


プログラムがな前のバージョンの Microsoft © Windows ⑥オペレーティングシステム用である巧合 


Windows XP をお巧いの場合は、プログラム互換せウイザードを実行します一 


Windows XP には 、 Windows XP ホペレーティングシステム環境とは異なるオペレーティングシステムに近い環境で、プログラムが動巧するよう設定できるプログラム互換性 
ウィザードがありまず。 

1. スタート ボタンをクリックし 、すべてのプログラム ー アクセサリ の順にポイントしてから、 プログラム互換をウイザードを クリックします。 

2. プログラム互換性ウィザードの開始画面で、 なへ をクリックします。 

3. 画面に表示される指示に巧って〈ださい。 


画面が青を（ブルースクリーン）になった 


コンピュータの■巧を切りますー キーボードのキーを巧したり、マウスを動かしてもコンピュータが応きしない場合、コンピュータの電ミ原が切れるまで、電源ボタンを8〜10砂 
な上押し続けます。その後、コンピュータを再起動します。 


その他のソフトウェアの問題 


トラブルシューテイングについて、ソフトウェアのマニュアルを確巧するか、ソフトウェアの製を元に巧い合わせます一 

I コンピュータじインストールされているオペレーティングシステムと互換性があるか確認します。 

I コンピュータがソフトウェアの実行に必要な最小ハードウェア要件を満たしているか確認します。詳細については、ソフトウェアのマニュアルを参照して〈ださい。 
I ブログラムが正しくインストールおよび設定されているか確認します。 

I デバイスドライバカけログラムと競合していなしけ、確認します。 

I 必要に応じて、プログラムをアンインストールしてから再インストールします。 


ファイルを直ちにバックアップします一 

ウイルススキヤンプログラムを使って、ハードドライ义フロッピーディスク、または CD を調べます 


M いているファイルをすぺて巧をしてから田じ、実行中のプログラムをすべて終了して、スタートメニューからコンピュータをシャットダウンします一 

「コンピュ~夕の 雷源を切る I を参鹿してください。 


Dell Diagnostics (お断）プログラムを実行します一 (「 Dell Diagnostics (該巧)プ□グラム 」 をを照）。 
すべてのテストが正常に終了したら、不具合はソフトウェアの問題に関連してしなす。 

















メモリの問題 


な下を巧設しながら、 「 該断チェックリスト I じ必要ま巧を記入して〈ださい。 


^ 警吿： 本項の手巧を拥おする巧に、『製品 情報 ガイド J 1 の r ま全にお巧いいただ<ためのを 意 J を 参 巧してください。 

^ 養告： 巧■巧止のため、カバーを曲<おにかず、コシピュータの■巧プラグをコンセントから巧いてください。 

© を 意： コンピュータ巧の部品の静電気による損傷を巧ぐため、コンピュータの電子部品に触れる前に、き巧から静電気を除去して〈ださい。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に触 
れることにより、詩電気を逃がすことができます。 


メモリが不足しているというメッセージが表示された場合一 

I 作業中のすべてのファイルを保存してから閉じ、使用していない実行中のブログラムをすべて終了して、問題が解決するか調べます。 

I メモリの最小要件につい口ま、ソフトウェアのマニュアルを参照して〈ださい。必要に応じて、増設メモリを取り付けます。 r メモリの取り付け 」を参照して〈ださい。 
I メモリモジュールを装着しなおし、コンピュータがメモリと正常に通信していることを確認します。 r とち山を参照してください。 

I Dell Diagnostics (教断)プ□グラムを実行します （「 Dell Diagnostics (該断)プ□グラム 」をを照）。 


メモリにその化の 旧 H がある 場合一 

I メモリモジュールを装着しなおし、コンピュータがメモリと正常にる信していることを確認します。 r メモリ I をを鹿してください。 

I メモリの取り付けガイドラインに従っているか確認します。「 メモリの取り付け J を参照してください。 

I Dell Diagnostics (訟断)ブロヴラムを実巧します （「 Dell Dia 日 nostics (誇断）プロヴラム i を参廣）。 


マウスの問題 

A 替告： 本巧のキ巧を M 巧する前に、『»み 情话ガ イト 1 の r 巧をにお巧いいもだけこめのま 意 J を参旧してください。 


マウスケーブルを巧巧します一 


1. ケーブルコネクタが曲力{っていないか、ピンカ{壌れていないか、またはケーブルが損傷を受けていなし、か、擦り切れていないか確認します。巧がったピンをまっすぐにしま 
す。 

2. マウス延長ケーブルを使用している場合は、拡張ケーブルを取りかしてマウスをコンピュータに直接接統します。 

3. コンピュータホシャットダウンし （「 コンピュータの電源を切る I をき照）.マウスケーブルをお巧いのコンピュータのクイックリファレンスガイドじ示されているように巧統しなお 
し、コンピュータを再起動します。 


コンピュータを 再ち動し まず一 


1. < Ctrl >< Esc > を同時に押して、スタートメニューを表示します。 

2. U と入力してからキーボードの矢印キーを巧し、シャットダウンまたは■巧を切るをハイライト表示して、 < Enter > を巧します。 

3. コンピュータの電源を切った後、コンピュータに付属の『クイックリファレンスガイト 1に従って、マウスケーブルを接続しなおします。 

4. コンピュータを起動します。 


マウスを 宿な します一 正常に機能している他のマウスをコンピュータじ接統して、使用してみまず。新しいマウスが磯能する場合は、最柳こ接続してし N たマウスに問題があり 
ます。 


マウスの投をを巧 B します一 

1. スタートボタンをクリックし、コントロールパネルをクリックして、プリンタとその化の"ードウエアをクリックします。 

2. マウスをクリックします。 

3. 設定を変更してみます。 


マウスドライバをちインス!ルします一 「 M と 「 0S ピ t iV Windows お XP システムの 巧 元の イ吏いち I ホを照してけこ‘さし、。 


ソフトウ I アと八ードウユア の巧をが ないか巧店します - 「ソフトウェアとハードウェアのが 互換性の問題をおみするには」 を参照して〈ださし、。 






















ネットワークの問題 


な下を巧設しながら、 「 該断チェックリスト I じ必要まちを記入して〈ださい。 


^ 警吿： 本項の手巧を拥おする巧に、『製品情報ガイド J 1 の r ま全にお值いいたゼ<ためのを意 J を参巧してください。 


ネットワークケーブルコネクタを在 B しますー ネットワークケーブルが、コンピュータ背面のネットワークコネクタとネットワークジャックの両方にしっかりと巧入されているか確 
認しまず。 


コンビユータ巧面のネットワークインジケータを巧度しますー インジケータが点灯しない場合は、ネットワークと通信していないことを示しています。ネットワークケーブルを 
交換します。ネットワークインジケータの説明については、 「ボタンとライト I を巻鹿してください。 


コンビュータを再ち助して、ネットワークに再巧ログオンします一 


ネットワークの技をを巧 B しますー ネットワーク管理を、またはお使いのネットワークを設定した方にお問い合わせになり、ネットワークへの接続設定が正し <、ネットワークが 
正常に機能しているか確設します。 


ソフトウ I ァとハードウ I ァの巧含がないか 巧巧しま す一 


電源の問題 

レ: TF を確設しながら、 「 該断チェックリスト I に必きま垣を記入してください。 


^ 警告： 本巧の手巧を曲巧する前に、『製品情報ガイド J 1 の r 安全にお巧いいただ<ためのを意 J を参巧してください。 

^ 警告： 巧■巧止のため、カバーを M く巧に必ず、コンピュータの■巧プラグをコンセントから巧いてください。 

© ま意： コンピュータ巧の部品の静電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に触れる制こ、き体から静電気を除去してください。コンピュータシャーンの塗装されていない金属面に触 
れることにより、詩電気を逃がすことができます。 


■巧ライトが緑をに点なしていて、コンピュータの反巧が停止した場合一 「該断ライト J を参照して〈ださい。 


■巧ライトがみをによ as している場合ー コンピュータはスタンバイモードになってしなす。キーボードのキーを巧すか、マウスを動かして通常の動作が態に戻します。 


■巧ライトがおなしている場合ー コンピュータの電源が切れているか、またはコンピュータに電力が供給されていません。 


I 電源ケーブルをコンピユータ背面の電源コネクタとコンセントの両方にしっかりと装着しなおします。 

I コンピユータが電源タッブに接続されている場合、電源タップがコンセントに接続され電源タップがホンになってし巧ことを確認します。また、電源保譲装置、電源タップ、電 
源延長ケーブルなどを使用している場合は、それらを取りがしてコンピユータに正し < 電源が入るか確認しまず。 

I 電気スタンドなどの電化製品でコンセントに問題がないことを確認します。 

I 主電源ケーブルおよび前面パネルケーブルがシステム基キ反にしっかりと接続されているか確認します。 


■巧ライトが黄をとおを、または黄をに点なしている場合ー デバイスが誤動作しているか.または 正し 〈取り付けられてし、ない可能性がありまず。 


I メモリモジュールを取りかしてから装着しなおします。「 メモリ I をを照してください。 

I すべての力ードを取り外してから装着しなおします。「 力ード I ホを照して〈ださい。 

I グラフィックカードを取り付けている場合は取り外してから装着しなおします。「 力ード I ホを照してください。 


■巧ライトカ<黄をに点«している場合一 

コンピュータに電力は供給されてしなすが、内部で電源の巧題が発生している可能性があります。 


I 雷圧の設を （ r 雷圧巢柄スイッチ I ホを踊）が.ご使用の地域の AC 電源に一致しているか確認します(該当する場合のみ）。 
I プロセッサの電源ケーブルがシステムさ概こしっかりと接続されているか確認します。 


■気的な巧害を解 ミ 肖します一 電気のな巧害の原因には、 la 下のものがあります。 






















I 電源、キーボード、およびマウスの延長ケーブルがほ巧されている 
I 電源タッブに接続されているデバイスが多すぎる 
I 同じコンセントに複数の電源タップが接統されている 


プリンタの問題 

レ: TF を確認しながら、 「 訟断チェックリスト I にお里事ちを記入してください。 

A 警告： 本巧のキ巧を曲巧する前に、『«品情巧ガイド J の r 安全にお巧いいもだけこめのま意 J を参おしてください。 

^ イモ： プリンタのテクニカルサポートが必要な場合は、プリンタの敦造元にお問い合わせください。 


プリンタのマニュアルを巧おしますー プリンタのセットアップとトラブルシューティングの詳細じついては、プリンタのマニュアルを参照してください。 


プリンタの霄巧がオンになっているか宿認します一 

プリンタのケーブル巧なを殖担します一 

I ケーブル接続については、プリンタのマニュアルを参照してください。 

I ブリンタケーブルがプリンタとコンピュータにしっかりと接統されていることを確認します。 


コンセントを巧 g します一 電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントが機能しているか巧詔します。 


Windows がプリンタを巧«しているか在^します一 

1. スタートボタンをクリックし、コントロールパネルをクリックして、プリンタとその化の/\-ドウ エア をクリックします。 

2. インス!ルされているプリンタまたは FAX プリンタを表示する をクリックします。 

プリンタが表示されている場合は、プリンタのアイコンをちクリックします。 

3. プロパティをクリックし、ポートタブをクリックします。パラレルブリンタの場合.印 脚 ホのポートが LPT 1 プリンタポートに設定されてし、るか確認します。 USB ブリ 
ンタの場合、巧 田先の ポートが USB に設定されてしぶか確認しまず。 


プリンタドライバを再インストールします一 手 I 耐こついては、プリンタのマニュアルを参照して〈ださい。 


シリアルまたはパラレルデバイスの問題 

な下を巧設しながら、 「 該断チェックリスト I じ必要ま垣を記入して〈ださい。 


ム 警吿： 本巧の手巧を拥おする前に、『製品情報ガイド J 1 の r ま全にお使いいただ<ためのを意 J を参巧してください。 

b メモ： プリンタじ巧頭がある場合は. けリンタの問頭 I を参おしてください。 


ホプシヨンおまを巧 B します一 推奨される設定につい订ホ、デバイスのマニュアルを参照して〈ださい。次に.セットアップユーテリティをお動して （「 セットアップユーティリティ 
の起動」 を参照 ）、 Intearated Devices (巧窗デバイス)オプションの設定に進みます 。 Serial Port (シリアルポート)設定または Parallel Port (パラレルポート)設定が推 
巧される設定に一致していることを確認しまず。 


Dell Diagnostics (該が）プログラムを妾巧します （r pell Diagnostics (お断）プログラム i ホ參思）。 


サウンドおよび スピーカーの問題 


な下を巧認しながら、 「 該断チェックリスト I に必要ま垣を記入して〈ださい。 






















^ 警吿： 本巧の手巧を曲巧する巧に、『巧品情報ガイド J 1 の r 安全にお巧いいただ < ためのを意 j を参おしてください。 


スピーカーから 音が出ない巧合 

^ ゾモ： MP 3 ブレーヤーの音量調節は、 Windows の音量設定より擾先されることがあります。 MP 3 の音楽を聴いてしけこ場合、プレーヤーの音量が十分か確認してください。 


スピーカーケーブルの接なをな度しますー スピーカーにか属しているセットアップ図のとおりにスピーカーが接続されてし、るか確認しまず。サウンドカードをご疆乂された場 
合は、スピーカーが力ードに接統されているか確認します。 

サブウーハーおよびスピーカーの*巧が入っているか巧度しますー スピーカーに付属しているセットアップ図を参照して〈ださい。スピーカーにボリュームコントロールが 
付いている場合は、音量、ほ音、または高音を調蓄して音のひずみを解消します。 

Windows のポリユームを MS します一 画面ち下にあるスピーカーのアイコンをクリックまたはダブルクリックしまず。音量が上げてあり、サウンドカ《ミュートじ設定されてい 
ないことを確認します。 

ヘッドフホンをヘッドフォンコネクタから巧りかしますー コンピュータの前面パネルにあるヘッドフォンコネクタにヘッドフォンを接統すると、自動のにスピーカーからの音声は聞 
こえなくなります。 

コンセントを殖 B します一 電気スタンドなどの別の電化藝品で試して、コンセントが構能しているか確認します。 

デジタルモードをち巧にします一 CD ドライブがアナログモードで動かしている場合、お使いのスピーカーは機能しません。 

1. スタート ボタンをクリックし、 コントロールバネル をクリックして、 サウンド、音声、および才ーデイオデバイス をクリックしまず。 

2. サウンドと才ーディオデバイス をクリックしまず。 

3. ハードウエア タブをクリックします。 

4. CD ドライブのち前をダブルクリックします。 

5. プロ/《ティ タブをクリックします。 

6. この CD-ROM デバイス用のデジタル CD ホーディホを有巧にする ボックスをオンにします。 

■気的な巧古を拓ミ肖しますー コンピュータの巧 < で使巧している扇風销、堂ホ灯、またはハロゲンランプの電源を切ってみます。 

スピーカーのを断プログラムを実行します一 

ホーディホドライバを巧インストールします一 

「ドライバおよびユーティリティの再インストール 1 を参照してください。 

デバイスのオプション IH ■きを# ffi しますー セットアップユーティリティを巧動して （ r セットアップユーティ 1 斤ィのお 動キ寒照 ）. Intearated Devices (巧商デバイス）ナプ 
ションの Sound (サウンド)が On (オソに設定されているか確認します。セットアップユーティリティを終了して、コンピュータを再起動します。 

Dell Diagnostics (該断)プログラムを実行します （「Dell Diaanostic ち（拾！折）プロ ヴぅム j を参 お）。 

ソフト ^*71 アト/\—ドウエアの巧 合がない力、 巧 酉します 

ヘッドフォンから音が出ない巧合 

ヘッドフォンケーブルの法なキ巧店しますー ヘッドフォンケーブルがヘッドフ十ンコネクタに しっかりと 巧続されている ことを 確韶します。 r コンピュータについての情郎 1を 参-時 
してください。 


デジタルモードを無巧にします一 CD ドライブがデジタルモードで動作している場合、お使いのヘッドフォンは潍能しません。 


1. スタート ボタンをクリックし、 コントロールパネル をクリックして、 サウンド、音声、および才ーデイオデバイス をクリックしまず。 

2. サウンドとホーデイオデバイス をクリックします。 

3. ハードウ エア タブをクリックします。 

4. CD ドライブのち前をダブルクリックします。 

5. プロ/《テイ タブをクリックします。 

6. この CD-ROM デバイス用のデジタル CD 才ーデイオをち巧にする ボックスをホフにします。 
























Windows のボリュームをします一 画面ち下にあるスピーカーのアイコンをクリックまたはダブルクリックしまず。音量が上げてあり、サウンドカなュートじ設定されてい 
ないことを確認します。 


ビデオと モニターの問題 

レ: TF を確認しながら、 「 該断チェックリスト I におを事項を記入してください。 

^ 警告： 本 g の手巧を開始する巧に、 『 IK 品情巧ガイド J 1 の r 安をにお巧いいただくためのを意 J をホ旧してください。 

画面に何も表示されない巧合 

^ ゾモ： トラブルシューティングの手順じついては、モニターのマニュアルを参暖•してください。 


モニターのケー ブルを巧を巧店 します一 


I グラフィックカードをご購入された場合、モニターカけードに巧統されているか確設します。 

I コンピュータに付属ずる『クイックリファレンスガイド』に従って、モニターが正し〈接続されているか確認します。 

I グラフィック延長ケーブルをがすと問題力《解ミ夫する場合は、ケーブルに夕陥があります。 

I コンピュータおよびモニターの電源ケーブルを交換し、電ミ原ケーブルに障害があるかどうか巧認します。 

I コネクタが曲がっていないか、ピンが壊れていないか確認します（モニターのケーブルコネクタは、通常しべつかのピンが欠けています）。 


モニターの■巧ライトを巧度します一 電源ライトがミ肖'灯している場合、ボタンをしっかり押して、モニターに電源力{入っているか確認します。電源ライトが点巧または点滅して 
しぶ場合は、モニターに電力が供給されています。電源ライトが点滅する場合は、キーボードのキーを巧ずかマウスを動かします。 


コンセントを巧 B します一 電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントが機能しているか巧詔します。 


モニターを点をします一 正常に機能している別のモニターをコンピュータに接統して、使用してみます。新しし巧ニターが磯能する場合、元のモニターに問題があります。 


お断ライトを巧 e します一 「該断ライト J をを照してください。 


力ード巧をを巧おしまずー セットアップユーティリティホお動して （「 セットアップユーティリティのお動 I をき鹿 ）. Integrated Devices (内蔵デバイス)オプションの 
Primary Video Controller (プライマリビデオコントローラ)が正し<設定されているか確認します。 AGP 力ードの場合は 、 Primary Video Controller (プライマリビデオ 
コントローラ)を AGP に設定します。 PCI 力ードの場合は 、 Primary Video Controll がけライマリビデオコントローラ)を Auto (自動）に設定します。セットアップユーティ 
リティを終了して、コンピュータを再起動します。 


Dell Diagnostics (お断）プログラムを実行します一 rpell Diagnostics (を断)プログラム 」 を参.暗してください。 


画面が見づらい巧合 


モニターのおをを巧巧しますー モニターのコントラストと輝度の調薑、モニターの消磁、およびモニターのセルフテストを実行する手順については、モニターのマニュアルを参 
照してください。 


サブウーハーをモニターから難しますー スピーカーシステムにサブウーハーが含まれている場合は、サブウーハーがモニターから60 cm な上離れていることを確認しま 
す。 


か巧■巧をモニターから難します一 扇風機、堂光巧、ハロゲンライト、およびその他の電気機器は、画面のが態を不安定じすることがあります。コンピュータのぶ < でな巧し 
てしぶ機器の電源を切ってみて、それらが干渉しているか確認します。 


Windows のディスプレイ設をを MS します一 


1. スタートボタンをクリックし、コントロールパネルをクリックして、デスクトップの表示とテーマをクリックします。 

2. 画面をクリックし、巧をタブをクリックします。 

3. 画面の麻なをおよび画面のをを別の設定にしてみます。 
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Dell PrecisionTM Workstation 390ューザーズガイド 

^ メモ： コンピュータを使いやす〈するための重要な情報を説明してし巧す。 

A を意： /、ードウエアの損傷やデータの損失の可能性を示し、そのお険を回避するためのモまを説巧していまず。 

A 警告： 物的損»、けが、または巧 t の巧因となる可能性があることを示しています。 

略語の詳しい説刷ま、 「 用語集 J を参障.してください。 

Deir " n シリーズコンピュータをご購入された場合、この义書の Microsoft ® Windows ® ホペレーティングシステムについての説明は適用されません。 

^ ゾモ： 一部の機能またはメディアは、国または使用されるコンピュータじよっては、ご利用になれない場合があります。 

本書の巧ちは予ちな < た更されることがあ y ます， 

© 2006 すべての着か tt は Dell Inc. にわります。 

Dell Inc. の書面による許可のない複毁は.いかなる斤》勒こおいてもあ重に禁じられています。 

本書で巧巧されている商语； Dell、DELL ロゴ、 I nspiron、Dell Precision、Dimension、OptiPlex、I nspiron. Latitude、PowerEdae、PowerApp. PowerConnect. PowerVault、Axim、Strike Zone、 および 
Del I Net I ま Dell I nc. の商標です。 1 nte し Pentium、 および I ntel SpeedStep は I ntel Corporation のき録商揉です。 Microsoft. Outlook、 および Windows は Microsoft Corporation の査録商读です。 
Bluetooth は Bluetooth SIG, Inc. が巧有するき録商傳であり、ライセンスに基づき Dell Inc, がな巧しています。 

本書では、商標および商括ちを主張するをなまたはその醒品を参おするのじ、これなかの商標および商语名が使用される場合があリます。これらの商镇やを社をは、一切 Dell Inc. じ!を属するものではあ y ません。 
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問題解決に役立つツール 

Dell Precision ™ Workstation 390ユーザーズガイド 

♦ 診断ライト 
9 ビープコード 
♦ エラーメッセージ 

♦ Dell Diagnostics (該が)プログラム 

♦ ドラィバ 

♦ Microsoft 巧} Windows 巧 ） XP システムの復元の使い方 

♦ ソフトウ X アとハードウ X アのが互巧性の巧頭を角む尖ずるには 

♦ Microsoft を） Windows 巧 ） XP の岳ゴンス I ル 


診がライト 


^ 警告： 本巧の手巧を拥巧する前に、『»品情報ガイド JI の r 安をにおないいただ<ためのを意 J を参おしてください。 


問題のトラブルシューティングを容易にするため、コンピュータの正面に ri 」、 口」、「3」、および r 4」 とラベル表示された4つのライトがあります。これらのライトは、消灯または緑をです。コンピュータ 
の起動プロセスが正常に開始すると、これらのライトが点滅します。コンピュータの起動を、4つのライトすべてが緑をじ点なします。コンピュータが誤作動している場合、ライトのバターンで問題を識 
別することができます。 


POST 実行中の診巧用ライトコード 


ライト/巧ーン 

巧届のおお 

推ち される 巧 《 


コンピュータが通ちのホフの化態、ま 
たは BIOS に障害が発生している可 
能性があります。 

システムがホペレーテイングシステム 
から正常に起動した後は、この該断ラ 
イトは点灯しません。 

正常なコンセントにコンピュータを巧続し、電源ボタンを巧します。 

00(2)© 

BIOS に巧題が発生している可能性が 
あります。コンピュータがリカバリ（修 
復)モードになつています。 

BIOS リカバリユーティリティを実行し、リカバリがち了したら、コンピュータを再起動します。 

O 0( D © 

プロセッサに廣害が発生した可能性が 
あります。 

プロセッサを取り巧けなおし、コンピュータを再起動します。 


メモリモジュールは検出されましたが、 
メモリに障害が発ましています。 

1. メモリモジュールを装着しなおし、コンピュータがメモリと正常に通信していることを確認します。 

2. コンピュータを再起動します。 

3. 問題が解ホしない場合は、すべてのメモリモジュールを取りかし、メモリモジュールコネクタ4にメモリを1つ取り付けます。 

4. コンピュータを巧起動します。 

次のメツセ—ジカ《表示されます 0 Alert ! Operating in Debug Mode. Please Populate Memory in Pairs 
for Normal Operation. (警告！デバッグモードで動作中。正常な動巧に戾すにはメモリをペアで取り付けてください。） 

5. < F 1> を巧してオペレーティングシステムを起動します。 

fi . DpII Dianno け irs (訟齡）ブロヴぅムホ幸巧します （「 DpII Diannn け irs (敎所）ブロヴぅ ムホ泰お）- 

7. テストしたメモリモジュールに問頭がなければ、コンピュータをシャットダウンし （ r コンピュータの電源を切る 1をを照）、そのメモ 
リモジュールを取り外し、残りのメモリモジュールじついて、起動時または餘巧プログラムのテスト時にメモリエラーが発まする 
まで、この手順を繰り返します。 

最巧にテストしたメモリモジュールに問題があった場合でも、残りのメモリモジュールに巧題がないか巧設するため、すべての 
メモリモジュールに対し、同に手順を繰り返します。 

8. 巧聞のあるメモリモジュールが判明したら、 Dell に連紹して （「デルへのお問い合わせ 1 をを照）を巧をな頭してくださし、。 

メモ： 必要な場合、新しいメモリモジュールが取り巧けられるまで、デバッグモードでコンピュータを動作させることができます。 

田◎③の 

お張カードの障害が発生した可能性が 
あります。 

1. (グラフィックカードなかの)力ードを1つ取り外して、コンピュータを再起動します。 

2. 問題が解ホしない場合は、取り外したカードを取り付けなおし、别のカードを取りかして、コンピュータを再起動しまず。 

3. それぞれのカードについて、この手順を繰り返します。コンピュータが正常に起動する場合は、コンピュータから取り巧した最 
をの力ードのリソース競合のトラブルシューティングを巧います （「ソフトウェアとハードウ X アのお互巧性の問是頁をお決する1こ 
を」 を参照）。 

メモ： 問題が解,ましない場合は、デルにお問い合わせください （「デルへのお Pci い合わせ」 を参照）。 

























©◎③@ 

グラフィックカードに廣害が発生してい 
る可能性があります。 

1. コンピュータにグラフィックカードがある場合、カードを取り外して、取り付けなおし、コンピュータを再起動します。 

2. 問題が解ホしない場合は、動作確認巧みの別のグラフィックカードを取り付け、コンピュータを再起動します。 

3. それでも PS き長が限みしなしけ、、コンピュータにオンボードグラフィックがある場合は、デルにお問い合わせ〈ださい （「デルへの 
お PpI い合わせ 1を参照）。 

00(2)0 

フロッピードライブまたはハードドライブ 
じ摩害が発生している可能性がありま 
す。 

すべての電源ケーブルおよびデータケーブルを巧結しなおしコンピュータを再起動しまず。 

〇©@0 

USB の障害が発生した可能性があり 
ます。 

ずべての USB デバイスを取り讯ナなおしケーブル接結を確認して、コンピュータを再起動します。 

( D ◎③の 

メモリモジュールが検出されません。 

1. メモリモジュールを装着しなおし、コンピュータがメモリと正常に通信していることを確認します。 

2. コンピュータを巧起動します。 

3. 問題が解みしない場合は、すべてのメモリモジュールを取りかし、メモリモジュールコネクタ4にメモリを1つ取り付けます。 

4. コンピュータを再起動します。 

次のメツセ—ジカ《表示されます 0 Alert ! Operating in Debug Mode. Please Populate Memory in Pairs 
for Normal 邸 eration. (警告！デバッグモードで動作中。正常な動巧に戻すにはメモリをペアで取り付けてください。） 

5. < F 1> を巧してホペレーティングシステムを起動します。 

6. Dell Diaanostics (をが)プログラムを実行•します （「Dell Diaanostics (敎が)プログラム Iを参照）。 

7. テストしトメモ IJ モジュールに P 占頭がむければ.コンピュータホシャットダウンし （ r コンピュー々の雲源を切る 1东きお）.そのメモ 
リモジュールを取り外し、残りのメモリモジュールじついて、起動時または診がプログラムのテスト時にメモリエラーが発まする 
まで、この手順を繰り返します。 

最础こテストしたメモリモジュールに問題があった場合でも、残りのメモリモジュールに巧題がないか確認するため、ずべての 
メモリモジュールに対し同じ手順を繰りあします。 

8. Pp お頁のあるメモりモジュールが判巧したら. Dell に津紹して （「デルへのお問い合わサ 1 をを聞）夕巧を巧規してください。 

メモ： 必要な場合、新しし、メモリモジュールが取り付けられるまで、デバッグモードでコンピュータを動作させることができます。 

( D ◎③ @ 

メモリモジュールが検出されません。 

1 取りかけているメモリモジュールが1つの場合は、そのモジュールを取り付けなおしてコンピュータを再起動します。 

1 取り付けているメモリモジュールが2つレ: i 上の場合は、モジュールを取りかし、モジュールの1つを取り付けなおして、コンピ 
ュータを再起動します。コンピュータが正常に起動する場合は、別のモジュールを取り付けなおします。障害のあるモジュー 
ルが見つかるまで、またはエラーなしにすべてのモジュールを取り付けなおすまで続けます。 

1同じ種穎の正常に動作しているメモリ（「メモリ J を参照）がある場合は、そのメモリをコンピュータに取りかけます。 

1 P 占顏が湛ホしむい場合は.デル(こお P 占い合わサください（「デルへのお問いちわサ1をを照）。 

00(3)© 

システム基板の障害が発ましていま 
す。 

デルのテクニカルサポートじお P 占い合わサ〈ださい （ r デルへのお Pp 3 い合わサ 1ホを昭）。 

0©( D 0 

メモリモジュールは検出されましたが、 
メモリ構成または互換性エラーが存在 
します。 

1 メモリモジュール/ メモリコネクタの装着に関する特別な要件がないか痛認します（「メモリ」を参照）。 

1 取り付けたメモリモジュールにシステムとの互換性があることを確認します。 

1 メモリモジュールを取り付けなおして、コンピュータを巧起動します。 

1問頭が敝夫しない場合は、デル1こお Pol い合わせ<ださい（「デルへのお問い合わせ1をを,頃）。 

0©(3)0 

システム基板リソースおよびハードウ 
エアのどちらかまたは両方に問題が発 
生した可能性があります。 

「ソフトウェアと"ードウコ ' 了;. i -.::;: の問題を絕決するには 1の手順を実行します。 

巧頭が解ホしない場合は.デルにお問い合わサくドさい （「デルへのお問い合わサ1 をを鹿）。 

00(3)© 

祐張カードの瞳害が発生した可能性が 
あります。 

1. (グラフィックカードなかの)力ードを1つ取り外して、コンピュータを再起動します。 

2. 問題が解ホしない場合は、取り外したカードを取り付けなおし、别のカードを取りかして、コンピュータを再起動しまず。 

3. それぞれのカードについて、この手順を繰り返しまず。コンピュータが正常に起動する場合は、コンピュータから取りかした最 
ホの力ードの IJ ソース鈴含の卜ぅブルシューティンヴを行います （ r ソフエア户ハー K 勺てアのおち御牛の間聞を的•みするに 

は」 を参照）。 

4. 問頭がおみしない場合は、デルにお Pol い合わせ < ださい （ r デルへのお PS い合わせ1 をを照）。 

0©@0 

別の障害がを生しました。 

1 ハードドライブ、 CD ドライブ、または DVD ドライブからシステム基板へケーブルが正し<接統されているかどうかを確認しま 
す。 

1問頭が解みしない場合は、デル1こお PpI い合わせ < ださい （ r デルへのお問い合わせ1をを照）。 

0 ©( D @ 

POST 後、コンピュータは正常に動作 
しています。 

メモ： しばら<すると、オペレーティング 
システムが正常に起動した後で教断ラ 
イトが消灯します。 

特にありません。 



ビープコード 

お巧いのコンピュータの起動時に、モニターに表示できないエラーまたは問題が発生した場合、ビープ音が連続して鳴ることがあります。この連続したビーブ音はビープコードと呼ばれ、問題をおをしま 
す。ビープコードには、ビープ音がまず1回鳴り、次に連続して3回鳴ってから、1回鳴るものがあります(コード1-3-1)。このビープコードは、コンピュータにメモリの問題がを生していることを示し 
ます。 

































起動時にコンピュータがビープ音を発する場合は、次の手順を実行します。 


1. 「 該断チェックリスト J にビープコードを記録します。 

2. より重大な原因を調べるには 、 Dell Diagnostics (診断け□グラムを実行します （「 Dell Diagnostics (診断)プ□グラム j を参照）。 

3. デルのテクニカルサポート I こお問い合わせください （ r デルへのおい合わせ 」 を参照）。 


コード 

原因 

1-1-2 

マイクロプロセッサレジスタ廣害 

1-1-3 

NVRAM 読み書き廣害 

1-1-4 

ROM BIOS チェックサム障害 

1-2-1 

ブログラム可能インターバルタイマー障害 

1-2-2 

DMA ネ刀期化エラー 

1-2-3 

DMA ぺージレジスタ読み書き障害 

1-3 

ビデホメモリテストエラー 

1-3-1 から 2-4-4 

メモリの認識/を巧上のエラー 

1-3-2 

メモリの問題 

3-1-1 

スレーブ DMA レジスタ障害 

3-1-2 

マスター DMA レジスタ障害 

3-1-3 

マスター割り込みマスクレジスタ障害 

3-1-4 

スレーブ割り込みマスクレジスタ障害 

3-2-2 

割り込みベクトル□-ド曜害 

3-2-4 

キーボードコントローラテストエラー 

3-3-1 

NVRAM 電力損失 

3-3-2 

お効な NVRAM 構成 

3-3-4 

ビデホメモリテストエラー 

3-4-1 

固面の初期化曜害 

3-4-2 

固面リトレース曜害 

3-4-3 

ビデオ ROM の検索璋害 

4-2-1 

タイマー動巧なし 

4-2-2 

シャットダウン障害 

4-2-3 

ゲート A 20 のエラー 

4-2-4 

プロテクトモードでそ期しない中断がを生 

4-3-1 

アドレス OFFFFh な上のメモリ廣害 

4-3-3 

タイマーチップカウンタ2の障害 

4-3-4 

巧卽時計動作停止 

4-4-1 

シリアルまたはパラレルポートテスト障害 

4-4-2 

シャドウメモリへのコードおま不能 

4-4-3 

数値演富コブロセッサテスト障害 

4-4-4 

キャッシュテスト障害 


エラーメッセージ 

レ: TF を確認しながら、 「 誇断チェックリスト I にお里事ちを記入してください。 

么 警告： 本 g の手巧ぞ闻巧する前に、『製品情報ガイド J 1 の r 安全にお巧いいただくためのを意 J を参おしてください。 

メッセージが一菌にない場合は、メッセージが表示されたときじ実巧していたオペレーティングシステムまたはプログラムのマニュアルを参照してください。 

A filename cannot contain any of the following characters: \ /:*?"<> | — これらの文字はファイルちには使用しないでください。 

A required .DLL file was not found - 開こうとしているプログラムに必須のファイルが見つ力、りません。巧の操作を巧い、アプリケーシヨンプログラムを削除して再イン 
ストールします。 

1. スタート ボタンをクリックし、 コントロールパネル をクリックして、 プログラムの追化と肖リ おをクリックします。 













































2. 削除するプログラムを選巧しまず。 

3. プログラムの交ちと削除 アイコンをクリックします。 

4. インストール手順については、プログラムに付属のマニュアルを参照して〈ださし、。 


Alert! CPU Fan Not Detected - :令がファンが適切じ取り付けられ動作しているか確認します。 

Alert! Previous attempts at bootina this system have failed at checkpoint [ nnnn ]. For helo in resolving this problem, please note this 
checkpoint and contact Dell Technical SuDDort — デルに律絡して （「デルへのおを1い合わせ1 を参照 ミ、 テクニカルサポート担当者にチェックポイントコード ( nnnn ) 

を伝えてください。 

Alert! Previous Fan Failures — 

Alert! Previous Processor Thermal Failure — 

Alert! Previous Shutdown Due to Thermal Event — 

換気口がふさがれていないか、またはすベてのファンが正しく取り付けられ動作しているか確認します。また、プロセッサのヒートシンクアセンブリが正し<取り付けられているか確 
認します。 

Alert! Previous Reboot Was Due to Voltaqe Reaulator Failure — デルのテクニカルサポートにお問い合わせ < ださい （「デルへのお P 占い合わせ I をを照）。 

Alert! System Battery Voltaqe is Low — バッテ U — ホタ巧します （ r バ’ソテリー i をを照）。 

Alert! Unable to Initialize all Installed Memory — 

Alert! Uncorrectable Memory Error Previously Detected... Address xxxxxxxxh. Device DIMM_Y — 

「メモ ij の巧 頭」 を参照してください。 

Attachment failed to respond — [ドライブの 巧顏 I をを照して〈ださし、。 

Bad command or file name — 正しいコマンドを入力したか、スぺースの位置は正しいか、パス名は正しし、力、を確認します。 

Bad error-correction code (ECC) on disk read — 「ドライブの巧頭 i を参照して〈ださい。 

Controller has failed _ 「ドライブの巧開 ホを鹿し T < ドみ.、。 

Data error - 「 ドライブの問 瑪ホ泰 刷.て<ドみ-、。 

Decreasina available memory — 「フ リーズおよびソフトウェアの間題 i ホ参おして<だみ、。 

Diskette drive 0 seek failure — 「ドライブの問頭 i をきおしてけ;■•さし、。 

Diskette read failure — 「ドライブの巧頭 i をを照して〈ださし、。 

Diskette subsystem reset failed — Dell Diagnostics (誇断）プロヴラム （「Dell Diaanostics (薛巧）プログラム i ) ホを照して<ピさし、— 

Diskette write protected - 書き込み巧護ノッ于をホープン位置にスライドします。 

Drive not ready — フロッピーディスクをドライブに挿入します。 


































Gate A20 failure - 「 フリーズおよびソフトウェアの問題 」 を参照して〈ださい。 

Hard-disk configuration error — 

Hard-disk controller failure — 

Hard-disk drive failure — 

Hard-disk drive failure — 

「 ドライブの問題 」 を参照してください。 

Insert bootable media — 起動フロッピーディスクまたは CD を巧乂します。 


Invalid configuration information - please run SETUP program — セットアップユーティリティを起動して （「セットアップユーティリティの起動」 を参辟、）、コンピュ 
ータ設定情報を修正します。 


Keyboard failure — 「 キーボードの巧題 j を参照して<ださし、。 


Memory address line failure at address , read value expecting value — 「 フリーズおよびソフトウ ： i ： アの問題 j を参照して〈ださい。 


Memory allocation error — 

1. コンピュータの電源を切り、30抄待ってから再起動しまず。 

2. もう一度プログラムを実行して〈ださい。 

3. 再度エラーメッセージが表示される場合は、そのソフトウェアのマニュアルを参照して、追加のトラブルシューティングを実行してくださし、。 


Memory data line failure at address , read value exoectina value — 

Memory double word logic failure at address , read value expecting value — 

Memory odd/ even logic failure at address , read value expecting value — 

Memory write/ read failure at address , read value expecting value — 

Memory size in CMOS invalid — 

「 フリーズおよびソフトウェアの巧頭 I をき照してください。 

No boot device available — 

I フロッピードライブが起動デバイスの場合は、起動フロッピーディスクがドライブに挿入されていることを確認します。 

I ハードドライブが起動デバイスの場合、ケーブルが接続されていること、ドライブが適切に装着されていること、および起動デバイスとしてパーティション分割されていること 
を確認します。 

I セットアツブユーティリティホお動して（「 セットアップユーティリティのお動 I をき鹿）.お動題巧の情紐が正しいか巧認します。 


No boot sector on hard-disk drive — セットアップユーティリティを起動して （「セットアップユーティテの起費!」 を参照）、ハードドライブのコンピュータ設定情報が正し 
いか確認します。 

セットアップユーティリティ巧の情報が正しし、ことを確認した後でもメッセージが表示される場合は、オペレーティングシステムのマニュアルの巧インストール情報を参照して < ださ 

し、。 


No timer tick interrupt — Dell Diagnostics (該断)ブログラムを実巧します （「 Dell Diagnostics (診巧)ブログラム 」 を参照）。 


Non-system disk or disk error - 起動オペレーティングシステムの入ったフロッピーディスクと交換する力、、ドライブ A 力、らフロッピーディスクを取り出してコンピュータ 
を再起動します。 






















Not a boot diskette - 起動巧フロッピーディスクを挿入してコンピュータを再起動します。 


Not enough memory or resources. Close some programs and try again — すべてのウィンドウを閉に、使用するプログラムのみを開きます。場合によって 
は、コンピュータを再起動してコンピュータリソースを復元する必要があります。その場合、量抑こほうプログラムを実行します。 


Operating system not found — デルにお問い合わせ < ださい （「 デルへのお問い合わせ J をを照）。 


Please Connect USB Keyboard/Mouse to USB Ports on the Back of the Computer — コンピュータの電源を切り、 USB キーボードとマウスの両方または 
どちらかをコンピュータ背面の USB コネクタに巧統し、コンピュータを再起動します。 


Plua and Play Confiauration Error — 


1. コンピュータの電源を切り、コンセントから取りかします。効こ、力ードを1枚だけ巧してすべて取り巧します。 

2. コンピュータの電源プラグをコンセントに差し込み、コンピュータを起動します。 

3. 同じメッセージが表示される場合は、取り付けられている力ードが誤動かしている可能ながあります。メッセージが再度表示されない場合は、コンピュータの電源を切り、 
別のカードを1巧挿入します。 

4. 誤動作している力ードカホかるまで、この手 I 頃を繰り返します。 


Read fault — 


Requested sector not found — 


Reset failed — 


「 ドライブの巧頭 I を参照してください。 


Sector not found — 

I Windows のエラーチェックユーティリティを実行して、フロッピーディスクまたはハードドライブのファイル構造を調べます。手順じついては、 Windows のヘルプを参 
照して〈ださい。 

I 多くのセクターに摩害がある場合は、可能ならデータをバックアップし、フロッピードディスクまたはハードドライブを再フホーマットします。 


Seek error - 「ドライブの問題」 を参照してください。 


Shutdown failure - Dell Diagnostics (該が)プログラムを実行•します （「 Dell Diagnostics (お断）ブログラム i ホを照）。 


Time-of-day clock stopped — 


Time-of-dav not set — 

セットアップユ—ティリティを実巧して （ r セットアップユーティリティのお動 I を参照）.日時を訂正します。巧頭力作 I みしない場合は.バッテリーを巧あします ルくッテリーのを巧 I ホ 
参辟')。 


Timer chip counter 2 failed — Dell Diagnostics (該断)プログラムを実行します （「Del I Diagnostics (該断)プログラム j を参照）。 


Unexpected interrupt in protected mode — Dell Dia 曰 nostics (教が)プログラムを実巧します （「Dell Diaonostics (該お）プログラム j をき照）。 


WARNING: Dell's Disk Monitoring System has detected that drive [0/1] on the [primary/ secondary] IDE controller is operating outside 
of normal specifications. It is advisable to immediately back up your data and replace your hard drive by calling your support desk or 
Dell — 

すぐに利巧できる交換用のドライブがなく、そのドライブが巧一の起動ドライブではない場合は、セットアップユーティリティを起動して （「 セットアップユーティリティの起動 J を参 
照）、該当するドライブの設定を None (なし）にを要します。次に、ドライブをコンピュータから取りかします。 


























Write fault — 


Write fault on selected drive — 


「 ドライブの巧頭 I を参照してください。 


<drivG letter>:\ is not accessible. The device is not ready — フロッピードライブがディスクを読めません。フロッピーディスクをドライブに挿入して、再度試して 
みます。 


Dell Diagnostics (診断）プログラム 

A 警告： 本巧の手旧を曲巧する前に、『»品情巧ガイド JI の r 安をにお巧いいただくためのを意 J を参おしてください。 

Dell Diagnostics ( 診断）プログラムを使用するち合 

コンピュータじ巧き頁がを生しナこ場合は.デルテクニカルサポート （「 デルへのお問い合わせ I をを照）じお問い合わせじなる前に. 「 巧顏をがみするじは I の于エック事 I 頁を実行してから. Dell 
Diagnostics (該断)プログラムを実行して〈ださし、。 

作業を始める前に、これらの手順を印刷しておくことをお勧めします。 

Q を*: Dell Diagnostics (該断)プログラムは Deir " コンピュータ上でのみ機能します。 

セットアップユーティリティをお動し （ r セットアップユーティリティの起動 I をを熙）.コンピュータの設を情がを閲黄して.テストするデバイスがセットアップユーティリティじ表示され.アクティブであることを 
確認します。 

ハードドライブまたは 『Drivers and Utilities CD 』（『 ResourceCDj とも呼びます）力、ら Dell Diagnostics (診断)プログラムを起動します。 

^ ゾモ ： 『Drivers and Utilities CD 』 はホプションなので、コンピュータに同おされてし、ない場合もあります。 

ハードドライブから Dell Diagnostics (診が）プログラムを起動する巧合 

1. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 

2. 青い DELL …□ゴの画面が表示されたら、 < F 12> をすぐに押します。 

。 メモ： 診断ユーティリィティパーティションが見つからないことをま日らせるメッセージが表示された場合は 、 『Drivers and Utilities CD 』 から Dell Diagnostics (彰断)ブログラム （「Dell 
Diaanostics (該お）プログラム I をき照）ホ実巧して < ださい。 

キーを巧すタイミングが合わず Windows のロゴが表示されてしまったら、 Microso な⑥ Windows ⑥のデスクトップがき示されるまで待ち、デスクトップが表示されたら、コンピュータをシャ 
ットダウンして （「 コンピュータの電源を切る I をを照）、操巧をやり直して〈ださい。 

3. 起動デバイスの一黄が表示されたら 、 Boot to Utility Partition (ユーティリティパーティションから起動)を/バライト表示して、 < Enter > を押します。 

4. Dell Diagnostics (診断)ブログラムの Main Menu が表示されたら、実行•するテストを選巧します(テストの一監は 「Deli Diaonostics (該断）ブロケラムのメインメニュー ホを照して<ださ 
し、)。 

『Drivers and Utilities 〔口占から Dell 診がプログラムを起動する巧合 

^ メモ： 『Drivers and Utilities CD 』 はオプションなので、コンピュータに同巧されてし、ない場合もあります。 

1. 『Drivers and Utilities CDil をセットします。 

2. コンピュータホシャットダウンします （「 コンピュータの雷腊を切る I をを暧）。 

DELL □ゴの画面が表示されたら、 < F 12> をすぐに巧します。 

キーを押すタイミングが遅れて Windows のロゴが表示されてしまったら、 Windows デスクトップが表示されるまでそのまま待機します。デスクトップが表示されたら、コンピュータをシャット 
ダウンして （ r コンピュータの雷源を切る I ホを照)、操作をやり直してください。 


b メモ： 次の手順では、起動順をを1回だけ変更します。次回の起動時じは、コンピュータはセットアップユーティリティで指定したデバイスから起動します。 
















3. 起動デバイスの一黃が表示されたら、 I DE CD-ROM Device をハイライト表示して、 < Enter > を巧します。 

4. CD の起動 メニ ューから I DE CD-ROM Device オブションを選キ尺します。 

5. 表示されたメニューから Boot from CD-ROM オプションを選択します。 

民1と入力して 、 ResourceCD メニューを 起動します。 

7. Dell Diagno な ics (診断)ブログラムを起動するオプションを選おし、 < Enter > を巧します。 

8. 番号の付いた一黄から Run the 32 Bit Dell Diaanostics(32 ビットのデル彰巧を実行)を選巧します。複数のバージョンがき示されている場合は、おほいのコンピュータに適切なバー 
ジョンを選巧します。 

9. Dell Diagnostics (該断)プログラムの Main Menu が表示されたら、実行•するテストを選巧します。 


Dell Diagnostics (該巧）プログラムのメインメニュ ー 


1 .Dell Diagnostics (診断)プログラムが口ードされ Main Menu 画面が表示されたら、希望のホプシヨンのボタンをクリックします。 


オプション 

mn 

Express Test 

デバイスのクイックテストを実行します。通常このテストは10〜20分かかり、お客様の操作は必要ありません。最视こ Express Test を実行すると、問題を素早<特定できる 
可能性が増しまず。 

Extended 

Test 

デバイスの全体チェックを実行します。通常このテストには1時間な上かかり、質問にま期めに応菩する必要があります。 

Custom Test 

4寺をのデバイスをテストしまず。実行ずるテストをカスタマイズできます。 

Symptom 

Tree 

お出した最も一販的なをがを一監表示し、問題のをがに基づいたテストを選巧することができます。 


2 . テスト実行中に問題力 《 検出されると、エラーコードと問題の説明を示すメッセージが表示されまず。エラーコードと問題の説明を記録し、画面の指示に従います。 

エラーが態を解みできない場合は、デルにお巧い合わせ<ださい （「 デルへのお問い合わせ I を参睛）。 

& メモ： をテスト画面の上部には、コンピュータのサービスタグが表示されます。デルにお問い合わせいただく場合は、テクニカルサポート担当をがサービスタグをおたずわします。 


3. Custom Test または Symptom Tree ホブシヨンからテストを実巧する場合は、適切なタブをクリックします(詳細については、な下の表を参照）。 


タブ 

mm 

Results 

テストの結ま、および発ちしたすべてのエラーのが態を表示します。 

Errors 

発ましたエラーのが態、エラーコード、および問題の説巧を表示します。 

Help 

テストについて説明します。また、テストを実行するための要件を示す場合もあります。 

Confiauration 

選巧したデバイスの"ードウエア構巧を表示します。 


Dell Diaanostics (該断)プログラムでは、セットアップユーティリティ、メモリ、およびを種巧卽テストからすべてのデバイスの構成情報を取得して、画面ちのウィンドウのデバイス 
一竟に表示しまず。デバイスー監には、コンピュータに取り付けられたすべてのコンポーネントち、またはコンピュータに巧続されたすベてのデバイス名が表示されるとは限りませ 
ん。 

Parameters 

テストの設定を変更して、テストをカスタマイズすることができます。 


4. 『Drivers and Utilities CDj から Dell Diaanostics (該断）プログラムを実巧している場合は （「 Deli Diagnostics 【診断けログラム I ホを照）.テストが終了したら CD を取り出します。 

5. テスト画面を閉じて、 Main Menu 画面に戻ります 。 Dell Diagnostics (該断)プログラムを終了しコンピュータを再起動するには、 Main Menu 画面を閉じます。 


ドライバ 

ドライバとは？ 

ドライバは、ブリンタ、マウス、またはキーボードなどのデバイスを制御するプログラムです。すべてのデバイスにドライバプログラムが必要です。 


ドライバは、デバイスとそのデバイスを使用ずるプログラム間の通訳のような役目をしまず。をデバイスは、そのデバイスのドライバだけが認識する専用のコマンドセットを持っています。 


















お使いのコンピュータじは、出荷時じ必要なドライバカザでにインストールされていますので、まがこじインストールしたり設定したりする必要はありません。 

〇 を 意 ： 『Drivers and Utilities CDJII こは、お使いのコンピュータにインストールされていないホペレーティングシステムで使用するドライバも収録されている場合があります。インストールする 
W ソフトウェアがお使いのホペレーティングシステムじ対応していることを確認して〈ださい。 

b メモ： 『Drivers and Utilities CD 』 はホブションなので、コンピュータに同祖されてし、ない場合もあります。 

キーボードドライハ•など、ドライバのをくは Microsoft ® Windows ® オペレーティングシステムに付属しています。な下の場合に、ドライバをインストールする必要があります。 

I ホペレーティングシステムのアップグレード 
I ホペレーティングシステムの再インストール 
I 新しいデバイスの撤宽または取り付け 

ドライバの識別 

デバイスに問題が発ました場合は、問題の原因がドライバかどうかを判断し、必要に応じてドライバをアップデートしてください。 

Windows XP 

1. スタートボタンをクリックし、コントロールバネルをクリックします。 

2. 巧 3* する巧 巧を巧び ます にある、 バフホーマンスとメンテナンスを クリックします。 

3. システムを クリックしまず。 

4. システムのプロパティ ウィンドウの "ードウ ェア タブをクリックします。 

5. デバイスマネージャ をクリックします。 

6. -貴を下にスクロールして、デバイスアイコンに感嘆巧 （！ のがいた黄色のか）が付いているものがないか確認します。 

デバイス名の樹こ感瞎巧がある場合、ドライバの再インストール （「 ドライバおよびユーティリティの巧インストール 」 を参照）または新しし、ドライバのインストールが必要な場合があります。 

ドライバおよびユーティリティの再インストール 

〇 ま 意： デルサボートサイト Support.jp.dell.com および 『Drivers and Utilities CD 』 ロホ、お使いの Dell …コンピュータ用として承認巧みのドライバが提供されています。その他の媒 
〜 体からドライバをインストールした場合は、お使いのコンピュータが適切に動作しないおそれがあります。 

^ メモ： 『Drivers and Utilities CD 』 はオプションなので、コンピュータに同巧されてし、ない場合もあります。 

Windows XP デバイスドライバの 口ール バックの巧い方 

おたにドライバをインストールまたはアップデートした後に、コンピューかこ問題が発生した場合は 、 Windows XP のデバイスドライバの口ールバックを使巧して、レ: I 前にインストールしたバージョンのド 
ライバじ置き換えること力巧きます。 

1. スタートボタンをクリックし、コントロールバネルをクリックします。 

2. ホ業するか巧を a ぴます にある、 バフホーマンスとメンテナンス をクリックします。 

3. システムを クリックしまず。 

4. システムのプロ/《ティ ウィンドウの "ードウ ェア タブをクリックします。 

5. デバイスマネージャ をクリックします。 

6. 新しし、ドライバをインストールしたデバイスを右クリックして、 プロバティ をクリックします。 

7. ドライ/ 《タブをクリックします。 

8. ドライバの口ールバックを クリックします。 

ドライバの口ールバックで巧題が解決しない場合は、システムの復元 （「コンピュータすお.-面のなおが’品:-篮_元するには」 を参照)を巧用して、新しいデバイスドライバをインストールする前の稼動状態にコ 
ンピュ ータを 戻しまず。 




『Drivers and Utilities CDJI の巧い方 

デバイスドライバの口ールバックまたはシステムの復元で問題を解決できない場合は 、 『Drivers and Utilities CDK『Resource CD 化も呼ばれます）からドライバを再インストールします。 
^ メモ ： 『Drivers and Utilities CD 』 はホブシヨンなので、コンピュータに同祖されてし、ない場合もあります。 

ドライバを手動で再インストールするには 

1. 前項で説明されているように、/、ードドライブにドライバファイルをコピーした後で、 スタート ボタンをクリックし、 マイコンピュータ をちクリックします。 

2. プロパティをクリックします。 

3. /、ードウエア タブをクリックして、 デバイスマネージャ をクリックします。 

4. インストールするドライバのデバイスのタイブをダブルクリックします。 

5. インストールするドライバのデバイスの名前をダブルクリックします。 

6. ドライ/《 タブをクリックし、 ドライ/《のをが をクリックしまず。 

7. - II または特をの場所からインストールする（枯細） をクリックし、 巧へ をクリックします。 

扫. 参旧 をクリックし、ドライバファイルを前回コピーした場所を探して選巧しまず。 

9. 該当するドライバのを前が表示されたら、《へをクリックします。 

10. 完了をクリックして、コンピュータを再起動します。 


Microsoft ® Windows ® XP システムの復元の使い方 

ハードウェア、ソフトウェア、またはその他のシステム設定を変更したために、コンピュータが正常に動かしな〈なってしまった場合は、 Mi び osoft ⑥ Windows ® XP オペレーティングシステムのシステ 
ムの復元を使用して、コンピュータをな前の動作状態に復元することができます(データファイルへの影響はありません）。システムのな元の巧い方の詳細じついては. T Microsoft 巧) Windows 魚 
XP のヘルクとサポート センター 」 を参照してください。 

^ を意： データファイルのバックアップをを巧的に作成してください。システムの復元は、データファイルのををを監視したり、データファイルをを元したりしません。 

巧元ポイントのか成 

1. スタート ボタンをクリックして、 ヘルプとサポート をクリックします。 

2. システムのな元 をクリックします。 

3. 固面に表示される指示じがってください。 

コンピュータをな前の動作状態に巧元するには 

© を意： コンピュータをな前の動作状態に復元する前に、開いているファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプログラムをずベて終了します。システムの復元が完了ずるまで、いかなるフ 
ァイルまたはプログラムも変更したり、開いたり、削除したりしないでください。 

1. スタート ボタンをクリックし、 すべてのプログラム ーアクセサリー システムツールの 順にポイントして、 システムのな 元をクリックします。 

2. コンピュータをな m のが做 こ 復元する が選がされてしぶことを確認して、 巧へ をクリックします。 

3. コンピュータを復元したいカレンダーの日付をクリックします。 

復元ポイントの a 巧 画面に、復元ポイントが選べるカレンダーが表示されます。復元ポイントが利巧できる日がは太字で表示されまず。 

4. 復元ポイントを選んで、次へをクリックします。 

日付に復元ポイントが1つしかない場合は、その復元ポイントが自動的に選巧されます。2つし U 上の復元ポイントが利巧巧能な場合は、希望のを元ポイントをクリックします。 


5. ホへ をクリックします。 





システムの復元がデータの収集を完了したら、 復元はま了しました 画面が表示され、コンピュータが自動的に巧起動します。 


6. コンピュータが再起動したら、 OK をクリックします。 

巧元ポイントを変更するには、別の復元ポイントを巧って手順を繰り返すか、または復元を取り消すことができます。 

な前のシステムのを元の取り消し 

© を 意： 最後に巧ったシステムの復元を取り消す制こ.開いているファイルをすべて巧巧して閉じ、実行中のプログラムをすべて終了して〈ださい。システムの復元が完了するまで、いかなるファ 
イルまたはプログラムも変更したり、開いたり、削除したりしないでください。 

1. スタート ボタンをクリックし、 すべてのプログラム^ アクセサリー システムツール の順にポイントして、 システムの 復元をクリックします。 

2. な 前の復元を巧 y ミ 肖す をクリックして、次へをクリックします。 

3. 次へをクリックします。 

システムの復元 画面が表示され、コンピュータが再起動しまず。 

4. コンピュータが再起動したら、 OK をクリックします。 

システムのな元を有効にするには 

をき容量が200 MB 未満のハードディスクに Windows XP を巧インストールした場合、システムの復元は自動的に無効に設定されます。システムの復元がち効になっているかどうかを確認するに 
は、巧の手順を実行しまず。 

1. スタート ボタンをクリックして、 コントロールパネル をクリックします。 

2. パフホーマンスとメンテナンス をクリックします。 

3. システムをクリックします。 

4. システムのな元 タブをクリックします。 

5. システムのな元をホ巧にする のチェックマークが付いていないことを確認します。 


ソフトウェアとハードウェアの非互換性の問題を解決するには 

オペレーティングシステムのセットアップ中にデバイスが検出されないか、お出されても間違って設定されている場合は、ハードウェアに関するトラブルシューティングを使巧して非互換性を解まする こと 
ができます。 

M - ドウェアに関するトラブルシューティングを使って非互換性を解まするには、次の手順を実斤します。 

1. スタート ボタンをクリックして、 ヘルプとサポート をクリックします。 

2. 巧索ち巧で、"ードウェアに M するトラブルシューテイング と入力し、矢印をクリックして検索を開巧します。 

3. 巧ま巧果 一黄で、/\- ドウェアに巧するトラプルシューティングを クリックしまず。 

4. ハードウエアに巧するトラブルシューティングー 黃で、 コンピュータにをるハードウエアの巧をを解ホする必要があります をクリックして、々 へ をクリックします。 


Microsoft ⑥ Windows ⑥ XP の再インス!ル 

Q を意 ： Windows XP を再インス!ルするには 、 Windows XP Service Pack l ( SPl ) な降を巧用する必要があります。 


作業を開始する前に 

おし〈インストールしたドライバの問題を解消ずるために Windows XP オペレーティングシステムを再インストールする場合は、 Windows XP のデバイスドライバの口ールバックを試 
してみます （ r こ デバイスドうイバの口ールバックの巧いホ I を参照）。ドライバの口ールバックで問題が解みしない場合は、システムの復元 （ 「 コンピュータをし:!前の動 
巧が蘭に诺元するには I を参照）を使用して、新しいデバイスドライバをインストールする前の稼動状態にオペレーティングシステムを房します。 







おほいのコンピュータに Microsoft 树 indows XP オペレーティングシステムを再インストールする隙に、セットアップに関する重大な巧題のを生を避けるじは、コンピュータに付属 
の 『 ResourceCD 』 じ収録されているデバイスドライバも再インストールする必要があります。 

〇 を意： デバイスドライバと Windows XP オペレーティングシステムを再インストールする前に、プライマリハードドライブ上のすべてのデータファイルをバックアッブしてください。通常のハード 
ドライブ構成では、プライマリハードドライブはコンピュータによって1ま目のドライブとして認識されます。 

ドライバと时 indows XP を巧インストールするじは、な下のアイテムが必要でず。 

I をのフロッピーディスク1は 
I 『 Dell 再インストール用 CDJ (オプション） 

I 『Dell Drivers and Utilities CD | 

。 メモ ： 『Drivers and Utilities CDJH こは、コンピュータの製造工程でプリインストールされたドライバが収録されています 。 『Drivers and Utilities CD 』 を使って、必要な追加のドライバを口 
-ドします。お使いのコンピュータに RAID コントローラがある場合は、そのドライバも口ードします。 

b メモ： 『Drivers and Utilities CD 』 はホブションなので、コンピュータに同祖されてし、ない場合もあります。 

Windows XP の再インストール 

Windows XP を再インストールするには、巧項にあるすベての手順を記載されている順番に実行しまず。 

再インス! -- ル処理を完了するには、 1 〜 2 時間かかることがあります。オペレーティングシステムを再インストールした後、追加のデバイスドライバ、アンチウイルスプログラム、お 
よびその他のソフトウェアを再インストールする必要があります。 

Q を意： 『再インストール用 CDj には 、 Windows XP の再インストール用のホプションが収録されています。ホプションはファイルを上書きして、ハードドライブにインストールされているプログ 
ラムに影譽を与える可能ながあります。このような理をから、デルのテクニカルサポート担当をの指示力けぶい限り Windows XP を再インストールしないでください。 

〇 を意 ： Windows XP との競合を防ぐため、システムにインストールされているアンチウイルスソフトをお細こしてから Windows XP を再インストールしてください。手順については、ソフトウ 
^ェアに付属しているマニュアルを参照してください。 

オプションの『巧インストール用 CDJI からの起巧 

1. 開いてし、るファイルをすべて保巧してから閉に、実行中のプログラムをすべて格了します。 

2. 『再インストール用 CDJ ! をセットします。 Windows XP のインストールというメッセージが表示されたら、お了をクリックします。 

3. コンピュータを再起動します。 

4. DELLT " ロゴの国面が表示されたら、 < F 12> をすぐに巧します。 

オペレーティングシステムの□ゴが表示された場合、 Windows のデスクトップが表示されるのを待って、コンピュータをシャットダウンして、再度試みます。 

5. 矢巧キーを巧して CD-ROM を選がし < Enter > を押します。 

6. Press any key to boot from CD ( CD 力、ら起動するには、いずれかのキーを巧します）というメッセージが表示されたら、いずれかのキーを巧します。 

Windows XP セットアップ 

1. Windows XP セットアップ画面が表示されたら、 < Enter > を巧してセットアップの開始を選巧します。 

2. Microsoft Windows ライセシス努約画面の内容を読み、キーボードの < F 8> を押して、使用許諾契約書に同意します。 

3. お使いのコンピュータに Windows XP がインストールされていて、現巧の Windows XP データを復元する場合は、 r と入力して修復オプションを選び、 CD を取り出します。 

4. 新たに Windows XP をインストールする場合は、 < Esc > を押して、オプションを選おします。 

5. < Enter > を巧して/\イライト表示されたパーティシ ョン (巧奨)を選び、画面の指示にないます。 

Windows XP セットアップ画面が表示され、オペレーティングシステムは、ファイルのコピーおよびデバイスのインストールを開姑します。コンピュータは自動のに致回再起 
動します。 

b メモ： /、ードドライブの容量やコンピュータの速度によって、セットアップに要する時間は変わります。 

〇 を意： 次のメッセージが表示された場合は、どのキーも巧さないでください。 Press any key to boot from the CD. ( CD 力、ら起動する口 ± 、いずれかのキーを押します。） 

6. 巧城と首巧のオプション画面が表示されたら、お住まいの地域の設定を選び、巧へをクリックします。 

7. ソフトウェアの個人用設を画面で、おを前と会なちけブション)を入力して、々へをクリックします。 


8. コン ピュータをと Administrator のバスワード ウィンドウでコンピュータちほたは記載のを前を承設）およびパスワードを入力して、々 へ をクリックします。 

9. モデムのダイヤル«巧 画面が表示された場合、必要な情報を入力して、 巧へ をクリックします。 

10. 曰かと時巧の設ま ウィンドウに日かと時間を入力して、 かへ をクリックします。 

11. ネットワークのおを 画面が表示された場合は、植单投 を をクリックして、 ホへ をクリックしまず。 

12. Windows XP Professional を再インストールしてしぶ場合は.ネットワーク設定に関ずる情報を求められることがあります。該当するものを選びます。設定がわからない場合は、デフホルト 
の選巧肢を選びます。 

内 indows XP は、オペレーティングシステムのコンポーネントをインストールして、コンピュータを設定します。コンピュータは自動的に再起動します。 

〇 ま意： 次のメッセージが表示された場合は、どのキーも巧さないでください。 Press any key to boot from the CD. (CD から起動ずるには、いずれかのキーを巧します。） 

13. Microsoft Windows へようこそ 画面が表示されたら、 巧へ をクリックします。 

14. インターネットに巧結する方法を指定して〈ださいというメッセージが表示されたら、# K をクリックします。 

15. Microsoft にユーザーを録する 単 fit はできましたか？ の画面が表示されたら、 いいえ、今回はユーザーを録しま せんを選がし、 次へ をクリックします。 

16. このコンビ ュータ を巧う ユー ザーを巧ましてください の画面が表示されたら、5ちまでユーザーを入力できます。 

17. 巧へをクリックします。 

18. 完了 をクリックしてセットアップを完了し、 CD を取り出します。 

^ メモ： Windows セットアッブが完了したら、フロッピーディスクを取り出しミ全な場刷こお管してくださし、。 

19. 『Drivers and Utilities CDJ ホ巧用して.誌当するドライバを S インストールします （「 ドライバホ丰動で巧インストールする I こは i をを照）。 

20. アンチウイルスソフトウェアを再インストールします。 

21. すべてのブ□グラムを再インストールします。 

【イ メモ： Microsoft Office または Microsoft Works Suite プログラムを再インストールしてアクティブじするには 、 Microsoft Office または Microsoft Works Suite CD スリーブの背面 
じあるプロダクトキー番号が必要です。 
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